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僕
は
、
待
ち
わ
び
る
旬
の
食

材
の
中
で
、
特
に
強
い
思
い
が

あ
る
の
が
筍
だ
。

ま
さ
に
、
こ
れ
か
ら
が
食
べ

頃
。良

い
筍
の
選
び
方
は
、
全
体

が
ず
ん
ぐ
り
し
て
い
て
、
皮
に

張
り
と
つ
や
が
あ
り
、
持
っ
て

重
い
も
の
が
新
鮮
だ
と
聞
い
た

が
、
や
は
り
掘
り
た
て
が
一
番
。

と
い
う
こ
と
で
、
知
人
の
竹

林
で
掘
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。

傾
斜
が
あ
っ
た
り
し
て
、
な

か
な
か
思
っ
た
と
こ
ろ
に
鍬
が

入
ら
な
い
。

難
し
い
。
時
間
を
か
け
て
、

何
度
も
何
度
も
鍬
を
入
れ
る
。

や
っ
と
数
本
掘
る
こ
と
が
出
来

た
。鮮

度
が
命
な
の
で
、
掘
り
た

て
を
米
ぬ
か
で
あ
く
抜
き
を
し

て
、
筍
ご
飯
や
木
の
芽
和
え
、

煮
物
に
し
て
い
た
だ
い
た
。

あ
ー
こ
の
味
こ
の
味
。
春
を

満
喫
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

（
く
ぼ
・
し
ゅ
う
、
東
京
都
在

住
、
切
り
絵
画
家
）

久保修ワールド

FEEL JAPAN NOW

朝
掘
り
竹
の
子

春
夏

秋
冬

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ウ
エ
ス
ト

チ
ェ
ス
タ
ー
郡
保
健
局
は
10

日
、
同
郡
北
部
で
８
人
の
は
し

か
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
と
発

表
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
と
同
州
ロ
ッ
ク
ラ

ン
ド
郡
で
流
行
し
て
い
る
は
し

か
感
染
が
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ

ー
ま
で
広
が
っ
た
。

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
の

感
染
者
は
生
後
６
か
月
か
ら
14

歳
ま
で
の
子
供
で
、
う
ち
２
人

が
入
院
し
た
。
８
人
の
う
ち
６

人
は
同
じ
家
庭
の
兄
弟
姉
妹
。

８
人
と
も
公
立
学
校
な
い
し
チ

ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
通
っ
て
い
る
子
供
で
は
な
い

と
い
う
。
同
郡
保
健
局
は
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
子
供

に
、
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
邪
、

風
疹
に
対
応
す
る
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
受
け
さ
せ
る
こ

と
を
強
く
求
め
て
い
る
。
ワ
ク

チ
ン
は
無
料
で
受
け
る
こ
と
が

で
る
。
予
約
は
電
話
９
１
４
・

９
９
５
・
５
８
０
０
。

昨
年
10
月
以
来
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
で
２
８
５
人
、
Ｎ
Ｙ
州

ロ
ッ
ク
ラ
ン
ド
郡
で
１
９
３
人

の
は
し
か
感
染
が
確
認
。
デ
ブ

ラ
シ
オ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長

は
９
日
、
公
衆
衛
生
上
の
緊
急

事
態
を
宣
言
、
予
防
接
種
義
務

を
発
令
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

総
領
事
館
も
在
留
邦
人
に
注
意

喚
起
し
た
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
の
郵
便

番
号
１
１
２
０
５
、
１
１
２
０

６
、
１
１
２
１
１
、
１
１
２
４

９
の
区
域
の
在
住
者
と
通
勤
・

通
学
者
で
予
防
接
種
を
受
け
て

な
い
人
（
生
後
６
か
月
以
上
）
、

が
対
象
、
違
反
し
た
場
合
は
最

高
千
ド
ル
の
罰
金
が
課
さ
れ

る
。
　
（
関
連
記
事
４
面
に
）

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

27面

デ
ジ
タ
ル
版
で
こ
こ
を
ク
リ
ッ
ク
！

▲ ◇
本
紙
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
行
の
フ
リ
ー
紙
で
Ｎ
Ｙ
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
地
区
で
「
日
本
経
済
新
聞
」
と
と
も
に
折
り

込
ま
れ
て
配
達
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
国
内
で
は
青
山

学
院
大
学
図
書
館
（
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
常
備
、
東
京
大

学
本
郷
・
駒
場
両
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

日
本
の
芸
術
・
文
化
を
紹
介

す
る
能
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
ブ
テ

イ
エ
節
子
代
表
）
は
５
月
１
日

（
水
）
と
２
日
（
木
）
午
後
８

時
15
分
か
ら
、
天
理
文
化
協
会

（
西
13
丁
目
43
番
地
Ａ
）
で
能

レ
ク
チ
ャ
ー
公
演
を
開
催
す

る
。
「
花
開
く
精
神
」
と
題
し
、

喜
多
流
女
性
初
の
能
楽
師
・
大

島
衣
恵
氏
と
そ
の
弟
で
喜
多
流

能
楽
師
の
大
島
輝
久
氏
を
招

く
。
能
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
は
２
０

１
５
年
に
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

大
島
衣
恵
氏
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ

ー
公
演
「
能
の
心
」
を
開
催
、

好
評
を
受
け
て
の
続
編
と
な
る

今
回
は
、
一
噌
流
笛
方
の
滝
澤

成
美
氏
と
大
倉
流
小
鼓
方
高
橋

奈
王
子
氏
も
加
え
、
よ
り
深
い

お
能
の
世
界
を
紹
介
す
る
。

花
を
テ
ー
マ
に
舞
囃
子
「
忠

度
」
と
、
源
氏
物
語
よ
り
源
氏

と
夕
顔
の
恋
を
素
材
と
し
た
半

能
「
半
蔀
」
を
披
露
。
初
心
者

に
も
解
り
や
す
い
解
説
と
と
も

に
夢
の
中
に
艶
然
と
現
れ
る
夕

顔
の
幽
玄
な
る
世
界
を
間
近
に

鑑
賞
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な

る
。
同
公
演
は
４
月
30
日
（
火
）
、

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
日
本
大
使

館
広
報
文
化
セ
ン
タ
ー
で
も
一

般
公
開
さ
れ
る
。
福
山
喜
多
会

と
の
共
催
、
東
京
倶
楽
部
の
助

成
で
開
催
。

入
場
料
は
大
人
40
ド
ル
、
学

生
20
ド
ル
（
同
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

会
員
は
５
ド
ル
割
引
）
。
購
入

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

https://n
oh2019.brow

n
-

paperticlets.com

か
ら
。
問

い

合

わ

せ

は

Ｅ

メ

ー

ル

info@
nohsociety.org

「
花
開
く
精
神
」

能
レ
ク
チ
ャ
ー
公
演
開
催
へ

は
し
か
感
染
広
が
る

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
で
も
８
件
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デ
ザ
イ
ン
を
発
表

代
金
で
遺
族
支
援

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
車
両
管
理

局
（
Ｄ
Ｍ
Ｖ
）
は
10
日
、
昨
年

８
月
の
承
認
か
ら
８
か
月
を
経

て
よ
う
や
く
、
米
同
時
多
発
テ

ロ
記
念
車
両
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
デ
ザ
イ
ン
を
発
表
し
た
。

赤
と
白
、
青
の
同
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
に
は
、
星
条
旗
、
救

助
隊
員
や
消
防
隊
員
、
米
市
民

の
シ
ル
エ
ッ
ト
が
描
か
れ
、
事

件
発
生
の
日
付
「9

・1
1

・

01

」
、
「
ネ
バ
ー
・
フ
ォ
ー
ゲ

ッ
ト
」
「
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ウ

ィ
・
ス
タ
ン
ド
」
の
文
字
が
記

さ
れ
て
い
る
。

同
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
今

年
２
月
か
ら
発
行
さ
れ
る
予
定

だ
っ
た
が
、
Ｄ
Ｍ
Ｖ
は
、
「
初

期
費
用
と
し
て
６
０
０
０
ド
ル

を
受
領
す
る
、
ま
た
は
最
低
２

０
０
枚
の
事
前
注
文
が
な
い
限

り
施
行
は
で
き
な
い
」
と
し
て

い
た
。
そ
の
後
、
債
券
会
社
ペ

ダ
ー
セ
ン
＆
サ
ン
ズ
を
営
む
ニ

ー
ル
・
ペ
ダ
ー
セ
ン
氏
が
名
乗

り
を
あ
げ
、
施
行
の
た
め
の
保

証
金
を
提
示
し
た
。

同
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
料

金
は
、
１
枚
当
た
り
85
ド
ル
、

年
間
更
新
費
は
56
ド
ル
25
セ
ン

ト
で
、
２
年
毎
に
支
払
う
。
個

人
的
な
文
字
を
入
れ
る
パ
ー
ソ

ナ
ラ
イ
ズ
ド
・
プ
レ
ー
ト
の
場

合
は
１
１
６
ド
ル
25
セ
ン
ト
、

更
新
料
は
87
ド
ル
50
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。

更
新
料
の
う
ち
各
25
ド
ル

は
、
同
テ
ロ
事
件
の
犠
牲
者
遺

族
の
学
費
や
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・

レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
た
ち
と
そ
の
家

族
を
支
援
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ー
ド
・
セ

ン
タ
ー
・
メ
モ
リ
ア
ル
奨
学
基

金
に
寄
付
さ
れ
る
。

故
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

記
念
切
手
６
月
に
発
行

米
郵
政
公
社
（
Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）

は
６
日
、
昨
年
11
月
30
日
に
94

歳
で
死
去
し
た
第
41
代
ジ
ョ
ー

ジ
・
Ｈ.

Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
米
大

統
領
を
称
え
、
同
元
大
統
領
の

肖
像
画
の
記
念
フ
ォ
ー
エ
バ
ー

切
手
を
発
行
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
。

同
肖
像
画
の
作
者
で
あ
る
ミ

ケ
ル
・
Ｊ
・
デ
ィ
ー
ズ
氏
は
、

こ
れ
ま
で
も
記
念
切
手
用
に
、

俳
優
の
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー

や
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
デ
ィ
ー
ン
、

ハ
ン
フ
リ
ー
・
ボ
ガ
ー
ド
、
ケ

ー
リ
ー
・
グ
ラ
ン
ト
、
小
説
家

エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
な

ど
著
名
人
を
描
い
て
い
る
。
同

切
手
の
発
売
記
念
式
は
、
ブ
ッ

シ
ュ
元
大
統
領
の
誕
生
日
で
あ

る
６
月
12
日
（
水
）
に
、
テ
キ

サ
ス
州
カ
レ
ッ
ジ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
同
大
統
領
図
書
館
で
行
わ

れ
る
。
Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
は
同
元
大
統

領
に
つ
い
て
「
米
国
を
冷
戦
終

結
に
導
き
、
湾
岸
戦
争
で
は
ク

ウ
ェ
ー
ト
の
イ
ラ
ク
撤
退
を
成

功
さ
せ
多
国
間
の
連
立
を
築
い

た
」
と
伝
え
て
い
る
。

北
海
道
名
物
の
ジ
ン
ギ
ス
カ

ン
料
理
の
プ
ロ
を
招
い
た
米
国

初
の
本
格
的
北
海
道
祭
り
が
14

日
、
ロ
ウ
ワ
ー
・
イ
ー
ス
ト
サ

イ
ド
の
ヘ
ス
タ
ー
通
り
の
公
園

で
開
催
さ
れ
た
。
中
心
に
な
っ

て
出
店
し
た
の
は
今
春
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
開
店
す
る
北
海
道
料

理
店
「
ド
ク
タ
ー
・
ク
ラ
ー
ク

（
ク
ラ
ー
ク
博
士
）
」
。
ク
ラ
ー

ク
博
士
は
、
北
海
道
大
学
の
前

身
、
札
幌
農
学
校
の
教
師
で

「

少

年

よ

大

志

を

抱

け

（B
oy

s, b
e

am
b
itiou

s.)

」

の
名
言
を
日
本
に
残
し
た
人
物

と
し
て
知
ら
れ
る
。

北
海
道
利
尻
島
出
身
の
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
名
人
、
尾
形
宗
威
さ

ん
が
自
家
製
た
れ
を
漬
け
込
ん

だ
マ
ト
ン
の
肉
で
５
０
０
人
前

の
腕
を
振
っ
た
。
新
規
開
店
す

る
北
海
道
料
理
店
ド
ク
タ
ー
・

ク
ラ
ー
ク
は
、「
居
酒
屋
」
を
経
営

す
る
金
山
雄
大
さ
ん
と
笠
木
恵

介
さ
ん
（
共
に
北
海
道
出
身
者
）

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
。
当
日
は
バ

タ
ー
の
効
い
た
帆
立
め
し
や
焼

き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
焼
き
そ
ば

も
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
た
。

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

北
海
道
祭
り

北海道の味を提供する左から笠木さん、金山さん、尾形さん
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス
ト
リ
ー

ト
フ
ェ
ア
で
日
本
文
化
や
食
文

化
を
発
信
し
て
い
る
ジ
ャ
パ
ン

フ
ェ
ス
実
行
委
員
会
が
13
日
と

14
日
の
両
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
「
ラ
ー
メ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
１
９
春
」
を
開
催
し
た
。

来
場
者
の
人
気
投
票
で
、
地

元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
出
店
し

た
牛
骨
、
シ
ン
カ
ラ
ー
メ
ン
が

５
８
５
ポ
イ
ン
ト
で
優
勝
し

た
。
２
位
は
５
６
０
ポ
イ
ン
ト

で
横
浜
か
ら
参
加
の
地
獄
の

坦
々
麺
、
３
位
が
５
４
９
ポ
イ

ン
ト
で
大
阪
か
ら
参
加
し
た

K
U

C
H

E

だ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
出
店
し
た
の
は
沖

縄
の
マ
ホ
ロ
バ
、
東
京
の
自
家

製
麺
ほ
う
き
ぼ
し
、
大
阪
の
金

久
右
衛
門
、
大
阪
の
ラ
ー
メ
ン

ス
タ
イ
ルJU

N
K

ST
O

R
Y

、
大
阪
の
麺
処
・
ほ
ん
だ
、
宮
城

の
ら
ー
め
ん
く
ろ
く
で
、
全
９

店
。
13
日
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
で
、
14
日

は
ク
イ
ー
ン
ズ
の
ア
ス
ト
リ
ア

で
９
店
が
味
を
競
い
、
２
日
間

の
人
気
投
票
で
優
勝
者
が
決
ま

っ
た
。
和
牛
と
ん
こ
つ
の
シ
ン

カ
は
昨
年
に
続
く
上
位
入
賞
。

地
獄
の
坦
々
麺
の
中
山
健
治
さ

ん
は
「
新
し
い
味
を
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
皆
さ
ん
に
味
わ
っ
て
も

ら
え
て
嬉
し
い
」
と
喜
び
を
語

り
、
３
位
のK

U
C

H
E

横
山
将

士
さ
ん
は
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

の
口
に
合
う
味
を
出
し
た
」
と

い
う
。

Ｎ
Ｙ
ラ
ー
メ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

１
位
は
地
元
シ
ン
カ

ザ
・
祭

５
月
５
日
開
催

ハ
リ
ソ
ン
で

第
６
回
「
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ル

チ
ュ
ア
ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ザ
・
祭
」
が
５
月
５
日
（
日
）

午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
、
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
の
ハ
リ
ソ

ン
駅
北
側
に
隣
接
す
る
ポ
ッ
ポ

公
園
と
ハ
リ
ソ
ン
図
書
館
（1

H
ein

em
an

n
P

lace
H

arrison

）
の
２
か
所
で
開

催
さ
れ
る
。

「
ラ
ブ
ジ
ャ
パ
ン
！
」
を
テ

ー
マ
に
祭
り
好
き
な
地
元
在
住

者
ら
が
集
ま
り
、
米
国
在
住
の

日
本
人
や
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
に
日
本
の
祭
り
と
日
本
文

化
の
紹
介
を
通
し
て
交
流
を
図

る
取
り
組
み
と
し
て
始
ま
っ
た

イ
ベ
ン
ト
。
今
回
は
国
際
交
流

基
金
が
実
施
す
る
日
本
文
化
紹

介
・
交
流
事
業
の
「
ジ
ャ
パ
ン

２
０
１
９
参
加
企
画
」
に
正
式

認
定
さ
れ
た
。

今
年
の
ゲ
ス
ト
は
世
界
的
に

有

名

な

サ

ー

カ

ス

団

「R
in

g
lin

g
B

ros. 
an

d
B

arnum
&

B
ailey

C
ircus

」

で
ク
ラ
ウ
ン
（
道
化
師
）
と
し

て
日
本
人
で
唯
一
採
用
さ
れ

た
、
岩
佐
麻
里
子
（
フ
ィ
ジ
カ

ル
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
／
俳
優
／
ク

ラ
ウ
ン
）
が
特
別
友
情
出
演
。

ま
た
、
日
本
か
ら
「
長
谷
川
将

志
（
雲
の
上
）
」
、
ブ
リ
カ
マ
が

特
別
出
演
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か

ら
は
伊
東
友
子
ト
リ
オ
ら
の
音

楽
、
ダ
ン
ス
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
が
参
加
、
よ
さ
こ
い
の

テ
ン
テ
コ
マ
イ
（10tecom

ai

）

も
踊
り
で
参
加
し
て
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
披
露
す
る
。

ま
た
、
櫓
と
和
太
鼓
で
盆
踊

り
を
踊
る
来
場
者
一
体
型
企
画

「
ザ
・
祭
初
企
画
の
盆
踊
り
」
、

日
本
食
や
日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
ら
の
作
品
を
販
売
す
る
「
日

本
と
お
祭
り
の
雰
囲
気
い
っ
ぱ

い
の
屋
台
」
、
リ
ゾ
ー
ト
宿
泊

券
、
歯
の
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
券
、

ミ
ニ
ゴ
ル
フ
友
達
25
人
招
待
パ

ー
テ
ィ
ー
券
、
食
事
券
な
ど
が

当
た
る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ッ

フ
ル
」
な
ど
も
開
催
。
毎
年
人

気
の
「
日
本
文
化
紹
介
コ
ー
ナ

ー
＠
ハ
リ
ソ
ン
図
書
館
」
で
は

茶
道
、
書
道
等
の
伝
統
文
化
交

流
も
行
わ
れ
る
。
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
人
気
の
ス
ト
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
や
ゴ
ル
フ
、
サ
ッ
カ

ー
に
加
え
、
昨
年
か
ら
ピ
ン
ボ

ー
ル
と
フ
リ
ス
ビ
ー
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
登
場
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
こ
れ
ま

で
通
り
日
本
国
内
の
被
災
者
援

助
と
日
米
の
施
設
等
に
寄
付
さ

れ
る
予
定
。

入
場
無
料
。
雨
天
決
行
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルth

e-
m

atsuri.ny
@

gm
ail.com

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.them

atsu
ri.org

を

参
照
。

信
州
ゆ
か
り
の
会
は
５
月

11
日
（
土
）
午
後
６
時
か
ら

９
時
ま
で
、
し
ん
ば
し
レ
ス

ト
ラ
ン
（
東
48
丁
目
７
番
地
、

五
番
街
と
マ
ジ
ソ
ン
街
の
間
）

で
親
睦
会
を
開
催
す
る
。

会
費
は
40
ド
ル
。
飲
み
物

は
各
自
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ー
。

問
い
合
わ
せ
・
参
加
申
し
込

み
は
５
月
９
日
（
木
）
ま
で

に
電
話
９
１
７
・
５
１
４
・

５
７
９
２
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ルshinshuny@
gm

ail.com

（
北
原
さ
ん
）
ま
で
。

信州ゆかりの会

5月11日に親睦会

岩佐麻里子

来
て
ね
っ
！

優
勝
の
シ
ン
カ
（
中
央
）
、
２
位
地
獄
の
担
々
麺
（
右
）
、
３
位K

U
C
H
E

https://online.citi.com/US/JRS/portal/template_lo.do?ID=mortgage_home_lo&client_type=LO&client_id=685473


2019年（平成31年）4月20日（土） 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU ［総　合］　(4)

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ロ
ッ
ク
ラ

ン
ド
郡
は
３
月
26
日
、
は
し
か

緊
急
事
態
宣
言
を
出
し
、
郡
保

健
局
で
は
感
染
者
の
足
取
り
を

掴
ん
で
感
染
の
可
能
性
の
あ
る

場
所
と
時
間
を
そ
の
都
度
公
表

し
て
い
る
。
11
日
付
の
最
新
情

報
で
は
４
月
４
日
の
ス
プ
リ
ン

グ
バ
レ
ー
・
ド
ラ
ッ
グ
・
フ
ァ

ー
マ
シ
ー
な
ど
数
か
所
で
、
こ

れ
ら
に
立
ち
寄
っ
た
人
は
診
察

を
受
け
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。
詳
細
は
州
政
府
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
保
健
局
ペ
ー
ジ
参
照
。

米
国
は
予
防
接
種
の
普
及
に

よ
り
は
し
か
を
根
絶
し
た
と
２

０
０
０
年
に
宣
言
、
は
し
か
で

過
去
20
年
間
に
死
亡
し
た
ケ
ー

ス
は
な
く
、
関
連
死
も
３
人
に

留
ま
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
も
２
０
１
７
年
の
感
染
者

は
２
人
だ
っ
た
。

し
か
し
、
専
門
家
に
よ
れ
ば

近
年
は
予
防
接
種
を
受
け
な
い

人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。
今

回
の
流
行
の
き
っ
か
け
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

感
染
者
で
、
予
防
接
種
を
受
け

ず
に
イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪
問
し
、

は
し
か
に
感
染
し
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
。
ロ
ッ
ク
ラ
ン
ド

郡
も
海
外
旅
行
か
ら
帰
っ
た
人

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
お
よ
び
ロ
ッ

ク
ラ
ン
ド
郡
の
感
染
が
集
中
し

て
い
る
地
域
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
な

か
で
も
正
統
派
と
呼
ば
れ
る

人
々
が
多
く
暮
ら
し
て
お
り
、

宗
教
上
の
理
由
や
「
予
防
接
種

が
自
閉
症
の
原
因
と
な
る
」
と

の
間
違
っ
た
情
報
で
予
防
接
種

を
受
け
て
い
な
い
人
が
多
く
、

感
染
が
広
が
っ
た
と
み
ら
れ
て

い
る
。
は
し
か
は
同
じ
部
屋
に

い
た
だ
け
で
感
染
す
る
ほ
ど
感

染
力
が
強
い
。

予
防
接
種
拒
絶
が
原
因
か

は
し
か
特
定
地
域
で
急
増

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
構

内
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ア
ネ
ッ
ク

ス
＆
シ
ョ
ッ
プ
で
写
真
展
「
シ

ー
ト
レ
イ
ン
」
を
開
催
中
。
写

真
家
の
ス
テ
フ
ァ
ン
・
マ
ロ
ー

が
２
０
０
１
年
か
ら
約
９
年

間
、
海
洋
に
廃
棄
さ
れ
る
車
両

を
撮
影
。
懐
か
し
い
車
両
が
魚

の
住
処
と
し
て
第
２
の
人
生
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
瞬
間
を
捉
え

た
、
初
の
写
真
展
と
な
る
。

６
月
16
日
（
日
）
ま
で
。
入

場
無
料
。
開
場
時
間
は
月
曜
か

ら
金
曜
は
午
前
８
時
か
ら
午
後

８
時
、
土
・
日
曜
は
午
前
10
時

か
ら
午
後
５
時
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トw

w
w
.nytransit

m
useum

.org

を
参
照
。

老
朽
車
両
は
死
な
ず

魚
の
住
処
で
第
２
の
人
生

イーストチェスター

中学校で桜祭り

シドモアの会NYが共催

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
イ

ー
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
で
３
月
30

日
、
第
３
回
桜
祭
り
が
イ
ー
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
中
学
で
開
催
さ

れ
た
。
２
０
１
６
年
学
区
の
５

校
に
桜
を
植
え
た
「
シ
ド
モ
ア

桜
の
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」(

梅

本
千
晶
代
表)

が
、
イ
ー
ス
ト

チ
ェ
ス
タ
ー
・
ス
ク
ー
ル
・
フ

ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
と
共
催
し

た
。当

日
は
、
大
勢
の
参
加
者
で

会
場
は
賑
わ
い
、
日
本
文
化
へ

の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
太
鼓
愛
好
会
に
よ
る
諏

訪
太
鼓
や
学
生
に
よ
る
空
手
披

露
が
注
目
を
集
め
た
。
着
物
試

着
、
茶
道
、
書
道
な
ど
ど
れ
も

人
気
で
、
小
さ
い
子
供
か
ら
大

人
ま
で
、
日
本
文
化
体
験
を
楽

し
ん
だ
。
日
本
食
の
販
売
も
好

調
で
、
売
り
上
げ
は
約
３
０
０

０
ド
ル
に
達
し
、
全
額
が
同
フ

ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
に
寄
付
さ
れ

た
。

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

（
五
番
街
１
０
０
０
番
地
）
で

８
日
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
や
エ
ル
ビ

ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
、
チ
ャ
ッ

ク
・
ベ
リ
ー
が
使
っ
た
ギ
タ
ー

な
ど
ロ
ッ
ク
の
伝
説
的
楽
器
を

一
堂
に
集
め
た
展
覧
会
「
プ
レ

イ
・
イ
ッ
ト
・
ラ
ウ
ド：

イ
ン

ス
ト
ル
メ
ン
タ
ル
ズ
・
オ
ブ
・

ロ
ッ
ク
＆
ロ
ー
ル
」
が
始
ま
っ

た
。展

示
楽
器
は
１
３
０
点
を
超

え
る
。
米
国
と
英
国
の
個
人
お

よ
び
公
共
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
集
め
ら
れ
た
。
前
記
の
ほ
か

ジ
ミ
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
ス
、
ジ

ミ
ー
・
ペ
イ
ジ
、
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ー
ン
ズ
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ミ
ラ
ー
、
メ
タ
リ
カ
ら
が
使
っ

た
楽
器
な
ど
で
、
範
囲
は
１
９

３
９
年
か
ら
２
０
１
７
年
ま
で

に
及
ぶ
。
エ
リ
ッ
ク
・
ク
ラ
プ

ト
ン
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
キ
ー
」
、

エ
デ
ィ
・
ヴ
ァ
ン
・
ヘ
イ
レ
ン

の
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」

な
ど
超
有
名
ギ
タ
ー
や
、
キ
ー

ス
・
エ
マ
ー
ソ
ン
が
使
っ
た
ム

ー
グ
・
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
と
ハ

モ
ン
ド
オ
ル
ガ
ン
、
キ
ー
ス
・

ム
ー
ン
や
リ
ン
ゴ
・
ス
タ
ー
の

ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
な
ど
が
並
び
、

ロ
ッ
ク
フ
ァ
ン
に
は
た
ま
ら
な

い
展
覧
会
だ
。
レ
デ
ィ
・
ガ
ガ

の
ピ
ア
ノ
も
あ
る
。

楽
器
以
外
に
も
貴
重
な
ポ
ス

タ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
衣
装
な
ど
も

展
示
さ
れ
、
歴
史
的
ビ
デ
オ
な

ど
も
上
映
さ
れ
る
。
展
示
は
今

年
10
月
１
日
（
火
）
ま
で
。
そ

の
後
は
オ
ハ
イ
オ
州
ク
リ
ー
ブ

ラ
ン
ド
に
あ
る
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー

ル
の
殿
堂
で
公
開
さ
れ
る
。

ロックの伝説的楽器
メトロポリタン美術館
ビートルズやプレスリー愛用品も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
地
下
鉄

Ｌ
線
は
15
日
か
ら
約
２
週
間
、

平
日
夜
に
主
な
区
間
で
運
行
停

止
を
開
始
し
た
。
26
日
（
金
）

ま
で
の
月
曜
か
ら
金
曜
の
午
後

10
時
15
分
か
ら
午
前
５
時
ま

で
、
区
間
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

８
ア
ベ
ニ
ュ
ー
駅
〜
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
ロ
リ
マ
ー
駅
。

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局

（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
代
替
え
と
し
て

Ａ
線
、
Ｆ
線
、
Ｊ
線
の
利

用
を
す
す
め
る
ほ
か
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
側
で
は
ロ
リ

マ
ー
駅
、
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー

ド
駅
、
ヘ
ウ
ェ
ス
ス
ト
リ

ー
ト
駅
（
Ｊ
線
）
、
マ
ー
シ
ー

ア
ベ
ニ
ュ
ー
駅
（
Ｊ
線
）
に
停

ま
る
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
側
は
Ｍ
14
Ａ
番

の
バ
ス
を
８
ア
ベ
ニ
ュ
ー
駅
か

ら
Ｆ
線
と
Ｊ
線
の
デ
ラ
ン
シ
ー

ス
ト
リ
ー
ト
／
エ
セ
ッ
ク
ス
ス

ト
リ
ー
ト
駅
の
間
で
追
加
運
行

す
る
。

今
回
の
運
行
停
止
は
、
２
０

１
２
年
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
サ
ン
デ

ィ
に
よ
る
流
水
で
多
大
な
被
害

を
被
っ
た
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
た

め
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ク
オ

モ
州
知
事
が
大
混
乱
を
回
避
す

る
た
め
に
今
年
１
月
、
長
期
工

事
計
画
を
却
下
。
週
日
夜
と
週

末
の
工
事
を
進
め
、
15
〜
20
か

月
で
終
了
予
定
だ
と
い
う
。

地
下
鉄
Ｌ
線
２
週
間

平
日
夜
の
運
行
停
止

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
成
功
に
向
け
、
図
書
館
、

大
学
、
商
工
会
議
所
な
ど
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
地
元
機
関
と
も
協

働
す
る
と
し
て
い
る
。

グ
ー
グ
ル
社
は
、
チ
ェ
ル
シ

ー
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
社
で
ラ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
グ
ロ

ウ

・

ウ

ィ

ズ

・

グ

ー

グ

ル

（G
row

w
ith
G
oogle

）
」
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
講
す
る
と
発
表

し
た
。
開
講
期
間
は
５
か
月
、

小
規
模
企
業
経
営
者
、
求
職
者

な
ど
受
講
を
希
望
す
る
す
べ
て

の
人
々
を
対
象
と
し
た
無
料
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
デ
ジ
タ
ル
時

代
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
必
要
な

知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

な
っ
て
い
る
。

同
社
幹
部
に
よ
れ
ば
「
内
定

が
取
れ
る
履
歴
書
の
書
き
方
、

企
業
経
営
者
向
け
の
オ
ン
ラ
イ

ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
教
職
員

向
け
の
Ｉ
Ｔ
技
術
研
修
」
な
ど

デ
ジ
タ
ル
時
代

生
き
抜
く
知
識

グ
ー
グ
ル
が
教
育
講
座
開
く

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
で
写
真
展

宗
教
上
や
噂
が
原
因

ジミー・ヘンドリクス愛用のフライングV

JImi Hendrix's Flying V. Photo credit: Cllection of William C. Butler,Vanderpool,Tex., Courtesy of Rock & Roll Hall of Fame

http://www.919usa.com
https://mikoto-inc.com/nys
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●携帯電話のハナセル「ビックカメラタイアップ企画」＝終了日未定。
ジャパンSIMカードの購入者にビックカメラの割引クーポンを進呈す
る。対象店舗はビックカメラ、コジマ、ソフマップの全店。利用方法
はクーポンを印刷または画面を提示すると、カメラや時計が７％割引
きになるほか化粧品５％割り引きなどが得られる。詳細はwww.hana-
cell.com/japan/●アジアン・パシフィック・アメリカン・ウィメン
ズ・カンフェレンス)「無料法律相談会」＝4/28

（日）11:00〜16:00（受け付けは10:30〜15:00）
Pace University（3 Spruce St., ３rd Fl) 共催す
るアジア人弁護士団体「Asian American Bar
Association of NY (AABANY)」の所属弁護士が
応対する。AABANY所属の日本人弁護士（飯島真由美さん、相羽麻子
さん）が参加、日本語での相談もできる。相談時間は1人30分、事前予
約 は 不 可 、 会 場 で 先 着 順 と な る 。 問 い 合 わ せ は Eメ ー ル
probono@aabany.orgま で 、 詳 細 は
www.aabany.org/events/event_details.asp?legacy=1&id=1223869
●ディスカバリーキャンプ2019ファンドレイジング和太鼓イベント＝

5/5（日）16:30〜17:20  NJレオニアプレスビテリアン教会（181
Fort Lee Road, Leonia, NJ 07605) 参加費：自由献金（推奨額$20）
今年で42年目となるキャンプの継続と財産支援の必要な子供たちへの
奨学金創設が目的。主催はSMJ(Special Ministries to the Japanese)、
日 米 合 同 教 会 、 ユ ニ オ ン 日 本 語 教 会 　 問 い 合 わ せ は Ｅ メ ー ル
motaicoaching@gmail .com（ も た い 純 介 さ ん ）、 ま た は

smjleonia@gmail.com（洪汎善さん）まで。キャ
ンプの詳細はウェブサイトwww.smjgny.orgを参
照。●ニューヨーク倫理友の会「第19回春のラン
チョン」＝５/16（木）11:30  しんばしレストラ
ン（7 48th St.） 参加費：$45（会員）、$55（非

会員）。ゲストスピーカーに川村泰久国連日本政府代表部特命全権大使、
国連日本政府次席代表を招く。演題は『ファースト』時代の日本の国
連外交」。小切手の宛て先はFriends of Rinri Kenkyusho of New
York, Inc. 郵送先は1185 Avenue of the Americas, Suite 339, New
York, NY 10036、問い合わせは電話（火曜と木曜のみ）212-869-
1922まで。

www.nyseikatsu.comで詳報

語学学校が突然閉鎖

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
語
学

学
校
ア
メ
リ
カ
ン
・
ラ
ン
ゲ
ー

ジ
・
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
が
３

日
、
突
然
閉
鎖
と
な
り
、
ほ
ぼ

全
員
が
外
国
人
で
あ
る
数
百
人

の
在
籍
学
生
た
ち
が
急
遽
対
応

を
迫
ら
れ
て
い
る
。

学
校
閉
鎖
は
噂
は
出
て
い
た

も
の
の
事
前
に
告
知
さ
れ
ず
、

３
日
に
「
す
べ
て
の
ク
ラ
ス
が

中
止
さ
れ
た
」
と
の
張
り
紙
が

玄
関
入
口
に
張
り
出
さ
れ
た
。

学
校
閉
鎖
に
よ
り
学
生
ビ
ザ
で

米
国
に
滞
在
し
て
い
る
学
生
た

ち
は
滞
在
許
可
を
失
う
た
め
速

や
か
に
他
の
語
学
学
校
へ
移
る

必
要
が
あ
る
。

３
日
の
閉
鎖
告
知
と
同
時
に

Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
に
は
編
入
手
続
き
を

得
る
た
め
の
学
生
が
殺
到
、
職

員
は
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
。

語
学
学
校
を
管
理
し
て
い
る
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
教
育
局
は
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ｃ
に
職
員
を
派
遣
し
学
生
を

支
援
し
た
。
別
の
大
手
語
学
学

校
ゾ
ニ
は
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
校
舎
の
外

で
転
校
手
続
き
に
つ
い
て
の
案

内
書
を
配
布
し
た
。

Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
ピ
ー
タ
ー
・
パ

ッ
チ
ャ
ー
代
表
は
「
す
で
に
支

払
っ
た
授
業
料
は
返
金
さ
れ
な

い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
同
州

教
育
局
の
学
校
監
督
局
に
苦
情

を
申
し
立
て
る
と
、
授
業
料
補

助
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
返
金

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

ま
た
、
同
教
育
局
は
入
学
手
続

き
を
終
え
た
が
ま
だ
入
国
し
て

い
な
い
人
た
ち
の
受
け
入
れ
先

と
し
て
カ
プ
ラ
ン
と
ブ
ル
ー
デ

ー
タ
英
語
学
校
を
指
定
し
た
。

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
36
丁
目
に
あ

る
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
44
年
の
歴
史
を

持
つ
大
手
語
学
学
校
と
し
て
知

ら
れ
て
い
た
。
日
本
人
学
生
も

少
な
か
ら
ず
い
る
と
い
う
。
閉

鎖
の
理
由
は
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
が
、
関
係
者
に
よ
る
と

賃
貸
契
約
が
結
べ
ず
退
去
命
令

が
出
て
い
た
と
い
う
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
語
学
学
校

の
学
生
数
は
奨
学
金
の
拡
大
も

あ
っ
て
２
０
１
４
年
に
ピ
ー
ク

を
迎
え
た
が
、
そ
の
後
は
減
少
。

こ
れ
に
加
え
、
高
騰
す
る
賃
貸

料
と
不
動
産
税
、
労
働
法
に
よ

る
規
制
な
ど
で
経
営
が
苦
し
く

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、

学
校
縮
小
や
統
合
の
時
期
を
迎

え
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
こ
の
ほ
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
介
し
た
ア
パ
ー
ト
賃
貸

契
約
詐
欺
に
つ
い
て
の
相
談
が

以
前
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
警
告
を
発
信
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
を

介
し
て
ア
パ
ー
ト
の
賃
貸
契
約

を
行
い
、
貸
主
の
指
示
で
前
金

を
送
金
サ
ー
ビ
ス
や
プ
リ
ペ
イ

ド
カ
ー
ド
等
を
使
用
し
て
支
払

っ
た
と
こ
ろ
、
（
１
）
貸
主
と

連
絡
が
取
れ
な
く
な
る
（
２
）

実
際
に
契
約
し
た
ア
パ
ー
ト
に

行
っ
て
み
る
と
別
の
人
物
が
す

で
に
住
ん
で
い
た
（
３
）
契
約

面
の
齟
齬
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
部

屋
の
写
真
と
大
き
く
異
な
る
、

同
居
人
の
存
在
）
等
の
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
（
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
）
も
賃
貸
詐
欺
に
つ
い

て
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
犯
罪
や
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め

に
、
賃
貸
契
約
は
相
手
が
信
頼

で
き
る
か
を
慎
重
に
見
極
め
て

対
応
す
る
こ
と
や
、
物
件
の
見

学
前
や
貸
主
に
実
際
に
会
う
ま

で
は
前
金
を
支
払
わ
な
い
こ

と
、
個
人
情
報
を
提
供
し
な
い

こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
は
匠

に
信
頼
で
き
る
よ
う
な
綺
麗
な

サ
イ
ト
を
作
っ
て
い
る
場
合
が

多
く
、
検
索
し
た
人
が
信
用
し

て
し
ま
い
や
す
い
状
況
だ
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.n

y
.u

s
.e

m
b

-
japan.go.jp/

を
参
照
。

ア
パ
ー
ト
詐
欺
急
増

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
が
警
告

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
察
（
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
）
は
11
日
、
自
動
車
の

左
折
事
故
防
止
運
動
を
「
ビ
ジ

ョ
ン
・
ゼ
ロ
（
死
角
）」
運
動
の

一
環
で
開
始
し
た
。
左
折
時
に

は
フ
ロ
ン
ト
グ
ラ
ス
の
左
側
に

危
険
な
左
折
車

死
亡
事
故
右
折
の
３
倍

あ
る
フ
レ
ー
ム
が
子
供
な
ど
小

さ
な
歩
行
者
を
隠
す
こ
と
が
あ

り
、
左
折
時
の
事
故
は
右
折
事

故
よ
り
も
３
倍
多
い
と
い
う
。

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
左
折
事
故
防
止

運
動
で
は
２
本
の
教
育
ビ
デ
オ

が
使
わ
れ
、
１
本
は
子
供
を
左

折
事
故
で
失
っ
た
両
親
の
証

言
、
も
う
１
本
は
運
転
手
を
対

象
と
し
た
安
全
に
左
折
す
る
指

導
の
ビ
デ
オ
が
使
用
さ
れ
て
い

る
。
技
術
的
に
は
右
旋
回
よ
り

も
困
難
な
旋
回
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
運
転
手
は
高
速
で

旋
回
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、

左
旋
回
は
特
に
危
険
だ
と
説
明

さ
れ
る
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
に
よ
る
と
、

２
０
１
６
年
に
は
70
人
が
左
折

事
故
で
死
亡
、
２
０
１
８
年
に

は
21
人
と
死
亡
数
は
減
っ
て
き

て
い
る
。
運
転
す
る
方
も
注
意

が
必
要
だ
が
、
交
差
点
を
渡
る

歩
行
者
も
右
側
か
ら
侵
入
し
て

来
る
車
に
は
要
注
意
だ
。

骨
髄
提
供
の
校
長

合
併
症
で
死
亡

フ
ラ
ン
ス
の
14
歳
の
少
年
に

骨
髄
を
提
供
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
ウ
エ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル

ド
に
あ
る
ウ
エ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル

ド
高
校
の
デ
リ
ッ
ク
・
ネ
ル
ソ

ン
校
長
（
享
年
44
）
が
７
日
、

亡
く
な
っ
た
。
家
族
に
よ
れ
ば

骨
髄
採
取
後
、
昏
睡
状
態
に
な

り
死
亡
し
た
と
い
う
。
合
併
症

と
み
ら
れ
る
が
、
骨
髄
ド
ナ
ー

の
死
亡
例
は
極
め
て
稀
で
、
世

界
で
も
５
例
ほ
ど
と
い
う
。
地

元
は
大
き
な
悲
し
み
に
包
ま
れ

て
い
る
。

ネ
ル
ソ
ン
校
長
は
昨
年
10

月
、
骨
髄
ド
ナ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
通
じ
て
白
血
球
の
血
液
型
Ｈ

Ｌ
Ａ
が
フ
ラ
ン
ス
の
少
年
と
適

合
す
る
こ
と
が
分
か
り
、
骨
髄

提
供
を
決
め
た
。
今
年
２
月
、

学
校
新
聞
の
な
か
で
「
ほ
ん
の

ち
ょ
っ
と
の
間
の
、
ほ
ん
の
少

し
の
痛
み
で
、
誰
か
に
何
年
も

の
喜
び
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
な
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
だ
け

で
価
値
が
あ
る
」
と
語
っ
て
い

た
。ネ

ル
ソ
ン
校
長
は
20
年
以
上

に
わ
た
り
米
陸
軍
予
備
役
を
勤

め
た
後
、
２
０
１
０
年
か
ら
ウ

エ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
学
校
区
の

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
中
学
校
の
副
校

長
に
就
任
。
そ
の
後
ウ
エ
ス
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
高
校
の
副
校
長
と

な
り
、
現
在
は
校
長
を
務
め
て

い
た
。

ニューヨーク日系ライオンズクラブは、地域社会や世界
への貢献のためさまざまな活動しています。
■春のサクラヘルスフェア・ライオンズ大学「大人の教
養講座」＝4月27日（土）10:00〜　ニューヨーク日系人
会館（49 W.45th St., 11th Fl.）
10:00〜 山口里美（司法書士）

「モノと心を片付けて、人生100歳時代に備える！」
11:45〜 つだつよし（心理カウンセラー）

「明日の自分を輝かせる ５つのセルフ応援方法！」
13:40〜 鈴木弘樹（建築士）

「快適・健康・心の安らぎをもたらす住空間リフォーム！」
15:30〜 三木潤子（臨床心理士）

「自分が変わると世界が変わる、内観エクササイズ！」
＊参加申し込み Tel: 212-840-6942 Email: info@jaany.org
■第６回ハリソン祭り＝5月5日（土）11:00〜16:00
Ma Riis Park, Harrison（メトロノース・ハリソン駅前公
園) ファンドレイズセール、日本の着物、レコード、グ
ッズ販売 ＊ボランティア募集中

＜Friends of JALC＞ NYで活躍するアーティスト紹介
矢沢明日実（やざわ・あすみ）
シンガーソングライター、新潟県長岡市出身
＜NY以外の関連イベント＞
■Asia Boston Party 2019＝４月21日（土）16:00〜
19:00 Out of the Blue Too Art Gallery & More, 14
Harvard Ave, Allston, MA
■McDonald's Gospelfest 2019：A Tribute to Aretha
Franklin＝ 5月 5日 （ 土 ） 17:00〜 （ シ ョ ー 開 始 ）
Newark@Prudential Center

The New York Japanese-American Lions Club
info@nyjalc.org www.nyjalc.org

ライオンズクラブの行事

楽しい
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Ｎ
Ｙ
大
手
有
名
校

Ａ
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Ｃ
Ｃ

日
本
人
も
多
く

専用入口が閉じられたALCCの入居ビル（16日、写真・本紙　三浦良一）

http://hinomaru-limo.com
https://ibec-usa.com/
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ビジョンエキスポ盛況

国
際
ビ
ジ
ョ
ン
・
エ
キ
ス
ポ

が
３
月
22
日
か
ら
３
日
間
、
ジ

ャ
ビ
ッ
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
。
日
本
の
眼
鏡
フ
レ
ー
ム

製
造
会
社
の
出
展
は
こ
の
10
年

で
年
々
増
え
、
ジ
ャ
パ
ン
の
キ

ー
ワ
ー
ド
を
入
れ
る
と
昨
年
の

17
社
か
ら
今
年
は
39
社
に
な
っ

た
。
し
か
し
ブ
ー
ス
を
訪
ね
て

回
る
と
、
一
部
の
眼
鏡
フ
レ
ー

ム
製
品
を
福
井
県
の
鯖
江
市
で

製
造
し
て
い
る
外
国
の
会
社
が

含
ま
れ
て
い
る
。
「
そ
れ
だ
け

日
本
製
の
品
質
が
高
く
評
価
さ

れ
初
め
て
い
る
」
と
日
本
の
業

者
は
指
摘
す
る
。
展
示
ス
ペ
ー

ス
を
大
き
く
と
っ
た
デ
ン
マ
ー

ク
の
会
社
「
オ
ー
グ
リ
ー
ン
・

ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
」
も
、
そ
の

一
社
。
同
社
の
北
米
担
当
マ
シ

ュ
ー
・
リ
ー
ス
氏
は
、
「
鯖
江

市
で
の
製
造
は
20
年
以
上
に
な

り
ま
す
が
、
そ
の
主
な
理
由
は

チ
タ
ニ
ウ
ム
製
フ
レ
ー
ム
の
世

界
最
高
品
質
で
す
」
と
説
明
す

る
。
同
社
は
日
本
製
の
眼
鏡
を

世
界
中
で
販
売
し
て
い
る
と
語

る
。

会
場
の
中
央
に
陣
取
っ
て

「
１
９
０
５
年
創
業
の
マ
ス
ナ

ガ
」
と
看
板
を
出
し
た
増
永
眼

鏡
の
斎
藤
喜
治
米
国
法
人
社
長

は
、
「
エ
キ
ス
ポ
に
参
加
し
て

20
年
近
い
が
、
眼
鏡
の
質
は
か

け
る
ま
で
分
か
っ
て
も
ら
え
な

い
」
と
、
「
客
の
囲
い
込
み
」

の
難
し
さ
を
語
っ
た
。
最
近
よ

う
や
く
日
本
製
の
眼
鏡
の
品
質

が
理
解
さ
れ
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
価
格
は
中
国
製

と
同
様
ま
で
落
と
せ
ず
、
有
名

ブ
ラ
ン
ド
中
国
製
品
と
の
競
争

も
厳
し
い
が
、
い
っ
た
ん
使
用

し
て
質
が
理
解
さ
れ
る
と
着
々

と
市
場
が
広
が
る
と
い
う
。
さ

ら
に
斎
藤
氏
は
世
界
三
大
市
場

（
日
本
、
欧
州
、
米
国
）
の
違

い
も
「
各
々
特
殊
な
進
化
を
し

て
い
る
」
と
指
摘
。
日
本
で
人

気
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
が
海
外
で

受
け
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
の

難
し
さ
も
語
っ
た
。
福
井
県
の

農
家
の
冬
期
家
業
と
し
て
発
展

し
た
眼
鏡
産
業
は
、
増
永
家
で

も
５
世
代
目
と
な
っ
た
。
今
日
、

日
本
の
眼
鏡
フ
レ
ー
ム
の
９
割

以
上
は
鯖
江
市
で
製
作
さ
れ
る

と
言
わ
れ
る
。

企
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
製
造
の

す
べ
て
を
福
井
県
で
行
う
株
式

会
社
ア
イ
ヴ
ァ
ン
は
今
年
で
３

年
目
の
出
展
。
「
世
界
中
か
ら

の
お
客
様
と
話
し
合
い
、
（
製

品
の
）
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
と

て
も
参
考
に
な
り
ま
す
」
と
、

同
社
の
海
外
部
渉
外
営
業
部
次

長
の
太
田
智
美
氏
＝
写
真
＝
は

話
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
同
社
は

品
質
管
理
、
繊
細
な
デ
ザ
イ
ン

に
重
点
を
置
き
、
手
作
業
の
プ

ロ
セ
ス
も
含
め
て
高
品
質
な
眼

鏡
を
制
作
し
て
い
く
。

ブ
ラ
ン
ド
名
「
イ
エ
ロ
ー

ズ

・

プ

ラ

ス

」

の

G
.A

.U
ellow

s
C

o., L
td

（
越

前
市
）
も
福
井
県
の
会
社
で
、

国
際
ビ
ジ
ョ
ン
・
エ
キ
ス
ポ
へ

の
出
展
は
５
年
目
。
「
フ
ラ
ン

ス
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
一
番
の
海
外
市
場
で

す
が
、
米
市
場
も
少
し
ず
つ
確

実
に
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
」
と
、

山
岸
稔
明
社
長
は
語
る
＝
写

真
＝
。

今
回
初
め
て
出
展
し
た
株
式

会
社
サ
ン
リ
ー
ブ
（
鯖
江
市
）

は
、
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
「
ケ

ン
・
オ
ク
ヤ
マ
」
（
奥
山
清
行
）

の
車
の
イ
メ
ー
ジ
で
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
眼
鏡
と
サ
ン
グ
ラ
ス
を

打
ち
出
し
た
。
同
社
の
藤
内
敏

郎
氏
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア

ジ
ア
で
は
よ
く
売
れ
て
い
ま
す

が
、
北
米
で
は
高
級
店
の
数
が

少
な
く
、
値
段
で
競
争
す
る
の

は
難
し
い
」
と
語
っ
た
。
数
は

期
待
で
き
な
い
が
、
質
を
落
と

さ
ず
に
高
級
店
向
け
に
市
場
開

拓
を
し
て
い
く
。(

ワ
イ
ン
ス

タ
イ
ン
今
井
絹
江
、
写
真
も
）

日
本
製
眼
鏡
の
質

欧
米
市
場
で
高
い
支
持

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
衛
生
局

（
Ｄ
Ｓ
Ｎ
Ｙ
）
は
今
月
初
め
、

同
局
の
「donateN

Y
C

」
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
余
剰
食
品
を
抱

え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
食
料
品
店

と
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
住
民

に
配
布
す
る
団
体
を
繋
げ
る
食

糧
寄
付
部
門
を
設
置
す
る
と
発

表
し
た
。

目
的
は
消
費
可
能
な
食
料
品

の
廃
棄
削
減
で
環
境
へ
の
負
担

を
減
ら
す
こ
と
と
、
そ
れ
で
貧

困
に
苦
し
む
住
民
に
食
料
を
提

供
す
る
こ
と
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

は
３
月
上
旬
に
立
ち
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
75
の
支

援
団
体
と
企
業
が
登
録
を
済
ま

せ
て
い
る
。

サ
イ
ト
の
開
設
は
、
「
食
品

廃
棄
は
常
に
問
題
視
さ
れ
て
き

た
反
面
、
年
間
１
２
０
万
人
も

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
飢
え
に

苦
し
ん
で
い
る
」
と
指
摘
し
た

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
エ
ス
ピ
ナ
ル
議

員
の
法
案
が
元
と
な
っ
た
も

の
。
衛
生
局
に
よ
る
と
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
毎
年
65
万
ト

ン
の
消
費
可
能
な
食
料
が
破
棄

さ
れ
て
い
る
。

「donateN
Y

C

」
の
利
用
希

望
者
は
、donateN

Y
C

.com

で
ア
カ
ウ
ン
ト
を
登
録
後
、
食

料
品
の
タ
イ
プ
や
分
量
、
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
必
要
な
際
は
時
間

や
、
デ
リ
バ
リ
ー
可
能
な
時
間

帯
を
記
入
す
る
。
寄
付
の
対
象

と
な
る
の
は
安
全
で
開
け
ら
れ

て
い
な
い
食
品
。

一
方
「donateN

Y
C

」
を

通
じ
て
寄
付
を
行
う
団
体
、
企

業
、
寄
付
者
は
、
連
邦
法
で
１

９
９
６
年
に
定
め
ら
れ
た
「
ビ

ル
・
エ
マ
ー
ソ
ン
・
善
き
サ
マ

リ
ア
人
法
」
で
保
護
さ
れ
て
お

り
、
故
意
で
な
け
れ
ば
、
寄
付

し
た
食
品
に
よ
る
事
故
な
ど
は

免
責
さ
れ
る
。

米
系
不
動
産
会
社
Ｒ
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
高
浜

晴
美
さ
ん
に
よ
る
「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
不
動
産
投
資
物
件
ツ
ア

ー
」
が
、
５
月
５
日
（
日
）
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
開
催
さ

れ
る
。
不
動
産
投
資
に
興
味
の

あ
る
人
、
不
動
産
購
入
を
検
討

し
て
い
る
人
が
対
象
。

参
加
費
は
20
ド
ル
。
問
い
合

わ
せ
・
申
し
込
み
は
29
日
（
月
）

ま

で

に

Ｅ

メ

ー

ル

harum
i@

w
ernew

york.co
m

ま
で
。 NY不動産投資

物件ツアー開催

R・NYの高浜さん

Ｎ
Ｙ
市
衛
生
局

食
料
寄
付
部
門
を
設
置

「
イ
エ
ロ
ー
ズ
・
プ
ラ
ス
」
の
山
岸
社
長

「
ア
イ
ヴ
ァ
ン
」
海
外
部
渉
外
営
業
部
次
長
の
太
田
氏

光
学
、
医
療
機
械
の
展
示
場

https://www.takenakapartners.com/
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日
本
で
２
０
１
６
年
に
開
始

さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

（
社
会
保
障
・
税
番
号
）
は
、

確
定
申
告
を
は
じ
め
、
相
続
税

や
贈
与
税
の
申
告
書
に
も
記
入

が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
現
在
、

国
内
居
住
者
に
の
み
に
使
用
さ

れ
る
も
の
と
し
て
発
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
住
民
票
に
記
載
さ
れ

た
情
報
を
も
と
に
し
て
い
る
た

め
、
海
外
に
出
て
住
民
票
が
な

く
な
る
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
使

え
な
く
な
る
と
い
う
不
都
合
な

事
態
が
生
じ
ま
す
。
そ
こ
で
今

後
戸
籍
の
付
票
に
住
民
票
の
情

報
を
移
す
こ
と
な
ど
に
よ
っ

て
、
海
外
転
出
後
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
使
い
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
予
定
で
す
。
ま
た
総
務

省
は
将
来
的
に
、
海
外
に
住
む

有
権
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

国
政
選
挙
の
投
票
に
使
う
こ
と

も
想
定
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
や
税
務
署
、
年
金
事

務
所
な
ど
の
公
的
機
関
は
、
こ

れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
方

法
で
管
理
し
て
き
ま
し
た
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
公
的
機
関
の
間
で
個

人
情
報
を
照
会
し
合
う
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
海
外
に
居

住
す
る
国
民
も
含
め
て
、
日
本

の
公
的
機
関
と
の
間
の
手
続
き

が
簡
単
に
な
っ
て
時
間
が
短
縮

さ
れ
、
デ
ー
タ
の
照
会
ミ
ス
が

無
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
メ
リ

ッ
ト
が
発
生
し
ま
す
。
行
政
を

効
率
化
し
、
国
民
の
利
便
性
を

高
め
、
公
平
か
つ
公
正
な
社
会

を
実
現
す
る
社
会
基
盤
と
し
て

そ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

海
外
在
住
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー 713

情報貧困世界会議

学
校
法
人
角
川
ド
ワ
ン
ゴ
学

園
「
Ｎ
高
等
学
校
」
（
本
校
・

沖
縄
県
う
る
ま
市
、
在
籍
生
徒

９
７
２
７
人
、
奥
平
博
一
校
長
）

の
山
中
伸
一
学
園
理
事
長
（
元

文
部
科
学
事
務
次
官
）
が
12
日

午
後
、
国
連
本
部
で
開
催
さ
れ

た
国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｍ
」

主
催
の
「
第
19
回

情
報
貧
困

世
界
会
議
」
に
登
壇
し
、
「
す

べ
て
の
人
々
に
包
摂
的
か
つ
公

平
で
質
の
高
い
教
育
を
提
供
す

る
未
来
学
校
Ｎ
高
」
と
題
し
て
、

同
校
の
Ｓ
Ｇ
Ｄ
ｓ
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

同
校
は
、
２
０
１
６
年
４
月

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
通
信
制

高
校
の
制
度
を
活
用
し
た
「
ネ

ッ
ト
の
高
校
」
と
し
て
設
立
し
、

今
年
で
４
年
目
を
迎
え
る
。
こ

の
４
月
の
入
学
者
は
４
０
０
４

人
で
、
他
通
信
制
高
校
を
含
む

日
本
全
国
の
高
校
の
４
月
入
学

者
数
と
し
て
は
日
本
一
（
同
校

調
べ
）
と
な
っ
て
い
る
。

在
校
生
に
は
、
シ
ニ
ア
デ
ビ

ュ
ー
と
な
っ
た
２
０
１
８
〜
19

シ
ー
ズ
ン
で
四
大
陸
選
手
権
を

含
む
国
際
大
会
で
６
連
覇
し
た

女
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の

紀
平
梨
花
さ
ん
（
高
２
）
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
す
る
生
徒
が
多
く
在
籍
し
て

い
る
。
授
業
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
１
講
義
10
分
刻
み
に
な
っ

て
お
り
短
時
間
で
集
中
的
講
義

を
受
け
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

山
中
氏
は
「
教
育
の
情
報
貧

困
格
差
」
と
い
う
点
を
都
市
部

と
離
島
や
山
間
部
の
過
疎
地
で

の
現
状
を
使
っ
て
説
明
し
、

「
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、
安
い

学
費
で
高
校
卒
業
資
格
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
、
国
際
社
会
に
お
け
る
先
進

国
と
発
展
途
上
国
で
の
教
育
の

格
差
是
正
、
改
善
の
ヒ
ン
ト
に

し
て
欲
し
い
」
と
国
連
第
12
会

議
室
に
集
ま
っ
た
各
国
の
関
係

者
に
訴
え
た
。

山
中
氏
の
講
演
前
後
に
ユ
ニ

セ
フ
の
担
当
者
や
国
連
事
務
局

の
田
頭
麻
樹
子
経
済
社
会
局
オ

フ
ィ
サ
ー
が
加
盟
国
の
教
育
格

差
是
正
の
取
り
組
み
を
報
告
し

た
こ
と
も
あ
り
、
短
期
間
で
教

育
の
情
報
貧
困
打
破
の
成
果
を

あ
げ
て
い
る
Ｎ
校
の
実
績
を
際

立
た
せ
た
格
好
と
な
っ
た
。

同
校
卒
業
初
年
度
の
主
な
大

学
合
格
実
績
で
は
九
州
、
筑
波
、

慶
應
義
塾
、
早
稲
田
、
上
智
、

立
教
、
明
治
、
青
山
学
院
、
法

政
、
中
央
な
ど
に
進
学
実
績
を

出
し
て
い
る
。
海
外
の
高
校
に

在
籍
し
な
が
ら
ネ
ッ
ト
授
業
に

よ
り
日
本
の
高
校
卒
業
資
格
も

同
時
に
取
得
で
き
る
た
め
、
国

際
感
覚
を
肌
で
身
に
つ
け
た
若

手
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
、
今

後
、
邦
人
帰
国
生
の
教
育
に
も

注
目
さ
れ
そ
う
だ
。

主
催
し
た
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｍ
は
、

ミ
ラ
ノ
に
本
部
を
置
く
デ
ジ
タ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
観
測

機
関
で
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
。
国
連
常
駐

代
表
の
村
田
敏
彦
さ
ん
は
「
国

連
が
推
進
す
る
持
続
可
能
な
発

展
に
貢
献
で
き
る
日
本
企
業
を

探
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
国
際

社
会
へ
発
表
す
る
場
と
し
て
、

今
後
も
こ
の
会
議
を
活
用
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

国
連
で
Ｎ
高
紹
介

ネ
ッ
ト
高
校
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
航
空
（
本

社：

シ
カ
ゴ
、
最
高
経
営
責

任
者：

オ
ス
カ
ー
・
ム
ニ
ョ

ス
）
は
、
米
高
級
ス
キ
ン
ケ

ア
ブ
ラ
ン
ド
「
サ
ン
デ
ー
・

ラ
イ
リ
ー
」
の
ス
キ
ン
ケ
ア

製
品
を
新
ア
メ
ニ
テ
ィ
キ
ッ

ト
の
導
入
に
合
わ
せ
て
採
用

し
た
と
発
表
し
た
。

植
物
由
来
成
分
を
配
合
し
た

製
法
で
作
ら
れ
、
「
フ
ァ
ン
を

虜
に
す
る
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
ブ

ラ
ン
ド
」
と
称
さ
れ
る
サ
ン
デ

ー
・
ラ
イ
リ
ー
が
グ
ロ
ー
バ
ル

ト
ラ
ベ
ラ
ー
向
け
に
開
発
し
た

製
品
を
収
め
た
新
し
い
ア
メ
ニ

テ
ィ
キ
ッ
ト
。
今
月
末
か
ら
機

内
や
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ポ
ラ
リ

ス
・
ラ
ウ
ン
ジ
と
シ
ャ
ワ
ー
設

備
の
あ
る
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ク

ラ
ブ
で
提
供
さ
れ
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
副
社

長
の
マ
ー
ク
・
ク
ロ
リ
ッ
ク

は
、
「
ラ
イ
リ
ー
氏
と
彼
女
の

チ
ー
ム
は
多
く
の
時
間
を
か
け

て
旅
行
と
航
空
機
内
の
環
境
が

乗
客
に
及
ぼ
す
影
響
を
研
究

し
、
機
内
用
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品

を
開
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
話
す
。

N高の取り組みを報告する山中理事長（中央、12日午後、国連本部で、写真・三浦良一）

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

航
空
が
機
内
で

新
ア
メ
ニ
テ
ィ

http://saitama-shintoshin.or.jp
http://villagewellusa.com
http://www.shingoda.com/
http://www.dipaolafinancial.com/
https://agents.farmers.com/ny/new-york/stewart-sytner
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
https://bit.ly/2I7wK99
http://www.rostamilaw.com
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米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察するNYライフスタイル

自
宅
の
浴
室
に
日
本
式
の
洗
い
場
を
作
り
、
湯
舟

に
は
た
っ
ぷ
り
と
湯
を
は
っ
て
、
温
泉
気
分
で
ゆ
っ

く
り
と
お
湯
に
浸
か
っ
て
み
た
ー
い
。
そ
ん
な
贅
沢

な
望
み
は
、
ア
メ
リ
カ
の
自
宅
で
は
無
理
か
と
思
っ

た
ら
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
次
第
で
は
夢
で
は
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。

写
真
の
バ
ス
ル
ー
ム
は
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー

に
お
住
ま
い
の
Ａ
さ
ん
の
お
宅
。
一
戸
建
て
住
宅
の

浴
室
を
改
装
し
た
も
の
だ
。

バ
ス
ル
ー
ム
の
フ
ル
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
日
本

式
の
洗
い
場
と
温
め
機
能
付
ジ
ャ
グ
ジ
ー
の
設
置
。

浴
室
の
天
井
が
低
い
の
で
、
明
る
い
色
で
広
く
み
え

る
よ
う
圧
迫
感
を
軽
減
す
る
な
ど
の
工
夫
を
凝
ら
し

た
。工

期
は
３
週
間
か
ら
１
か
月
。
予
算
は
１
万
８
０

０
０
ド
ル
。
そ
の
う
ち
材
料
費
が
約
８
０
０
０
ド
ル
。

内
訳
は
、
バ
ス
タ
ブ
、
カ
ス
タ
ム
の
グ
ラ
ス
ド
ア
、

タ
イ
ル
、
ペ
ン
キ
、
天
井
ラ
イ
ト
、
換
気
扇
、
メ
デ

ィ
シ
ン
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
／
ラ
イ
ト
、
シ
ン
ク
、
蛇
口

や
シ
ャ
ワ
ー
セ
ッ
ト
、
排
水
溝
、
ト
イ
レ
、
ウ
ォ
シ

ュ
レ
ッ
ト
、
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー

ム
、
そ
の
他
諸
々
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア

な
ど
。

工
事
斡
旋
窓
口
の
住
友
不
動
産
販
売
Ｎ
Ｙ
の
ア
サ

ム
ラ
由
紀
子
さ
ん
に
よ
る
と
「
材
料
費
は
高
級
な
も

の
を
選
べ
ば
も
ち
ろ
ん
値
上
が
り
し
ま
す
。
あ
ま
り

安
価
な
も
の
は
勧
め
ま
せ
ん
が
予
算
次
第
で
相
談
可

能
」
と
い
う
。

ま
た
、
３
〜
４
週
間
は
工
期
の
み
で
、
そ
の
前
に

見
積
り
承
認
後
２
週
間
ぐ
ら
い
か
ら
図
面
作
り
と
マ

テ
リ
ア
ル
選
び
を
し
た
そ
う
だ
。
現
地
調
査
後
の
見

積
も
り
作
成
に
も
１
週
間
強
か
か
る
と
い
う
。
コ
ン

ド
ミ
ニ
ア
ム
、
コ
ー
プ
の
場
合
は
そ
れ
以
外
に
も
ビ

ル
の
承
認
の
期
間
、
ま
た
、
予
算
的
に
は
書
類
作
成

費
と
ビ
ル
へ
の
手
数
料
も
足
さ
れ
る
。
バ
ス
ル
ー
ム

が
二
つ
あ
る
家
は
住
み
な
が
ら
工
事
が
で
き
る
が
、

無
い
場
合
は
、
そ
の
間
の
仮
住
ま
い
の
用
意
が
必
要

だ
と
い
う
。

Ａ
さ
ん
宅
は
、
バ
ス
ル
ー
ム
が
二
つ
あ
っ
た
の
で
、

バ
ス
ル
ー
ム
と
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
一
部
を
区
切
っ
て
作

業
を
し
た
。
ア
サ
ム
ラ
さ
ん
は
「
住
み
な
が
ら
の
場

合
は
工
事
期
間
に
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
合
わ
せ
る
と
ス

ト
レ
ス
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
古
い
建
物
の
場
合
、

予
期
せ
ぬ
事
が
工
事
中
あ
り
、
多
少
の
遅
れ
が
生
じ

る
の
は
覚
悟
し
た
方
が
よ
く
、
ま
た
完
成
イ
メ
ー
ジ

を
持
つ
と
マ
テ
リ
ア
ル
選
び
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
と

思
い
ま
す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
　
２
１
２
・
５
９
６
・
０
８
３

４

　

ア

サ

ム

ラ

さ

ん

。

Ｅ

メ

ー

ル

asam
ura@

sum
itom

o-ny
.com

（
写
真
提
供
・
住
友
不
動
産
販
売
Ｎ
Ｙ
）

お風呂場に洗い場とジャグジーを設置する

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
エ
リ
ア
の
中

で
も
不
動
産
価
格
が
破
格

だ
。
日
本
の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
と

ア
メ
リ
カ
の
２
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
で
は
間
取
り
も
広
さ

も
ま
っ
た
く
違
う
。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
安
全
な
場
所

で
ド
ア
マ
ン
が
い
る
ビ
ル

な
ら
１
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
で

３
５
０
０
ド
ル
か
ら
４
５

０
０
ド
ル
、
２
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
と
な
る
と
、
５
５
０

０
ド
ル
か
ら
６
５
０
０
ド

ル
も
す
る
（
本
紙
３
月
16

日
号
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
特
集

既
報
）
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
良
さ

は
歩
い
て
買
い
物
に
行
け
、

車
な
し
で
も
過
ご
せ
る
点

だ
が
、
車
を
運
転
し
て
ゴ

ル
フ
も
楽
し
み
た
い
人
は

郊
外
が
魅
力
的
。
ま
た
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
子
育
て

す
る
家
庭
に
と
っ
て
は
、

ど
こ
に
住
む
か
に
よ
っ
て

子
ど
も
の
教
育
環
境
が
大

き
く
変
わ
る
の
で
子
ど
も

の
年
齢
に
よ
っ
て
住
み
替

え
な
ど
も
必
要
に
な
っ
て

く
る
場
合
も
あ
る
。

日
本
人
を
対
象
に
し
た

教
育
機
関
は
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
や
ク
イ
ー
ン
ズ
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
、
ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
な
ど
広
域

に
分
散
し
て
い
る
の
で
学

校
や
塾
の
違
い
を
よ
く
調

べ
て
そ
の
家
庭
の
教
育
方

針
に
あ
っ
た
場
所
を
選
ぶ

の
が
得
策
だ
。

最
近
は
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
夜
景
を
眺
望
で
き
る
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ

に
高
層
の
集
合
住
宅
が
建

ち
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
１
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
で

３
０
０
０
ド
ル
か
ら
３
５

０
０
ド
ル
と
値
段
は
上
昇

傾
向
。
一
方
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
１
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

の
賃
料
で
、
郊
外
の
ホ
ワ

イ
ト
プ
レ
ー
ン
ズ
の
駅
至

近
の
２
〜
３
ベ
ッ
ド
ル
ー

ム
を
借
り
る
こ
と
が
で
き

る
。
日
本
か
ら
来
た
ば
か

り
の
人
は
、
環
境
第
一
、

安
全
第
一
、
子
ど
も
が
い

る
な
ら
教
育
第
一
と
優
先

順
位
が
決
ま
っ
て
く
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
多

く
の
日
系
不
動
産
会
社
が

あ
り
、
ど
こ
も
親
切
に
対

応
し
て
く
れ
る
の
で
、
専

門
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求

め
る
こ
と
も
大
切
だ
。

LIVING in USA
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
暮
ら
し

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か

郊
外
か

●

https://www.redacinc.com/
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http://www.sumitomo-ny.com
http://snsrealty.com/
http://www.shoenrealty.com
http://kiku-ny.com
http://www.nykoshin.com
http://www.taichirealty.com
http://www.startsnewyork.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.furumoto.com
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Chihiro Ito (38), a con-
temporary artist taking part in a
rising artist training program of
the Japanese Agency for
Cultural Affairs, came to NYC
last September, and will be stay-
ing for a year.  His art is charac-
terized by bold black borders,
and his activities diverge in dif-
ferent fields, such as collabora-
tion with musicians, chefs and
literary arts. I joined him in his
studio in Brooklyn on February
18. (Interview and photograph
by Kaoru Komi / Translated by
Mari Kawaguchi)

Are you having a busy
time in New York?

Yes. The theme for this pro-
gram is my research on
“Fluxus”, along with my own
artwork.  I will have a private
exhibition in Portugal for the
tenth time, and I will be there the
day after tomorrow.  I haven't
been there in a while, but this
time I am going because it is
fairly close.  I will display pho-
tographs of Latin American veg-
etables called tomatillo in the
windows of buildings like mov-
ing frames. In addition, some of
my illustrations and serial writ-

ings will be exhibited.
Your parents are sculp-

tors; was art something
you always held close?

As a child, I watched my par-
ents enjoy art, and I myself drew
pictures without learning.  My
debut was a group exhibition
when I was a student at
Musashino Art University, and
my first private exhibition was
after graduation at a gallery cafe
called Suikato in Asagaya,
Tokyo.  In three years I privately
exhibited there 11 times, and
then I had nothing to draw, so I
began writing. 

How did you get inter-
ested in “ Fluxus” of the
1960s?

When I was studying for uni-
versity entrance exams, there
was a special feature on using
black colors in a magazine called
“Studio Voice.” At the time,
gentle expressions were becom-
ing popular, and people around
me did not use black because it
spoiled other colors.  People
would say that my art using
black had no expression at all,
but all the people of “Fluxus”
used black, and that really saved
me. 

You say  “Art arises
when the eyes of human
beings and the eyes of
dogs come together”

Contemporary art has a
strong element of trying to
understand it with your brain.
From the artist's point of view, I
think it is not only the brain, but
also the strong energy of action.
However, this act of following
your intuition is not enough.
Since I came here, many artists
have said to me, “ Logic is
important to American contem-
porary art, so make sure you
read the commentary.”  This
probably means that thoroughly
ruminated art is what stimulates
people's intuition, so I have start-
ed to think a little more about
my artwork before I produce it.
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Expressing the Catabolism of Daily Life

Contemporary Artist Chihiro Ito

Chihiro Ito
http://chihiroito.tumblr.com

Cookie of Yaseibakudan, the
Comedian of Yoshimoto
Creative Agency Co. Ltd, dis-
played his artwork in the 41st
annual Artexpo New York, held
at Pier 90 on the West Side of
Manhattan from April 4 to the 7.
We had an interview with
Cookie on Friday, the opening
night of the Expo. (Interview by
Yukiko Takada / Photograph by
Ryoichi Miura)

Congratulations on
appearing at Artexpo New
York! 
Why thank you.

You had been chosen as
one of the “Five Must-See
Artists”  in this year's
Artexpo. How do you feel
about this?

The moment I heard about it,
I couldn't understand how big of
a deal this was, but after being compli-
mented from various people, I came to

realize little by little. I was very happy. 
It seems like next time, you will

be able to hold your personal
exhibition “Cookie Land” in New
York, in addition to the ones open-
ing in Asia.

It would be great if I could receive
positive reactions from this exhibit. I
hope this will be the start of something
new!

What kind of questions did you
receive from New Yorkers?

They seemed confused about why I
would use the word “kuso” in the art-
work. I don’t know English, but when I
tried to explain thoroughly, they seemed
to understand me. 

What message would you like
to deliver to New Yorkers through
your artwork?

I basically just draw what I want to

draw, and I’m not very particular about
it. But since this is a self-portrait, and
since my facial features are not as even
as Mr. Mokomichi Hayami’s, I drew it
from the monster side. Even with a mon-
ster-like face, if it is drawn cute, it’s
cute; meanwhile, a monster remains a
monster; something like that. 

Is that your original concept, or
did you come up with it just now?

Apologies, I did think of this now.
In your last interview, you had

said that you see New York as the
"center of now”.

Of course, it is. Major trends begin in
New York, rather than Tokyo. 

How will the energy of New
York have an effect on your next
artworks?

I try my best to resist external influ-
ences on my artworks, but I think it will
have some effect. In New York, don’t
the buildings stand side by side and
cramped, unlike Japan? After seeing
that, I thought about how from now on I
will cram my artworks together when
displaying them. That is the impression I
have of New York. Thank you so much!
Thanks for the feedback! This is great,
thank you! 

The Consulate General of Japan in
New York held a seminar on April 9
regarding the corporate governance
improvement in Japan, and how the pri-
vate sector is responding. Keynote
speakers and panelists from Keidanren,
the most influential business federation
in Japan, included Takeshi Kunibe,
Chairman of the Board, Sumitomo
Mitsui Financial Group; Takashi
Hibino, Chairman of the Board, Daiwa
Securities Group; Shinya Katanozaka,
President and CEO, ANA HOLDINGS;
Etsuko Tsugihara, President and CEO,
SUNNY SIDE UP and Hajime
Matsukura, Executive Vice President
and Member of the Board NEC
Corporation.

At the opening speech, Ambassador
Kanji Yamanouchi quoted lyrics from

the song “The Times They Are a-
Changin’” by Bob Dylan to describe
how the Japanese economy has
changed, such as through Abenomics.
A lecture by keynote speakers Kunibe,
Hibino and Katanozaka followed.
Kunibe, Chairman of the Board,
Sumitomo Mitsui Financial Group,
introduced a societal progression of 5.0
for SDGs, and emphasized the expo-
nential growth of  outside board mem-
bers and female directors. “As a repre-
sentative of Keidanren, I can say that
those who progress create a better eco-
nomic environment, which attracts
overseas investors,” he said. Hibino,
Chairman of the Board, Daiwa
Securities Group, talked about female
workers getting higher positions, and
stated how they now have 21 female

branch managers out of the 117 branch
managers in Daiwa Securities.

Katanozaka, President and CEO,
ANA HOLDINGS, introduced the his-
tory of his company. The company
started its business with two heli-
copters, and now, 67 years later in
2019, they have 300 passenger air-
crafts. The company used to have a
deficit balance for international flights
since they started their service in
Washington D.C. in 1986, but now,
they are making a profit across 43 cities
in the world. Katanozaka said “The
biggest point to success was to keep
changing. Please invest in our country’s
business from overseas.”

There was a question from an audi-
ence member about the level of  Japan's
corporate governance in the world.
Kunibe, Chairman of the Board,
Sumitomo Mitsui Financial Group,
replied that “What's good for the buyer
is also good for the seller,” meaning
what benefits one party brings a great
benefit to all, which is a characteristic
of Japanese-style corporate governance.
(Article by Ryoichi Miura / Translated
by Chikako Iwasaki)

Advancing Corporate 
Governance in Japan

Keidanren Discussed

in New York Seminar

Influenced by Artexpo New York

“I try my best to resist external 
influences on my artworks...”
Cookie of Yaseibakudan Displays Nikugusootome 

https://www.yomiuri-info.jp/daily_yomiuri/nys/

http://www.anything.ne.jp/newyork/
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読
者
の
皆
様
は
無
事
に
確
定

申
告
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
で
し

ょ
う
か
。
確
定
申
告
期
日
が
過

ぎ
、
す
で
に
還
付
金
を
受
け
取

ら
れ
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
確
定
申
告
を
し
た
後
に

も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
税
務
当

局
か
ら
通
知
が
き
た
り
、
税
務

調
査
が
入
っ
た
り
、
そ
も
そ
も

申
告
書
を
税
務
当
局
が
受
け
取

っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た

場
合
な
ど
で
す
。
最
終
回
は
確

定
申
告
を
行
っ
て
か
ら
注
意
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

▽
申
告
書
が
受
領
さ
れ
て
い
な

い
場
合

電
子
申
告
で
は
２
、
３
日
で

Ｉ
Ｒ
Ｓ
が
申
告
書
を
受
領
し
た

こ
と
を
確
認
で
き
る
の
で
、
Ｉ

Ｒ
Ｓ
が
デ
ー
タ
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
場
合
も
す
ぐ
に
対
処
で

き
ま
す
が
、
書
面
に
よ
る
申
告

の
場
合
は
郵
便
事
情
や
Ｉ
Ｒ
Ｓ

側
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
受
領
を

認
識
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
Ｉ
Ｒ
Ｓ
か
ら
申
告
書
未

受
領
の
通
知
を
受
け
取
っ
た
場

合
に
は
、
す
ぐ
に
申
告
書
の
控

え
に
署
名
を
し
て
申
告
期
日
ま

で
に
送
っ
た
旨
を
明
記
し
、
そ

の
証
拠
と
な
る
書
留
受
領
書
を

添
付
し
て
再
送
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
も
し
税
金
の
支
払

い
が
あ
っ
た
場
合
は
、
換
金
さ

れ
た
小
切
手
や
引
き
落
と
し
が

わ
か
る
銀
行
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
な
ど
を
提
出
す
る
こ
と
で
期

日
ま
で
に
納
付
し
た
こ
と
を
証

明
し
ま
す
。

▽
税
務
通
知

確
定
申
告
を
し
た
後
に
申
告

書
の
内
容
確
認
を
求
め
る
通
知

が
発
行
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
近
年
Ｉ
Ｒ
Ｓ
か
ら
発
行
さ

れ
る
通
知
で
よ
く
み
ら
れ
る
の

は
本
人
確
認
の
た
め
の
通
知
で

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
本
人
確

認
を
行
い
ま
す
が
、
確
認
が
取

れ
な
い
場
合
は
通
知
に
記
載
さ

れ
て
い
る
番
号
に
電
話
す
る

か
、
最
寄
り
の
Ｉ
Ｒ
Ｓ
事
務
所

ま
で
出
向
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｙ
市
税
は
Ｎ
Ｙ

市
の
居
住
者
に
対
し
て
課
せ
ら

れ
ま
す
が
、
ビ
ザ
で
米
国
に
滞

在
し
て
い
る
外
国
人
の
方
は
Ｎ

Ｙ
市
の
居
住
者
の
判
定
方
法
が

市
民
権
・
永
住
権
保
持
者
と
は

異
な
り
ま
す
。
年
中
に
Ｎ
Ｙ
市

に
住
み
始
め
た
方
や
Ｎ
Ｙ
市
か

ら
転
出
し
た
方
で
、
市
民
権
・

永
住
権
保
持
者
は
Ｎ
Ｙ
市
の
居

住
者
と
し
て
Ｎ
Ｙ
市
税
が
課
せ

ら
れ
る
場
合
で
も
、
ビ
ザ
保
持

者
は
非
居
住
者
と
し
て
Ｎ
Ｙ
市

税
を
免
除
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ビ
ザ
保
有

の
方
に
特
有
の
規
定
を
適
用
し

て
非
居
住
者
と
し
て
の
申
告
を

し
た
場
合
、
Ｎ
Ｙ
州
の
税
務
当

局
か
ら
、
Ｎ
Ｙ
市
税
の
課
税
の

要
否
に
関
し
て
通
知
が
発
行
さ

れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
通
知
で
は
賃

貸
契
約
書
や
光
熱
費
の
請
求
書

な
ど
で
住
所
を
証
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
の

で
、
書
類
を
保
管
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
還
付
を
見
込

ん
で
い
た
の
に
し
ば
ら
く
た
っ

て
も
受
け
取
っ
て
い
な
い
場
合

は
通
知
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
通
知
を

受
け
取
っ
た
場
合
は
税
務
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
相
談
し
て
適
切
に

対
応
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▽
税
務
調
査

個
人
所
得
税
確
定
申
告
に
関

し
て
Ｉ
Ｒ
Ｓ
が
税
務
調
査
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
調
査
対

象
に
選
ば
れ
る
基
準
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
選
別
に
加
え

て
、
雇
用
主
か
ら
の
Ｗ-

２
や

１
０
９
９
な
ど
の
書
類
の
マ
ッ

チ
ン
グ
、
調
査
さ
れ
た
納
税
者

と
の
関
係
や
取
引
が
あ
る
場
合

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
予
算
削

減
の
影
響
で
税
務
調
査
の
件
数

は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
自
分
の
確
定
申
告
が
調
査

対
象
に
選
ば
れ
な
い
と
は
い
い

き
れ
ま
せ
ん
。
調
査
の
通
知
を

受
け
て
も
あ
わ
て
な
い
よ
う

に
、
税
金
関
連
の
領
収
書
、
支

払
証
明
書
、
受
取
証
明
な
ど
の

証
明
書
類
は
最
低
で
も
時
効
と

な
る
３
年
間
（
２
０
１
８
年
の

確
定
申
告
で
あ
れ
ば
22
年
４
月

15
日
ま
で
、
延
長
し
て
い
る
場

合
は
申
告
日
か
ら
３
年
間
）
は

大
切
に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

▽
住
所
の
変
更
を
し
た
場
合

申
告
書
提
出
後
に
住
所
を
変

更
し
た
場
合
に
は
、
住
所
変
更

を
届
け
出
る
た
め
の
様
式
８
８

２
２
を
提
出
す
る
か
、
手
紙
か

電
話
で
Ｉ
Ｒ
Ｓ
に
住
所
変
更
を

速
や
か
に
伝
え
、
Ｉ
Ｒ
Ｓ
か
ら

の
通
知
が
正
し
く
届
く
よ
う
に

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｒ
Ｓ
が
追
徴
の
通
知
を
送
る

際
に
は
Ｉ
Ｒ
Ｓ
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
上
の
最
終
住
所
に
送
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
通
知
が

発
行
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
古
い
住
所
や
間
違
っ
た

住
所
に
送
付
さ
れ
て
い
る
た
め

に
気
づ
か
ず
、
対
応
を
し
て
い

な
い
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
知
ら
な
い
う

ち
に
追
徴
額
が
大
き
く
な
っ
て

い
た
り
、
不
服
申
し
立
て
の
時

期
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
り
、
さ

ら
に
は
資
産
の
差
し
押
さ
え
を

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
か
ね

ま
せ
ん
の
で
住
所
変
更
は
し
っ

か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

（
最
終
回
）

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号
10
・
37
条
（
ａ
）

（
２
）
規
定
上
の
書
面
に
よ
る

税
務
ア
ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基

準
を
満
た
す
た
め
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の

情
報
は
す
べ
て
一
般
的
な
も
の

で
あ
り
、
特
定
の
個
人
も
し
く

は
事
業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を

意
図
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税

法
に
沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、
今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
各
個
人
は
特
定

事
項
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

上
記
内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す

る
の
で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ

き
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
記
事
中
の
見
解
や
意
見
は

著
者
個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必

ず
し
も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税

金

特

集

⑩

確
定
申
告
後
の
注
意
点

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

須
田
洋
平

新
元
号
が
「
令
和
」
に
決
ま

っ
た
。
意
外
と
評
判
い
い
で
す
。

「
ら
り
る
れ
ろ
」
の
音
が
入
る

だ
け
で
華
や
い
だ
気
分
に
な

る
。
し
か
も
、
突
然
で
な
く
、

み
ん
な
が
待
ち
望
ん
で
い
る
な

か
で
新
元
号
が
発
表
さ
れ
た
。

そ
の
瞬
間
、
「
お
ー
っ
」
と
い

う
ど
よ
め
き
が
起
き
た
。
新
し

い
も
の
を
待
つ
、
わ
く
わ
く
感

が
発
表
に
あ
っ
た
。

早
く
も
学
識
あ
る
人
た
ち

が
、
「
令
和
」
が
ど
ん
な
時
代

に
な
る
か
語
り
始
め
た
。
「
恋

愛
し
た
く
な
る
時
代
に
な
る
」

「
明
る
い
時
代
に
な
る
」
。
い
ず

れ
も
前
向
き
な
コ
メ
ン
ト
が
多

い
。
「
令
和
」
そ
の
も
の
に
込

め
ら
れ
た
思
い
は
、
「
人
々
が

美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
な
か

で
、
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
。
梅

の
花
の
よ
う
に
、
日
本
人
が
明

日
へ
の
希
望
を
咲
か
せ
る
国
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
こ

と
ら
し
い
。

そ
し
て
、
わ
た
し
は
こ
れ
か

ら
「
生
前
葬
」
が
流
行
る
と
思

っ
て
い
る
。
今
ま
で
み
た
い
に

死
ん
で
か
ら
変
わ
る
の
で
は
な

く
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
華
や

か
に
交
代
す
る
。
そ
ん
な
時
代

だ
か
ら
、
生
き
て
い
る
う
ち
に

仲
間
を
招
い
て
パ
ー
テ
ィ
ー
す

る
時
代
に
な
り
そ
う
な
気
が
す

る
。
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い

た
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
で

「
生
前
葬
」
の
シ
ー
ン
が
あ
っ

た
。
ド
ラ
マ
「
ま
ん
ぷ
く
」
で

女
優
の
松
坂
慶
子
さ
ん
が
、

「
生
き
て
い
る
う
ち
に
み
ん
な

に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
」
と

言
っ
て
生
前
葬
を
や
る
シ
ー
ン

だ
っ
た
。
わ
た
し
の
周
囲
で
も
、

「
や
っ
ぱ
り
、
生
前
葬
だ
よ
ね
。

死
ん
で
か
ら
み
ん
な
に
集
ま
っ

て
も
ら
っ
て
も
仕
方
な
い
し

ね
」
と
い
う
空
気
が
満
載
。
そ

し
て
、
わ
た
し
も
そ
の
気
満
々
。

「
で
も
、
生
前
葬
だ
け
で
な
く
、

少
な
く
と
も
13
回
忌
ま
で
や
る

よ
」
と
言
っ
て
い
る
（
笑)

。

そ
れ
か
ら
、
お
札
も
変
わ
る

ら
し
い
。
何
も
か
も
新
し
い
時

代
に
な
る
空
気
が
あ
る
。
明
る

い
未
来
を
感
じ
る
空
気
が
あ

る
。

お
お
た
に
・
ゆ
り
こ：

１
９
６
３

年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
「
笑
い
」
を

取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話
題
に
。

著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ
ー
（
Ｋ
Ｋ

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）
」
「
は
じ
め
て

講
師
を
頼
ま
れ
た
ら
読
む
本
（
中

経
出
版
）」
な
ど
多
数
。

227

「
令
和
」
に
感
じ
る
こ
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
在
住
者
は

６
月
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
通
販

で
商
品
を
購
入
し
て
も
消
費
税

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。今

年
度
の
同
州
予
算
で
は
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
・
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
税
の
課
税
が
可
決

し
、
す
べ
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
小

売
業
者
は
、
同
州
在
住
者
の
購

入
品
に
消
費
税
を
加
算
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
テ
ッ

ド
・
ポ
ッ
ト
リ
ク
ス
同
州
小
売

評
議
会
長
は
同
決
定
に
関
し

て
、
「
地
元
の
実
店
舗
が
価
格

競
争
で
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
」
と
話
し
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
通
販
に
も
課
税

Ｎ
Ｙ
州
６
月
か
ら
実
施

「
陰
陽
五
行
論
ス

ク

ー

ル

・

フ

ォ

ー
・
リ
ー
ダ
ー
ズ

〜
フ
ァ
ー
ス
ト
ア

プ
ロ
ー
チ
〜
」
が

５
月
22
日
（
水
）

午
後
６
時
30
分
か

ら

８

時

30

分

ま

で
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人

会
館
（
西
45
丁
目

49
番
地
11
階
）
で

開
催
さ
れ
る
。

参
加
費
は
30
ド

ル
（
当
日
現
金
）
。

定
員
は
先
着
50
人
。

誰
で
も
参
加
で

き

る

。

申

し

込

み
・
詳
細
は
ウ
ェ

ブ

サ

イ

ト

https://m
ikoto-

in
c
.c
o
m
/
n
y
-

event/

を
参
照
。

陰陽五行論

セミナー5月22日
「ファースト・アプローチ」

https://carnegiehall.org/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

で
14
日
、
「
乳
が
ん
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
＠
Ｎ
Ｙ
Ｃ：

乳
が
ん
と

婦
人
科
系
が
ん
治
療：

日
米

の
専
門
医
師
を
迎
え
て
」
（
Ｂ

Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
）
が

行
わ
れ
た
。
今
年
で
第
12
回

を
迎
え
た
こ
の
日
は
約
60
人

の
参
加
。
司
会
は
Ｆ
Ｃ
Ｉ
の

キ
ャ
ス
タ
ー
・
久
下
香
織
子

さ
ん
が
務
め
た
。

第
１
部
で
は
、
虎
ノ
門
病

院
・
臨
床
腫
瘍
内
科
部
長
の

高
野
利
実
医
師
＝
写
真
右
＝

が
「
最
新
の
乳
が
ん
薬
物
療

法：

自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め

に

」

に

つ

い

て

講

演

。

様
々
な
新
薬
や
治
療
方
法
に

つ
い
て
説
明
。
医
療
は
確
実

に
進
歩
し
、
新
薬
も
次
々
と

開
発
さ
れ
て
い
る
と
語
っ
た
。

ま
た
、
が
ん
と
ど
う
上
手
く

付
き
合
っ
て
長
生
き
を
す
る

か
、
患
者
自
身
が
や
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
え
る
治
療
が
大

切
と
話
し
た
。

続
い
て
、
マ
ウ
ン
ト
サ
イ

ナ
イ
病
院
遺
伝
子
課
・
小
児

科
の
大
石
公
彦
医
師
＝
写
真

左
＝
が
「
遺
伝
子
と
婦
人
科

系
が
ん
の
関
係
」
に
つ
い
て

講
演
。
現
在
、
日
本
で
は
２

人
に
１
人
が
が
ん
と
診
断
さ

れ

て

い

る

こ

と

を

上

げ

、

90
％
の
が
ん
は
「
遺
伝
性
」

で
は
な
い
が
、
５
か
ら
10
％

の
が
ん
は
遺
伝
性
と
し
、
す

べ
て
の
が
ん
は
遺
伝
子
の
変

化
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
、

が
ん
を
発
生
し
や
す
い
体
質

も
あ
る
と
話
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
「
乳
が
ん

の

再

発

は

な

ぜ

起

こ

る

の

か
」
、
「
抗
が
ん
剤
治
療
は
し

た
ほ
う
が
い
い
の
か
」
な
ど

と
い
う
質
問
が
あ
っ
た
。
来

場
者
か
ら
は
、
最
近
、
乳
が

ん
の
手
術
を
し
た
と
い
う
女

性
は
、
「
と
て
も
参
考
に
な
っ

た
。
キ
モ
セ
ラ
ピ
ー
を
す
る

か
ど
う
か
悩
ん
で
い
た
が
、

話
を
聞
い
て
や
る
こ
と
に
決

心
が
つ
い
た
」
と
、
ま
た
蒲

田
久
美
子
さ
ん
は
、
「
大
変
役

に
た
ち
ま
し
た
。
遺
伝
で
が

ん
に
な
る
人
も
い
る
と
い
う

の
は
驚
き
で
し
た
。
今
後
も

こ
う
し
た
会
は
継
続
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

た
。同

会
を
主
催
し
た
Ｂ
Ｃ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
日
米
両
国

の
日
本
人
女
性
に
乳
が
ん
に

関
す
る
最
新
の
情
報
を
提
供

す
る
米
国
認
定
の
非
営
利
団

体
。
自
身
も
乳
が
ん
の
経
験

者
で
創
設
者
の
山
本
眞
基
子

さ
ん
は
「
毎
年
、
講
演
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
考
え
る
の
が
大

変
で
す
。
日
本
と
米
国
で
興

味
が
ず
れ
な
い
よ
う
に
、
ち

ょ
っ
と
知
ら
な
い
こ
と
で
興

味
が
あ
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
た
。

第
２
部
で
は
、
米
国
登
録

栄
養
士
の
宮
下
麻
子
さ
ん
が

毎
日
の
必
要
な
栄
養
素
に
つ

い
て
講
演
、
脳
に
栄
養
を
送

る
た
め
に
ど
ん
な
人
で
も
１

日
１
２
０
０
カ
ロ
リ
ー
は
必

要
な
ど
と
語
っ
た
。
そ
し
て
、

米
国
登
録
ヨ
ガ
講
師
の
コ
ネ

リ
ー
昌
子
さ
ん
が
、
「
毎
日
の

ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
」
を
実

演
、
参
加
者
全
員
で
ヨ
ガ
を

試
し
た
後
、
商
品
が
当
た
る

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
楽
し
く

終
了
し
た
。

（
石
黒
か
お
る
、
写
真
も
）

Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催

乳
が
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

日
米
の
専
門
医
が
解
説

私
が
練
習
し
て
い
る
ア
イ
ア

ン
ガ
ー
ヨ
ガ
は
、
正
し
い
動
き

と
正
し
い
姿
勢
に
し
て
い
く
た

め
に
ヨ
ガ
の
ポ
ー
ズ
を
や
り
ま

す
。
な
の
で
、
自
分
勝
手
に
ポ

ー
ズ
を
さ
せ
て
く
れ
な
い
ん
で

す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
う

と
、
例
え
ば
今
回
紹
介
し
て
い

る
英
雄
の
ポ
ー
ズ
、
よ
く
見
ま

す
よ
ね
。
誰
で
も
で
き
ま
す
。

が
、
上
半
身
を
垂
直
に
引
き
上

げ
た
ま
ま
、
片
脚
を
太
も
も
が

床
と
平
行
に
90
度
に
曲
げ
、
反

対
の
脚
も
し
っ
か
り
伸
ば
す
の

っ
て
、
こ
ん
な
に
難
し
い
の
!? 

と
い
う
く
ら
い
大
変
。
脚
が
１

２
０
度
く
ら
い
だ
っ
た
り
、
反

対
側
の
脚
が
緩
ん
で
い
た
り
、

上
半
身
が
前
の
め
り
に
な
っ
て

い
た
り
、
反
っ
て
い
た
り
。

「
そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
」

と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
違
い

が
筋
肉
の
鍛
錬
度
に
大
き
く
影

響
し
て
く
る
ん
で
す
。

筋
肉
は
身
体
を
動
か
す
た
め

の
骨
格
筋
と
、
姿
勢
を
保
つ
た

め
の
深
層
筋
（
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ

ス
ル
）
に
分
類
に
大
別
さ
れ
ま

す
。
ヨ
ガ
は
ポ
ー
ズ
は
両
方
の

筋
肉
を
使
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

自
分
勝
手
に
ポ
ー
ズ
を
さ
せ
て

く
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
普

段
使
っ
た
こ
と
も
な
い
筋
肉
を

使
わ
せ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す

る
と
、
普
段
の
動
き
で
も
出
番

が
な
か
っ
た
筋
肉
が
使
わ
れ
出

し
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
ポ
ー
ズ

を
す
る
こ
と
で
深
層
筋
が
鍛
え

ら
れ
、
姿
勢
が
よ
く
な
っ
て
き

ま
す
。
姿
勢
が
よ
い
＝
深
層
筋

を
常
に
使
っ
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
で
、
基
礎
代
謝
量
が
ア
ッ

プ
し
ま
す
。
筋
肉
が
付
き
な
が

ら
太
ら
な
い
、
と
い
う
好
循
環

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

V
irabhadrasana

II

英
雄
の
ポ
ー
ズ
２

大
腿
部
、
腹
部
、
お
尻
の
引

き
締
め
に
効
果
的
。
脚
力
を
高

め
、
腰
椎
と
大
腿
骨
を
つ
な
ぐ

腸
骨
筋
と
い
う
腰
を
支
え
る
深

層
筋
を
鍛
え
ま
す
。
股
関
節
の

ず
れ
を
直
し
、
腰
痛
や
坐
骨
神

経
痛
を
軽
減
し
ま
す
。

①

両
脚
と
両
腕
を
大
き
く
開

く
。
足
首
が
手
首
の
真
下
に
く

る
く
ら
い
開
脚
す
る
。

②

両
腕
を
肩
の
高
さ
に
上
げ

た
ま
ま
、
左
足
は
足
首
か
ら
内

側
に
、
右
脚
は
股
関
節
か
ら
外

旋
し
、
右
の
足
の
指
、
足
首
、

膝
が
一
直
線
に
右
側
に
向
く
よ

う
に
す
る
。

③

左
脚
を
伸
ば
し
た
ま
ま
、

上
半
身
も
垂
直
に
引
き
上
げ
た

ま
ま
、
右
腿
部
分
が
床
と
平
行

に
な
る
ま
で
右
脚
を
曲
げ
る
。

ス
パ
ド
ー
ニ
ゆ
か
り

（
米
国

公
認
Ｒ
Ｙ
Ｔ
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）：

さ
ま
ざ
ま
な
不
調

を
か
か
え
て
い
た
の
が
、
劇
的

に
健
康
に
な
っ
た
こ
と
で
ヨ
ガ

に
は
ま
る
。
ア
イ
ア
ン
ガ
ー
ヨ

ガ
の
Ｔ
Ｔ
修
了
。
２
０
０
６
年

か
ら
教
え
始
め
、
身
体
に
正
し

い
姿
勢
と
動
き
を
躾
け
て
い

く
、
し
っ
か
り
「
効
く
！
ヨ
ガ
」

と
し
て
評
判
。

ヨ
ガ
を
や
る
と
身
体
が
締
ま
る
わ
け

１
7

https://crsny.org
http://www.easeny.com/
https://www.hondag.com
http://kadotains.com/
http://wishauto.com
http://www.meiseimotors.com
https://www.iace-usa.com


ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
！

さ
て
、
「
魅

惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
街
道
ル
ー
ト

66
」
は
今
月
よ
り
シ
リ
ー
ズ
第

３
弾
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
第

１
弾
は
ル
ー
ト
66
出
発
地
点
の

シ
カ
ゴ
よ
り
、
終
点
サ
ン
タ
モ

ニ
カ
ま
で
27
か
月
に
わ
た
り
皆

さ
ん
と
一
緒
に
旅
を
し
ま
し

た
。
第
２
弾
で
は
「
何
で
も
ベ

ス
ト
10
」
と
銘
打
ち
、
ル
ー
ト

66
上
の
モ
ー
テ
ル
、
お
土
産
屋

さ
ん
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
筆

者
の
独
断
と
偏
見
で
各
テ
ー
マ

10
か
所
ず
つ
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
の
第
３
弾
は
、
あ

る
特
定
の
ト
ピ
ッ
ク
、
街
、
人

物
、
そ
し
て
ル
ー
ト
66
の
抱
え

る
問
題
点
や
将
来
の
テ
ー
マ
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
フ
ォ

ー
カ
ス
し
て
、
「
こ
の
場
所
行

っ
て
み
た
い
な
、
あ
の
人
に
会

っ
て
み
た
い
な
」
と
い
う
気
持

ち
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
内
容
で
、
毎
月
ま
た
皆
さ
ん

に
ル
ー
ト
66
の
魅
力
を
発
信
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
今
月
は
ま

ず
「
ル
ー
ト
66
」
に
つ
い
て
再

度
お
さ
ら
い
を
す
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。
ル
ー
ト
66
に

つ
い
て
は
２
０
１
６
年
１
月
の

第
１
回
掲
載
で
も
触
れ
ま
し

た
。
ま
た
？

と
言
わ
れ
そ
う

で
す
が
、
あ
れ
か
ら
３
年
３
か

月
の
月
日
が
経
っ
て
い
ま
す
の

で
、
も
う
一
回
記
憶
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
と
い
き
ま
し
ょ
う
。

ル
ー
ト
66
、
い
わ
ゆ
る
ア
メ

リ
カ
（
旧
）
国
道
66
号
線
は
イ

リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ
か
ら
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
を

結
ぶ
全
長
２
３
４
７
マ
イ
ル

（
３
７
５
５
キ
ロ
）
で
、
20
世

紀
初
頭
に
急
速
に
発
展
し
た
自

動
車
産
業
の
影
響
か
ら
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
と
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
を
結
ん
だ
「
リ
ン
カ
ン
・
ハ

イ
ウ
ェ
イ
」
に
続
き
、
オ
ク
ラ

ホ
マ
在
住
の
実
業
家
サ
イ
ラ

ス
・
ア
ベ
リ
ー
氏
の
計
画
と
尽

力
に
よ
っ
て
、
１
９
２
６
年

「
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
オ

ブ
・
ア
メ
リ
カ
」
の
愛
称
の
も

と
、
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
66

号
線
は
元
々
ミ
ズ
ー
リ
州
内
の

「
オ
セ
ー
ジ
・
イ
ン
デ
ィ
ア

ン
・
ト
レ
イ
ル
」
と
呼
ば
れ
る

ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の

古
道
が
起
源
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
同
州
を
東
西
に
横

断
す
る
旧
ミ
ズ
ー
リ
州
道
14
号

線
を
経
て
、
ル
ー
ト
66
へ
と
発

展
し
ま
し
た
。
で
は
な
ぜ
「
66
」

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
初
め
て

国
道
シ
ス
テ
ム
の
設
置
が
提
唱

さ
れ
た
の
は
23
年
で
、
ル
ー
ト

66
（
国
道
66
号
線
）
は
そ
の
わ

ず
か
３
年
後
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
が
、
ル
ー
ト
66
は
当
初
か
ら

の
提
案
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

た
、
①
「
国
道
番
号
を
偶
数
と

す
る
こ
と
」
、
②
「
番
号
を

「
60
」
か
ら
始
め
る
こ
と
」
の

２
点
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
は

「
覚
え
や
す
い
、
言
い
や
す
い
、

聞
き
や
す
い
」
の
三
拍
子
が
揃

う
と
い
う
理
由
か
ら
「
66
」
が

割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
結
構

イ
ー
ジ
ー
で
す
よ
ね
。

そ
の
後
、
国
道
シ
ス
テ
ム
が

正
式
に
創
設
さ
れ
る
と
27
年
に

は
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
タ
ル
サ
で
国

道
66
号
線
協
会
が
発
足
。
こ
の

協
会
の
目
的
は
国
道
66
号
線
の

舗
装
促
進
と
利
用
者
の
増
加
に

尽
力
す
る
こ
と
で
、
翌
年
、
バ

ニ

ア

ン

・

ダ

ー

ビ

ー

（B
union

D
erby

）
と
い
う
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
ま
で
の
大
陸
横
断
競
走
レ

ー
ス
を
計
画
し
ま
し
た
。
（
ロ

ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
シ
カ
ゴ
ま

で
は
国
道
66
号
線
を
走
る
ル
ー

ト
）
こ
の
レ
ー
ス
は
名
俳
優
ウ

ィ
ル
・
ロ
ジ
ャ
ー
ス
を
は
じ
め

多
く
の
著
名
人
た
ち
に
支
援
さ

れ
、
国
道
66
号
線
協
会
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
は
大
成
功
に
終
わ

り
ま
す
。
し
か
し
30
年
代
後
半
、

カ
ン
ザ
ス
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
に

か
け
て
大
規
模
な
砂
嵐
が
頻
発

し
、
難
民
と
化
し
た
農
家
の

人
々
は
明
る
い
未
来
を
求
め
て

温
暖
な
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
へ
向

か
っ
て
脱
出
を
図
り
ま
し
た
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
出
身
の
作

家
ジ
ョ
ン
・
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク

は
そ
の
模
様
を
小
説
「
怒
り
の

葡
萄
」
で
描
き
、
同
小
説
は
40

年
ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー
賞
を
受
賞
。

翌
年
に
は
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ド

監
督
が
そ
れ
を
映
画
化
し
、
一

躍
ル
ー
ト
66
の
名
前
は
世
界
に

知
れ
渡
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
小
説
の
中
で
ジ
ョ
ン
・
フ

ォ
ー
ド
監
督
は
、
ル
ー
ト
66
を

「
マ
ザ
ー
ロ
ー
ド
」
と
呼
び
、

そ
の
名
は
現
在
主
流
の
呼
び
名

の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
未
来
を
約
束
さ

れ
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
ル
ー

ト
66
で
す
が
、
56
年
、
当
時
の

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
が

「
連
邦
補
助
高
速
道
路
法
」
に

署
名
を
し
た
こ
と
か
ら
ル
ー
ト

66
の
衰
退
は
始
ま
り
ま
す
。
こ

の
法
案
は
ア
メ
リ
カ
国
内
に
高

速
道
路
交
通
網
の
建
設
を
目
的

と
し
て
成
立
さ
せ
た
も
の
で
、

こ
れ
以
降
国
内
の
主
要
な
国
道

は
次
々
と
州
間
高
速
道
路
（
イ

ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト
・
ハ
イ
ウ
ェ

イ
）
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
行

き
ま
し
た
。

そ
し
て
終
に
84
年
、
ア
リ
ゾ

ナ
州
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に
て
、
イ

ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト
40
号
線
の
最

終
部
分
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ

り
、
国
道
66
号
線
の
最
後
の
部

分
が
置
き
代
え
ら
れ
、
そ
の
翌

年
国
道
66
号
線
は
正
式
に
廃
線

と
な
り
ま
し
た
。

筆
者
と
ル
ー
ト
66
と
の
最
初

の
出
会
い
は
、
60
年
代
前
半
に

放
映
さ
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の

Ｔ
Ｖ
番
組
「
ル
ー
ト
66
」
で
す
。

ト
ッ
ド
と
バ
ズ
と
い
う
２
人
の

青
年
が
シ
ボ
レ
ー
・
コ
ル
ベ
ッ

ト
に
乗
っ
て
旅
を
す
る
、
軽
快

な
テ
ー
マ
曲
が
素
敵
な
ド
ラ
マ

で
し
た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ

カ
・
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
影

響
を
受
け
、
90
年
に
手
に
取
っ

たM
ichael

W
allis

氏
に
よ
る

『R
ou

te
66 T

h
e

M
oth

er
R

oad

』
と
い
う
本
は
筆
者
に

多
大
な
影
響
を
与
え
、
「
い
つ

か
ル
ー
ト
66
を
走
っ
て
み
た

い
！
」
と
い
う
気
持
ち
を
呼
び

起
こ
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
れ
は
93
年
に
実
現
し
、
シ

カ
ゴ
か
ら
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
ま
で

初
完
走
す
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
で
す
。
（
実
際
に
ル
ー
ト

66
に
関
わ
る
活
動
を
真
剣
に
考

え
始
め
た
の
は
、
実
は
そ
れ
か

ら
15
年
近
く
も
経
っ
た
２
０
０

８
年
頃
に
な
る
の
で
す
が
）

そ
れ
で
は
次
回
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
事
柄
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て

ル
ー
ト
66
の
さ
ら
な
る
魅
力
を

お
伝
え
し
ま
す
。
ま
た
来
月
お

目
に
か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
、
写
真
も
）

w
w

w
.toshi66.com
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４
月
８
日
、
東
京
の
学
士
会

館
で
公
益
財
団
法
人
日
本
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
（
以
下
「
Ｊ

Ｎ
Ｔ
」
）
設
立
50
周
年
記
念
式

典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｎ
Ｔ
は
日
本
の

優
れ
た
文
化
財
や
自
然
の
風
景

地
な
ど
を
保
全
し
、
利
活
用
し

な
が
ら
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
、
英
国
の

環
境
保
護
団
体
で
あ
る
「
ザ
・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
（T

he
N

ational
T

rust

）
」
を
モ
デ

ル
に
「
財
団
法
人
観
光
資
源
保

護
財
団
」
と
し
て
１
９
６
８
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
94
年
か
ら
Ｊ
Ｎ
Ｔ
会
員

で
あ
り
、
か
れ
こ
れ
25
年
も
継

続
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
正
直
そ
れ
ほ
ど
活
動
に
熱

心
な
会
員
で
は
な
い
の
で
す

が
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
の
呼
び
か
け
に
よ

っ
て
95
年
に
「
全
国
鳴
き
砂

（
鳴
り
砂
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
設
立
さ
れ
る
と
、
私
も
興
味

を
持
っ
て
い
く
つ
か
鳴
き
砂
の

あ
る
海
岸
等
に
足
を
運
び
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
は
80
年
代

か
ら
鉄
道
車
両
の
動
態
保
存
・

活
用
に
乗
り
出
し
、
旧
国
鉄
の

協
力
と
市
民
の
募
金
に
よ
り
86

年
に
蒸
気
機
関
車
と
客
車
３
両

を
取
得
し
、
そ
れ
ら
を
総
称
し

て
「
ト
ラ
ス
ト
ト
レ
イ
ン
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
が
、
現
在
大
井

川
鐵
道
（
静
岡
県
島
田
市
）
で

年
５
回
程
度
運
行
さ
れ
て
お

り
、
私
も
一
度
寄
付
が
て
ら
始

点
の
金
谷
駅
か
ら
終
点
の
千
頭

駅
ま
で
の
往
復
を
の
ん
び
り
乗

車
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
設
立
50
周
年

記
念
式
典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
「
私
た
ち
の
大
切
な
自
然

と
文
化
を
未
来
へ
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
行
わ
れ
、
挨
拶
と
表
彰

に
続
い
て
「
Ｊ
Ｎ
Ｔ
の
い
ま
」

と
題
す
る
報
告
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
「
持
続
可
能
な
観
光
の
あ

り
方
と
は
〜
地
域
遺
産
の
保
護

活
用
」
と
題
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し

た
。Ｊ

Ｎ
Ｔ
事
務
局
長
の
根
岸
悦

子
氏
に
よ
れ
ば
、
「
地
域
遺
産

の
保
護
活
用
」
の
た
め
に
は
地

域
遺
産
を
保
護
活
用
す
る
団
体

や
個
人
の
高
齢
化
、
後
継
者
や

活
動
人
材
の
不
足
、
資
金
調
達
、

地
域
遺
産
の
保
護
と
活
用
の
共

存
、
社
会
の
変
化
に
よ
る
対
象

の
拡
大
や
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

へ
の
適
応
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
自
体
の
組

織
体
制
の
脆
弱
性
等
の
課
題
が

あ
る
。
そ
の
解
決
の
た
め
の
Ｊ

Ｎ
Ｔ
の
役
割
は
ハ
ー
ド
（
資
産

の
保
有
）
か
ら
ソ
フ
ト
（
資
産

を
保
有
す
る
地
域
を
主
体
と
し

た
活
動
へ
の
支
援
・
人
的
支
援

や
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
）
へ
の
転
換
、

持
続
可
能
な
保
護
・
活
用
が
自

律
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
、
地
域
の

人
々
の
主
体
的
な
参
加
を
促
す

こ
と
に
よ
り
、
全
国
で
活
動
に

共
感
す
る
人
を
増
や
し
、
多
種

多
様
な
人
々
が
関
わ
る
大
き
く

ゆ
る
や
か
な
地
域
遺
産
の
継
承

シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
経
験
、
実

績
や
国
や
自
治
体
、
諸
団
体
、

経
済
界
な
ど
密
接
な
関
わ
り
を

保
持
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
し
た
活
動
な
ど
が
求
め
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

続
い
て
、
日
本
イ
コ
モ
ス
会

長
の
西
村
幸
夫
氏
と
京
都
府
立

大
学
副
学
長
の
宗
田
好
史
氏
に

よ
る
対
談
が
行
わ
れ
、
宗
田
氏

か
ら
は
京
都
市
が
実
践
し
て
い

る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
こ
こ
ろ
が

織
り
成
す
京
都
遺
産
」
な
ど
、

ま
さ
に
Ｊ
Ｎ
Ｔ
が
目
指
し
て
い

る
指
定
、
未
指
定
を
問
わ
な
い

「
地
域
遺
産
」
の
保
護
活
用
が

実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。
最
後
に
「
Ｊ
Ｎ
Ｔ

宣
言
」
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
充

実
し
た
半
日
が
終
わ
り
ま
し

た
。
Ｊ
Ｎ
Ｔ
の
今
後
の
ま
す
ま

す
の
発
展
を
期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

第305回

魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」
を
フ
ォ
ー
カ
ス

日本ナショナル

トラスト50周年

そ
の
１：
ル
ー
ト
66
の
歴
史
を
振
り
返
る

www.toshi66.com

http://www.at-newyork.com/
http://amnet-usa.com
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少
し
難
し
く
な
り
ま
す
が
、

自
律
神
経
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。自

律
神
経
を
つ
か
さ
ど
っ
て

い
る
の
は
、
交
感
神
経
（
緊
張

状
態
）
と
副
交
感
神
経
（
リ
ラ

ッ
ク
ス
状
態
）
で
あ
る
こ
と
は

ご
存
知
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
が
、
朝
、
眠
り
か
ら

覚
め
る
と
、
自
律
神
経
は
副
交

感
神
経
か
ら
徐
々
に
交
感
神
経

に
切
り
替
わ
り
、
活
動
モ
ー
ド

に
入
り
ま
す
。
そ
し
て
日
中
を

過
ご
し
、
夜
、
休
む
と
き
に
は
、

ふ
た
た
び
交
感
神
経
か
ら
副
交

感
神
経
に
切
り
替
わ
り
、
昼
間

の
緊
張
状
態
か
ら
ゆ
る
ん
で
回

復
モ
ー
ド
に
入
り
ま
す
。
交
感

神
経
と
副
交
感
神
経
が
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
な
が
ら
働
き
、
ス
イ

ッ
チ
が
自
然
に
切
り
替
わ
る
こ

と
で
、
私
た
ち
の
健
康
は
保
た

れ
て
い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
ス
ト
レ
ス
や
生

活
習
慣
の
乱
れ
が
続
く
と
、
交

感
神
経
ば
か
り
が
働
く
状
態
に

な
り
、
副
交
感
神
経
と
う
ま
く

切
り
替
わ
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
「
体
が

緊
張
し
て
眠
れ
な
い
」
な
ど
の

原
因
も
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
「
深
呼
吸
洗
顔
」

の
出
番
で
す
。
深
呼
吸
が
自
律

神
経
に
働
き
か
け
、
ス
イ
ッ
チ

の
役
割
を
果
た
す
の
で
す
。
そ

の
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
は
、
ゆ
っ
く

り
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
い
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
普
段
、
無
意

識
に
お
こ
な
っ
て
い
る
呼
吸
を

意
識
し
て
「
ゆ
っ
く
り
、
長
く

息
を
吐
く
」
こ
と
。
深
く
呼
吸

し
て
、
酸
素
を
た
っ
ぷ
り
体
に

巡
ら
せ
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
気
持
ち
で
洗
顔
し
ま
す
。

呼
吸
を
意
識
す
る
と
、
自
然
と

手
の
動
き
も
ゆ
っ
く
り
、
や
さ

し
く
な
り
、
急
い
で
ゴ
シ
ゴ
シ

洗
わ
な
く
な
り
ま
す
。
す
る
と
、

呼
吸
だ
け
で
な
く
、
心
も
落
ち

着
い
て
く
る
の
で
す
。

私
も
朝
晩
、
「
深
呼
吸
洗
顔
」

で
ゆ
っ
く
り
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
。

朝
は
「
今
日
も
元
気
に
い
こ
う
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す

し
、
夜
も
ぐ
っ
す
り
眠
れ
ま
す
。

実
は
、
「
深
呼
吸
洗
顔
」
の
よ

さ
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
洗
顔
後
の
肌
が
、
も
う
違

う
の
で
す
。

み
な
さ
ん
は
、
朝
の
忙
し
い

時
間
な
ど
、
石
鹸
を
手
で
き
ち

ん
と
泡
立
て
ず
、
顔
の
上
で
泡

立
て
て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
洗
う

よ
う
に
こ
す
り
洗
い
を
し
て
い

ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
「
作
業

洗
顔
」
で
は
、
肌
を
傷
つ
け
る

だ
け
で
な
く
、
古
い
角
質
も
落

と
し
切
れ
ず
に
化
粧
品
の
保
湿

成
分
も
届
き
に
く
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

「
深
呼
吸
洗
顔
」
を
す
る
と
、

洗
い
た
て
な
の
に
、
保
湿
ケ
ア

の
あ
と
の
よ
う
に
し
っ
と
り
、

や
わ
ら
か
。
鏡
の
中
の
自
分
の

顔
が
、
一
枚
ベ
ー
ル
を
は
が
し

た
よ
う
に
一
段
明
る
く
、
透
明

感
の
あ
る
肌
に
な
っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
は
ず
で
す
。
　

ザ・ボディショップ社

長等、多くの化粧品を手

がけ、娘の肌荒れをきっ

かけに「LENAJAPON」を

設立。素肌で生きるため

の正しい洗顔法を提唱。

第6話

深
呼
吸
洗
顔
、
ポ
イ
ン
ト
は
「
長
く
息
を
吐
く
」

今
年
で
第
18
回
と
な
る
ト
ラ

イ
ベ
ッ
カ
映
画
祭
は
、
２
０
０

１
年
の
米
同
時
多
発
テ
ロ
後
の

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
復
興
を
目
指
し

て
始
ま
っ
た
。
今
回
は
24
日

（
水
）
か
ら
５
月
５
日
（
日
）

ま
で
数
会
場
で
世
界
か
ら
集
ま

っ
た
１
０
３
作
品
が
上
映
さ
れ

る
ほ
か
、
ト
ー
ク
や
家
族
向
け

イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
彩
な
内
容
で

あ
る
。
日
本
関
係
で
は
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
在
の
日
本
人
女
性
監
督

H
IK

A
R

I

の
「37 Seconds

」

（
日
本
、
タ
イ
合
作
）
が
上
映

さ
れ
る
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

選
ば
れ
た
実
際
に
脳
性
麻
痺
を

抱
え
る
片
山
明
（
メ
イ
）
が
演

ず
る
23
歳
の
身
障
者
の
漫
画
家

が
自
立
を
目
指
す
ド
ラ
マ
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
ハ
ー
レ
ム

の
ア
ポ
ロ
劇
場
を
描
く
ロ
ジ
ャ

ー
・
ロ
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
監

督

の

ド

キ

ュ

メ

ン

タ

リ

ー

「T
he

A
pollo

」
。
ク
ロ
ー
ジ

ン
グ
は
ダ
ニ
ー
・
ボ
イ
ル
監
督

の

ロ

ッ

ク

・

コ

メ

デ

ィ

ー

「Y
esterday

」
。
回
顧
特
集
は

フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ォ
ー
ド
・
コ

ッ

ポ

ラ

監

督

の

「A
pocalypse

N
ow

（
地
獄

の
黙
示
録
）
」
の
40
周
年
記
念

上
映
な
ど
。

毎
回
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は

力
作
が
多
い
。
自
党
に
有
利
に

な
る
よ
う
な
選
挙
区
の
描
き
変

え
に
異
議
を
唱
え
市
民
運
動
を

組
織
す
る
20
代
の
女
性
を
追
う

「Slay
the

D
ragon

」
、
差
別

助
長
の
動
き
に
対
抗
し
て
保
守

的
な
南
部
に
演
奏
旅
行
に
赴
く

同
性
愛
者
の
合
唱
団
を
描
く

「G
ay

C
h

oru
s

D
ow

n
South

」
等
、
ア
メ
リ
カ
の
民

主
主
義
の
底
力
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。

劇
映
画
は
、
韓
国
の
女
性
監

督
ボ
ラ
・
キ
ム
の
自
叙
伝
的
な

少
女
の
成
長
期
が
繊
細
に
展
開

す

る

「

H
ou

se
of

H
u

m
m

in
gbird

」
、
太
っ
た

花
嫁
を
求
め
ら
れ
る
モ
ー
リ
タ

ニ
ア
の
文
化
で
強
制
的
に
暴
食

を
強
い
ら
れ
る
若
い
女
性
の
苦

悩
を
イ
タ
リ
ア
の
女
性
監
督
ミ

ケ
ラ
・
オ
ッ
キ
ピ
ン
テ
ィ
が
描

く
「F

lesh
O

ut

」
、
現
金
を

求
め
て
ガ
ソ
リ
ン
を
盗
む
犯
罪

集
団
に
参
加
す
る
メ
キ
シ
コ
の

少

年

の

悲

劇

「

T
h

e
G

asoline
T

hieves

」
、
寂
れ

た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
街
で
く

す
ぶ
る
若
い
男
女
の
閉
塞
感
が

ど
ん
よ
り
と
し
た
曇
り
空
の
下

に
広
が
る
「Schem

e
B

irds

」

等
、
世
界
各
地
の
人
々
の
リ
ア

ル
な
感
情
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
ア
レ
ッ
ク
・
ボ
ー
ド
ウ

ィ
ン
が
自
動
車
王
デ
ロ
リ
ア
ン

を
演
ず
る
「F

ram
ing

John
D

eL
orean

」
は
、
再
現
ド
ラ

マ
、
記
録
映
像
と
関
係
者
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
希

代
の
実
業
家
の
栄
光
と
衰
勢
を

見
せ
る
興
味
深
い
試
み
で
あ

る
。

（
平
野
共
余
子
）

■
「37 Seconds

」
上
映
情

報
＝
28
日
（
日
）
午
後
８
時
か

ら
と
30
日
（
火
）
午
後
７
時
か

ら
は
ビ
レ
ッ
ジ
・
イ
ー
ス
ト
・

シ
ネ
マ
（
２
番
街
１
８
１
番
地
）

で
上
映
、
鑑
賞
料
24
ド
ル
。
５

月
３
日
（
金
）
午
後
５
時
30
分

か
ら
は
リ
ー
ガ
ル
シ
ネ
マ
・
バ

ッ
テ
リ
ー
パ
ー
ク
11
（
ノ
ー
ス

エ
ン
ド
街
１
０
２
番
地
）
で
上

映
、
無
料
入
場
券
を
事
前
に
入

手
す
れ
ば
無
料
で
鑑
賞
で
き

る
。詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.tribecafilm

.com
/fe

stival

を
参
照
。

ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
映
画
祭

世
界
か
ら
１
０
３
作
品

日
・
タ
イ
合
作
「3

7
 S

e
c
o
n

d
s

」

「Yesterday」 Jonathan Prime ©Universal Pictures

「37Seconds」Tribeca Film Festival 提供

http://www.keenecenter.org/
https://www.mjhs.org/our-services/isabella-center/
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Queens & LI

い
ま
か
ら
19
年
前
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
す
る
世
界
的

に
有
名
な
男
性
だ
け
の
バ
レ
エ

団
「
ト
ロ
カ
デ
ロ
・
デ
・
モ
ン

テ
カ
ル
ロ
・
バ
レ
エ
団
」
に
初

の
日
本
人
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
入

団
し
た
。
以
後
７
年
間
世
界
各

国
で
の
公
演
に
出
演
し
、
年
間

３
０
０
回
以
上
の
舞
台
を
こ
な

し
た
年
も
あ
っ
た
。

米
国
滞
在
中
に
性
別
適
合
手

術
を
受
け
男
性
に
性
転
換
し

た
。
２
０
０
７
年
帰
国
後
は
、

バ
レ
エ
団
講
師
を
務
め
な
が
ら

10
年
に
自
ら
の
バ
レ
エ
舞
台

「
ヒ
ロ
ト
ズ
・
シ
ョ
ー
」
を
立

ち
上
げ
、
14
年
に
「
Ｎ
バ
レ

エ
・
ア
ー
ツ
」
を
設
立
、
演
出

家
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
カ
ン

パ
ニ
ー
代
表
と
し
て
舞
台
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
活
動
を
続
け
て
い

る
。６

月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
日
本
の
神
話
を

テ
ー
マ
に
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
開
催
す
る
。
最
終
日
翌
日

に
は
人
出
が
３
０
０
万
人
と
も

い
わ
れ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
パ
レ
ー
ド

に
も
参
加
す
る
。

女
性
と
し
て
生
ま
れ
、
自
分

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
見

失
っ
た
思
春
期
、
青
春
時
代
。

諦
め
て
女
性
と
し
て
生
き
て
い

こ
う
と
思
っ
た
時
も
あ
っ
た
。

で
も
、
１
９
９
９
年
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
単
身
留
学
し
た
こ
と

で
人
生
が
変
わ
っ
た
。
「
自
分

は
自
然
な
自
分
で
い
れ
ば
い

い
」
。
名
取
さ
ん
は
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
自
分
が
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
の
喜
び
を
知
っ

た
。
帰
国
後
は
テ
レ
ビ
朝
日
の

「
徹
子
の
部
屋
」
を
は
じ
め

数
々
の
テ
レ
ビ
、
雑
誌
、
新
聞

の
取
材
を
受
け
た
。
「
心
が
バ

リ
ア
フ
リ
ー
な
社
会
を
め
ざ
し

て
」
が
口
癖
だ
。
昨
年
は
生
れ

故
郷
の
埼
玉
県
鴻
巣
市
の
観
光

大
使
に
任
命
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
公
演
は
、
自
ら
の
成
長

と
チ
ャ
ン
ス
と
成
功
を
も
た
ら

し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
恩
返
し

の
つ
も
り
だ
と
い
う
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

元
女
性
、
Ｎ
Ｙ
に
恩
返
し
公
演

ヒロトズ・ショー主宰

名取寛人さん

第
19
回
「
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
桜
祭
り
」
が
５
月
５
日
（
土
）

正
午
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ス
ト
ー
ニ

ー
ブ
ル
ッ
ク
大
学
内
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
ワ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
る
。

屋
外
の
桜
の
木
の
そ
ば
で
は

太
鼓
演
奏
、
な
ぎ
な
た
、
空
手
、

剣
道
、
古
武
道
、
踊
り
な
ど
の

披
露
が
行
わ
れ
る
。
ロ
ビ
ー
で

は
折
り
紙
、
漫
画
、
書
道
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
り
、
生
け

花
、
茶
道
、
盆
栽
、
尺
八
演
奏
、

コ
ス
プ
レ
ー
の
シ
ョ
ー
の
ほ

か
、
漫
画
、
墨
絵
、
楽
焼
、
着

物
、
日
本
の
小
物
な
ど
の
展
示

販
売
も
あ
る
。

劇
場
で
は
、
第
１
部
が
琴
と

三
味
線
の
合
奏
、
第
２
部
が
踊

り
と
太
鼓
、
第
３
部
で
は
広
島

の
太
鼓
ユ
ニ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ

「
我
龍
」
が
特
別
出
演
す
る
。

我
龍
は
自
分
流
に
龍
の
よ
う
に

昇
る
勢
い
を
と
い
う
意
味
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

融
合
す
る
表
現
を
行
っ
て
い

る
。
今
回
は
太
鼓
と
洋
楽
器
で

の
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
な
ど
、
情
感

豊
か
で
パ
ワ
フ
ル
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
す
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
３

１
・
６
９
８
・
２
４
６
７
（
琉

手
館
）
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.ry
u

shukan.com

を
参
照
。

我
龍
が
特
別
出
演

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
桜
祭
り

「
第
15
回
Ｊ
Ａ
Ａ
さ
く
ら
祭
り
」

は
20
日
（
土
）
午
前11

時
か
ら

午
後
２
時
ま
で
、
フ
ラ
ッ
シ
ン

グ
メ
ド
ウ
ズ
コ
ロ
ナ
パ
ー
ク
で

開
催
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人

会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
）
と
Ｎ
Ｙ
市
公
園

課
共
催
。
参
加
無
料
。
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
Ｊ
Ａ
Ａ
前
か
ら
送
迎

バ
ス
運
行
あ
り
（
Ｊ
Ａ
Ａ
会
員

５
ド
ル
、
非
会
員
10
ド
ル
、
弁

当
は
10
ド
ル
）
。
バ
ス
の
申
し

込
み
・
詳
細
は
電
話
２
１
２
・

８
４
０
・
６
９
４
２
ま
で
。

JAAが

さくら祭

ク
イ
ー
ン
ズ
夏
の
恒
例

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
土
曜

の
夜
市
「
ク
イ
ー
ン
ズ
・

ナ
イ
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

は
５
年
目
を
迎
え
、
今
年

は
５
月
４
日
か
ら
始
ま
る
。

会
場
は
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・

メ
ド
ウ
ズ
・
コ
ロ
ナ
・
パ

ー
ク
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ホ
ー
ル
・
オ
ブ
・
サ
イ
エ

ン
ス
。
今
年
は
フ
ー
ド
屋

台
が
58
店
、
テ
キ
ス
タ
イ

ル
、
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
お
も

ち
ゃ
な
ど
の
ア
ー
ト
屋
台

は
25
店
が
並
ぶ
予
定
で
、

毎
回
異
な
る
Ｄ
Ｊ
が
会
場

を
盛
り
上
げ
る
。
５
月
４

日
か
ら
８
月
17
日
ま
で
、

９
月
28
日
か
ら
10
月
26
日

の
開
催
中
は
入
場
無
料
。

今
月
20
日
と
27
日
の
午

後
５
時
か
ら
深
夜
０
時
ま

で
、
有
料
定
員
制
で
「
ス

ニ
ー
ク
プ
レ
ビ
ュ
ー
」
が

行
わ
れ
る
。
入
場
料
は
５

ド
ル
、
12
歳
以
下
は
無
料
。

購
入
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トqu

een
sn
ightm

ar-
ket.com

を
参
照
。

夜
市

５
月
４
日
か
ら

20
日
、
27
日
に
先
行
公
開

JAA裏千家茶道クラス Photo by Masao Katagami

http://www.jwsny.org
http://ariyoshiny.com
https://japaneseschool.org
www.takesushi.us
http://www.lijcc.org/index.html


本
書
『
あ
り
き
た
り
の
痛

み
』
は
、
台
湾
生
ま
れ
、
幼

少
期
を
台
北
で
過
ご
し
、
５

歳
の
時
に
日
本
に
移
り
住
ん

だ
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
作
家
、

東
山
彰
良
氏
の
エ
ッ
セ
イ
集

だ
。
著
者
は
２
０
０
３
年
、

「
こ
の
ミ
ス
テ
リ
ー
が
す
ご

い
！
」
大
賞
銀
賞
・
読
者
賞

を
受
賞
し
た
『
逃
亡
作
法

T
u

rn
O

n
T

he
R

u
n

』
で

作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
の
後

も
『
流
』
で
直
木
賞
、
『
罪
の

終
わ
り
』
で
中
央
公
論
文
芸

賞
、
『
僕
が
殺
し
た
人
と
僕
を

殺
し
た
人
』
で
読
売
文
学
賞

な
ど
、
多
く
の
賞
を
受
賞
し

て
い
る
。

私
は
、
普
段
か
ら
エ
ッ
セ

イ
集
や
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
小

説
は
避
け
て
い
る
の
で
、
恥

ず
か
し
な
が
ら
著
者
の
作
品

を
今
ま
で
読
ん
だ
こ
と
が
な

く
、
そ
も
そ
も
著
者
の
こ
と

さ
え
知
ら
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
当
初
、
本
書
は
こ
の
ペ
ー

ジ
右
側
の
新
刊
紹
介
の
一
つ

と
し
て
の
み
紹
介
す
る
気
だ

っ
た
が
、
10
ペ
ー
ジ
ほ
ど
読

ん
で
、
さ
ら
っ
と
紹
介
す
る

に
は
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ

た
。
こ
の
エ
ッ
セ
イ
集
は
そ

れ
く
ら
い
最
初
か
ら
最
後
ま

で
面
白
か
っ
た
。

エ
ッ
セ
イ
集
は
そ
の
名
の

通
り
エ
ッ
セ
イ
を
集
め
た
も

の
だ
。
本
書
も
雑
誌
の
コ
ラ

ム
エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
集
め
た

も
の
で
、
テ
キ
ー
ラ
や
映
画

な
ど
の
紹
介
エ
ッ
セ
イ
を
多

く
収
録
し
て
い
る
。
そ
れ
な

の
に
、
全
体
を
通
し
て
小
説

を
読
ん
で
い
る
気
分
に
さ
せ

ら
れ
る
。
東
山
彰
良
と
い
う

一
人
の
作
家
の
人
生
が
綴
ら

れ
た
小
説
だ
。
幼
い
こ
ろ
過

ご
し
た
原
風
景
、
直
木
賞
受

賞
作
「
流
」
の
モ
デ
ル
に
な

っ
た
祖
父
の
思
い
出
、
「
流
」

が
書
か
れ
る
ま
で
の
心
境
の

推
移
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な

り
た
て
の
頃
の
愚
か
な
喧
嘩
、

マ
エ
ス
ト
ロ
の
資
格
を
取
る

ほ
ど
惚
れ
込
ん
だ
テ
キ
ー
ラ
、

そ
し
て
、
愛
す
る
本
と
音
楽

と
映
画
の
こ
と
。
著
者
の
愛

の
こ
も
っ
た
キ
レ
の
あ
る
文

体
で
語
ら
れ
る
そ
れ
ら
は
、

読
ん
で
い
て
退
屈
し
な
い
。

先
述
の
と
お
り
、
著
者
は

台
湾
で
生
ま
れ
、
祖
父
母
に

か
わ
い
が
ら
れ
て
育
っ
た
。

そ
の
後
、
両
親
の
い
る
広
島

へ
移
住
す
る
が
、
言
語
の
壁

も
あ
っ
て
か
、
な
か
な
か
日

本
に
馴
染
め
ず
育
つ
。
大
学

時
代
は
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
を
当
て

所
な
く
旅
し
、
ふ
わ
ふ
わ
と

し
た
異
邦
人
気
分
を
味
わ
っ

て
い
た
。
東
京
で
就
職
す
る

が
、
街
中
で
大
乱
闘
を
起
こ

し
た
り
、
身
重
の
妻
を
一
人

日
本
に
残
し
て
中
国
に
留
学

し
た
り
と
、
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
な
経
験
が
こ
の
エ
ッ
セ
イ

に
は
詰
ま
っ
て
い
る
。

本
書
の
な
か
で
「
い
ま
い

る
と
こ
ろ
に
踏
み
と
ど
ま
っ

て
頑
張
る
の
も
大
事
だ
。
だ

け
ど
、
ど
う
し
て
も
く
つ
ろ

げ
な
く
な
っ
た
ら
、
そ
ろ
そ

ろ
帰
っ
て
み
る
と
い
い
。
あ

な
た
自
身
が
始
ま
っ
た
場
所
、

も
し
く
は
な
に
も
始
ま
ら
な

か
っ
た
場
所
へ
。
あ
り
き
た

り
な
処
方
だ
が
、
わ
た
し
に

は
よ
く
効
く
」
と
い
う
著
者

の
言
葉
が
一
番
心
に
残
っ
た
。

も
し
あ
な
た
が
い
ま
頑
張
っ

て
い
て
、
で
も
ど
う
し
よ
う

も
な
い
こ
と
に
直
面
し
て
い

る
の
な
ら
、
著
者
の
言
う
と

お
り
に
し
て
み
る
の
は
ど
う

だ
ろ
う
。
あ
な
た
自
身
の
原

風
景
と
な
り
う
る
場
所
な
ら

ど
こ
で
も
、
そ
れ
が
生
ま
れ

故
郷
で
も
そ
う
で
な
く
て
も

構
わ
な
い
。
そ
し
て
日
常
に

戻
る
と
、
そ
の
ど
う
し
よ
う

も
な
か
っ
た
こ
と
が
す
る
す

る
と
解
決
し
た
り
す
る
も
の

だ
。東

山
彰
良
フ
ァ
ン
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
映
画
や
お
酒

好
き
、
そ
し
て
何
か
に
鬱
屈

と
し
て
い
る
方
に
は
是
非
読

ん
で
い
た
だ
き
た
い
作
品
。

き
っ
と
そ
の
感
情
に
効
く
だ

ろ
う
。
　
　

（
西
口
あ
や
）

■ローマへ行こう（阿刀田高、文春文庫）忘れえぬ記憶の
なかで生きたい時がある。まるで夢のような思い出の数々。
月1回、誰もいない家の鍵を開け、テープレコーダーのス
イッチを入れるという奇妙なアルバイト「家族の風景」ほ
か、表題作「ローマへ行こう」など、大切な人に思いを馳
せる10話。大人たちの大切な秘密を描く短編集。■人生は
攻略できる（橘玲、ポプラ社）「幸福の土台」を手に入れる
ために必要なのは、新しい時代のルールを理解して大事な
ところで正しい選択をすることだけ。ベストセラー&新書
大賞受賞『言ってはいけない』の著者が、はじめて若者向
けに書いた新時代の人生戦略。■冬の光（篠田節子、文春
文庫）四国遍路を終えた帰路、冬の海に消えた父。高度成
長期の企業戦士として、専業主婦の妻に守られた父の人生
は幸せなはずだった。父の足跡を辿った次女の碧は、ある
事実を知る。死の間際に想ったのは愛した女のことなのだ
ろうか。家族、男女関係の先に横たわる存在の危うさをあ
ぶり出す。■大好きな町に用がある（角田光代、スイッチ
パブリッシング）著者は旅をする人である。旅先の街角で
昔の「私」に遭遇する美しい表題作「大好きな町に用があ
る」、馴染みの街との歯がゆい距離感を綴った「少しだけ片
思い」、バラエティー豊かな27篇のエッセイを収録。彼女
が育んだ風景や出会った人々との出会いを綴った。■速す
ぎるニュースをゆっくり解説します（池上彰、文春文庫）
誰もがスマホに追われている今だからこそ、ジャーナリズムをゆっくりと
解説。慌ただしい日々のニュースの塵を払い、本質を見極め、世界の変化
の本流を知りたい。トランプ登場、英ＥＵ離脱のきっかけ、米朝首脳会談
や北方領土問題など、ここ数年間の情報をまとめて池上彰が解説。■続・
孤独のすすめ（五木寛之、中公新書ラクレ）人生の後半を安らかに生きる
ための孤独のススメ。「人は本来孤独を恐れるべきものだろうか。あるいは、
孤独はただ避けるほうがいい のか。私は孤独のなかにも、何か見いだすべ
きものがあるのではないかと思うのです」（本文より）。「既読スルー」を気
にする、繋がっていたい若者たちにもすすめたい一冊。　　（山本真由実）
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BOOKS

大
人
の
渇
き
を
潤
す
、
思
い
出
の
物
語
集
。
新
時
代
の
人
生
戦
略
術
。
企
業
戦
士
の
切

な
い
人
間
心
理
。
作
家
が
旅
し
て
出
会
っ
た
人
々
の
美
し
い
吐
息
。
情
報
が
ま
と
め
て
分

か
る
お
得
な
一
冊
。
老
い
に
抗
わ
ず
、
ひ
と
り
の
時
間
を
工
夫
し
て
楽
し
む
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

ハードボイルドなエッセイ

『いろいろバス』

作：ツペラ　ツペラ

大日本図書　2013年

「
昔
の
絵
本
み
た
い
な
最
近
の
絵
本
」

２
０
１
３
年
出
版
の
絵
本
で

す
。
シ
ャ
レ
て
ま
す
。
い
や
嫌

味
じ
ゃ
な
く
て
。
同
時
に
絵
本

の
基
本
も
押
さ
え
て
ま
す
。
文

体
に
リ
ズ
ム
も
あ
り
ま
す
。
ち

ょ
う
ど
い
い
具
合

に

カ

ラ

フ

ル

で

す
。
こ
う
や
っ
て

特
徴
を
並
べ
て
み

る
と
、
昔
の
絵
本

っ
ぽ
い
ん
で
す
よ

ね
。
「
子
供
の
た

め
の
絵
本
」
っ
て

感
じ
。

内
容
は
タ
イ
ト
ル
通
り
、

「
い
ろ
い
ろ
」
な
色
を
し
た

「
い
ろ
い
ろ
」
な
も
の
を
乗
せ

た
バ
ス
が
次
か
ら
次
に
出
て
く

る
ん
で
す
ね
。
例
え
ば
赤
い
バ

ス
か
ら
は
ト
マ
ト
が
降
り
て
タ

コ
が
乗
り
ま
す
。
黄
色
い
バ
ス

か
ら
は
オ
ム
レ
ツ
が
降
り
て
星

が
乗
る
と
。

ま
た
乗
り
降
り
の

際
に
「
ご
ろ
ご
ろ
」

と
か
「
ふ
ん
わ
り
」

な
ど
の
音
が
付
く
ん

で
す
。
非
常
に
ナ
イ

ス
。
な
ん
か
最
近
こ

う
い
う
本
格
派
の
絵

本
が
だ
ん
だ
ん
増
え
て
き
て
る

ん
で
す
よ
ね
え
。
す
ば
ら
し
い

傾
向
だ
と
思
い
ま
す
。

（
竹
永
浩
之
）

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

文春文庫・刊

東山 彰良・著

http://www.idocenter.com


沖
縄
を
伝
え
た
い
。
「
鉄
の

嵐
」
と
呼
ば
れ
た
激
戦
を
４
歳

で
体
験
し
た
て
い
子
・
与
那

覇
・
ト
ゥ
ー
シ
ー
さ
ん
の
講
演

会
が
４
日
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で

開
か
れ
た
。

戦
時
の
記
憶
は
、
鮮
明
に
焼

き
付
い
て
い
る
。
初
め
て
覚
え

た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
空
か

ら
爆
弾
を
落
と
す
Ｂ
29
の
Ｂ
。

壕
の
中
で
命
を
奪
っ
て
ま
で
も

泣
く
子
を
黙
ら
せ
よ
う
と
す
る

怖
か
っ
た
日
本
兵
。
男
の
子
の

格
好
を
さ
せ
ら
れ
て
壕
を
出
た

日
。
生
々
し
い
体
験
談
が
、
ほ

と
ば
し
り
出
た
。

沖
縄
の
米
字
新
聞
社
に
勤

務
、
米
国
軍
人
と
結
婚
し
て
１

９
６
４
年
に
渡
米
、
77
年
か
ら

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
に
住

み
、
３
人
の
子
供
に
恵
ま
れ
た
。

し
か
し
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
従

軍
し
て
戻
っ
た
直
後
か
ら
内
臓

の
慢
性
的
な
痛
み
に
苦
し
ん
だ

夫
に
先
立
た
れ
、
医
療
に
か
か

っ
た
借
金
を
残
さ
れ
た
。
他
人

の
ト
ラ
ウ
マ
に
取
り
組
む
こ
と

で
自
分
の
ト
ラ
ウ
マ
を
乗
り
越

え
よ
う
と
、
沖
縄
の
空
手
と
心

理
学
を
学
ん
だ
。
同
州
の
精
神

保
健
セ
ン
タ
ー
で
精
神
障
害
に

苦
し
む
児
童
・
青
少
年
対
象
の

ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
キ

ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
。

辛
さ
を
ふ
っ
き
っ
た
ユ
ー
モ

ア
あ
ふ
れ
る
語
り
口
が
聴
衆
を

魅
き
つ
け
る
。
し
か
し
、
て
い

子
さ
ん
が
今
な
に
よ
り
も
訴
え

た
い
の
は
、
過
去
で
は
な
く
沖

縄
の
現
状
だ
。
２
月
の
県
民
投

票
で
も
改
め
て
明
ら
か
に
さ
れ

た
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
に

反
対
す
る
沖
縄
の
民
意
。
そ
れ

が
、
ま
た
し
て
も
踏
み
に
じ
ら

れ
美
し
い
辺
野
古
の
海
で
埋
立

工
事
が
止
ま
ら
な
い
。
戦
後
、

ひ
も
じ
い
思
い
を
し
た
時
、
タ

コ
や
魚
を
捕
っ
て
生
き
延
び

た
、
命
の
海
だ
。
独
自
の
文
化
、

こ
と
ば
、
魂
を
も
つ
沖
縄
人
と

し
て
の
誇
り
、
そ
ん
な
沖
縄
の

声
に
耳
を
ふ
さ
ぐ
日
米
両
政
府

へ
の
怒
り
を
語
る
時
の
口
調
は

力
強
く
厳
し
い
。
「
こ
れ
は
人

権
問
題
」
。

講
演
会
で
は
、
辺
野
古
で
の

基
地
反
対
運
動
を
描
い
た
大
矢

英
代
監
督
の
短
編
記
録
映
画
の

上
映
や
非
暴
力
の
市
民
の
抵

抗
、
歌
や
踊
り
に
あ
ふ
れ
る
辺

野
古
の
座
り
込
み
や
海
上
行
動

の
現
場
報
告
の
後
、
米
シ
ニ
ア

市
民
グ
ル
ー
プ
「
レ
イ
ジ
ン

グ
・
グ
ラ
ニ
ー
」
が
作
っ
た
反

基
地
ソ
ン
グ
や
て
い
子
さ
ん
の

空
手
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
会
場

は
大
い
に
沸
い
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
沖
縄
県
人
会

会
長
を
10
年
務
め
、
現
在
は
同

会
名
誉
顧
問
。
２
０
０
６
年
に

は
沖
縄
県
知
事
か
ら
民
間
大
使

に
任
命
さ
れ
た
。
子
供
た
ち
は

女
手
ひ
と
つ
で
育
て
て
く
れ
た

78
歳
に
な
る
母
が
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
は
じ
め
各
地
に
抗
議
行
動

に
出
か
け
る
の
を
心
配
す
る

が
、
「
孫
た
ち
は
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
ク
ー
ル
っ
て
言
っ
て
く
れ

る
」
。
17
年
前
に
孫
が
「
ヒ
ッ

ト
ラ
ー
が
部
下
に
市
民
が
無
知

な
の
は
有
利
な
こ
と
だ
と
言
っ

た
。
日
本
も
そ
う
だ
っ
た
ね
」

と
話
し
た
こ
と
で
「
休
火
山
」

が
動
き
始
め
た
と
言
い
、
「
そ

ろ
そ
ろ
爆
発
す
る
か
な
」
と
笑

う
。
正
義
感
の
強
さ
は
名
護
市

婦
人
会
会
長
や
女
性
初
の
名
護

市
老
人
会
会
長
に
な
っ
た
母
親

譲
り
。
最
近
会
っ
た
幼
馴
染
み

が
言
っ
た
。
「
あ
な
た
全
然
変

わ
ら
な
い
ね
」
。
（
大
竹
秀
子
、

小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

沖縄県民間大使

てい子・与那覇・トゥーシーさん
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昨
年
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画

『
く
る
み
割
り
人
形
と
秘
密
の

王

国(T
h
e
N
u
tcrack

er
an
d
the

F
ou
r
R
ealm

s)

』

が
公
開
さ
れ
た
。
時
代
は
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
朝
の
ロ
ン
ド
ン
。
物

語
の
キ
ー
と
な
る
の
が
、
主
人

公
ク
ラ
ラ
に
亡
き
母
が
残
し
た

金
色
の
卵
型
の
飾
り
物
。
「
こ

の
中
に
は
貴
方
が
必
要
と
す
る

も
の
す
べ
て
が
入
っ
て
い
ま

す
」
と
手
紙
が
添
え
ら
れ
て
い

た
が
、
鍵
が
見
当
た
ら
ず
、
そ

れ
を
探
す
た
め
に
ミ
ス
テ
リ
ア

ス
な
４
つ
の
王
国
か
ら
な
る
パ

ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
へ
旅
立
つ
。

よ
う
や
く
鍵
を
見
つ
け
て
戻

り
、
開
く
と
オ
ル
ゴ
ー
ル
付
き

の
鏡
に
な
っ
て
い
て
中
は
空
っ

ぽ
。
鏡
に
は
母
が
居
な
く
な
っ

て
か
ら
心
を
閉
ざ
し
た
ま
ま
の

自
分
が
写
っ
て
い
た
。
そ
し
て

ハ
ッ
と
家
族
の
大
切
さ
に
気
づ

く
。
母
は
そ
ん
な
ク
ラ
ラ
の
心

の
鍵
を
開
け
て
く
れ
た
の
だ
。

映
画
に
出
て
く
る
卵
型
の
飾

り
物
と
は
、
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
・

イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
を
モ
デ
ル

に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は

１
８
８
５
年
か
ら
１
９
１
６
年

の
間
に
ロ
シ
ア
の
金
細
工
師
フ

ァ
ベ
ル
ジ
ェ
が
製
作
し
た
大
半

が
ロ
マ
ノ
フ
朝
ロ
シ
ア
皇
帝
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ル
３
世
と
息
子
の

ニ
コ
ラ
イ
２
世
に
納
め
ら
れ
た

も
の
で
、
宝
石
で
装
飾
さ
れ
た

金
製
の
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
約

55
個
を
指
す
。
希
少
性
が
高
く

現
在
１
個
あ
た
り
の
価
格
は
推

定
３
億
５
０
０
０
万
〜
20
億
円

と
い
わ
れ
る
。
最
大
の
特
徴
は
、

装
飾
の
美
し
さ
だ
け
で
は
な
く

精
巧
な
仕
掛
け
（
サ
プ
ラ
イ
ズ
）

に
あ
る
。

１
８
８
５
年
、
皇
帝
は
結
婚

20
周
年
の
記
念
に
、
皇
后
マ
リ

ア
の
出
身
で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク

王
家
の
所
有
す
る
18
世
紀
初
頭

の
フ
ラ
ン
ス
の
イ
ー
ス
タ
ー
エ

ッ
グ
を
参
考
に
フ
ァ
ベ
ル
ジ
ェ

に
製
作
さ
せ
た
。
金
の
素
地
に

白
い
エ
ナ
メ
ル
を
厚
塗
り
し
た

簡
素
な
ヘ
ン
・
エ
ッ
グ
（
雌
鶏

の
卵
）
で
、
中
に
金
の
黄
身
を

仕
立
て
、
そ
の
中
に
色
味
の
異

な
る
金
を
使
っ
た
雌
鶏
が
現
れ

る
。
さ
ら
に
小
さ
な
ダ
イ
ア
モ

ン
ド
の
王
冠
と
ル
ビ
ー
の
ペ
ン

ダ
ン
ト
が
入
っ
て
い
た
と
い

う
。
そ
の
後
、
次
第
に
豪
華
な

飾
り
と
複
雑
な
仕
掛
け
が
施
さ

れ
て
い
く
。
な
お
ニ
コ
ラ
イ
２

世
の
戴
冠
に
際
し
て
作
ら
れ
た

エ
ッ
グ
は
、
１
８
９
７
年
の
イ

ー
ス
タ
ー
の
時
に
皇
后
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ラ
に
贈
ら
れ
た
。
表
面

は
エ
ナ
メ
ル
が
散
り
ば
め
ら
れ

た
プ
ラ
チ
ナ
で
、
ダ
イ
ア
モ
ン

ド
と
ル
ビ
ー
が
装
飾
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
に
す
べ
て
の
可
動

部
分
を
再
現
し
た
エ
カ
テ
リ
ー

ナ
大
帝
の
馬
車
の
精
密
な
ミ
ニ

チ
ュ
ア
が
仕
込
ま
れ
て
い
る
。

つ
の
べ
み
え
＝
Ｎ
Ｙ
州
立
大
学

Ｆ

Ｉ

Ｔ

卒

業
。
米
国
宝

石
学
会
鑑
定

士

。

運

命

学
・
自
然
医
学
・
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
・
食
文
化
等
の
知
識
を
生

か
し
、
健
康
で
楽
し
く
感
動
的

な
人
生
を
描
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー

ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美
時
間
代
表
。

ブ

ロ

グ

：
http//m

ijikan.blogspot.com
/

「
フ
ァ
ベ
ル
ジ
ェ
の
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
」(

上)

15

沖
縄
の
こ
と
を
米
国
で
伝
え
る

https://www.facebook.com/yukarispayoga/
https://mijikan.blogspot.com/
https://gutforlife.us/
https://www.lenajapon.com/
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STUDENT  LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

ニュージャージー日本人学校

初等部と中等部で入学式

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
臼
井
治
久
校
長
）
は
11

日
、
初
等
部
１
年
生
と
中
等
部

７
年
生
の
入
学
式
を
実
施
し

た
。
在
校
生
や
保
護
者
が
見
守

る
な
か
、
１
年
生
と
７
年
生
は

し
っ
か
り
し
た
態
度
で
入
学
式

に
臨
む
こ
と
が
で
き
た
。
新
入

生
た
ち
は
い
く
ら
か
緊
張
し
た

面
持
ち
だ
っ
た
が
、
会
が
進
行

す
る
に
つ
れ
こ
れ
か
ら
の
学
校

生
活
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
笑
顔
が
見
ら
れ

た
。
入
学
式
に
先
立
ち
、
新
任

式
、
始
業
式
も
実
施
さ
れ
、
教

員
、
児
童
生
徒
と
も
に
新
し
い

メ
ン
バ
ー
を
迎
え
、
新
た
な
気

持
ち
で
よ
い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ

た
一
日
と
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
（
児
童
生
徒
数
２
６
２

人
、
片
山
隆
校
長
）
は
６
日
、

平
成
最
後
と
な
る
幼
児
部
か
ら

高
等
部
ま
で
合
同
の
入
園
・
入

学
・
始
業
式
を
行
っ
た
。
幼
児

部
年
中
16
人
、
初
等
部
20
人
、

中
等
部
22
人
、
高
等
部
16
人
の

計
74
人
の
新
入
生
は
少
し
緊
張

し
た
面
持
ち
な
が
ら
も
、
晴
れ

や
か
に
こ
の
日
を
迎
え
た
。

来
月
か
ら
元
号
が
「
令
和
」

へ
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
片
山
校

長
は
、
「
令
」
に
は
「
め
で
た

い
、
良
い
、
高
貴
な
」
そ
し
て

「
和
」
に
は
「
平
和
、
み
ん
な

で
仲
良
く
す
る
」
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
文
字
に
込
め
ら
れ
た
意
味

が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、

新
し
い
元
号
の
元
で
新
し
い
ス

タ
ー
ト
を
切
る
生
徒
た
ち
に
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。
来
賓
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
の
中

村
順
一
領
事
は
、
山
野
内
勘
二

大
使
か
ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
し
て
「
土
曜
日
ま
で
補

習
校
に
来
る
意
義
が
あ
る
の
か

と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
補
習
校
で

時
間
を
過
ご
す
こ
と
は
、
間
違

い
な
く
み
な
さ
ん
の
未
来
の
選

択
肢
を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
」
と
激
励
し
た
。

同
校
保
護
会
の
江
川
央
会
長

は
、
新
入
生
の
保
護
者
に
向
け

て
「
子
供
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の

補
習
校
生
活
を
で
き
る
だ
け
長

い
ス
パ
ン
で
考
え
、
高
等
部
卒

業
を
目
標
に
！
」
「
親
も
子
も

無
理
を
し
過
ぎ
ず
、
悩
み
ご
と

は
決
し
て
一
人
で
抱
え
込
ま
な

い
よ
う
に
し
て
、
共
に
楽
し
み

な
が
ら
子
供
達
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
、
歓
迎

の
言
葉
を
贈
っ
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
初
等
部

１
年
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
愛
澄
さ

ん
と
劉
ね
お
君
は
、
ま
ず
幼
児

部
の
子
供
た
ち
に
向
け
て
「
初

め
て
の
学
校
で
ド
キ
ド
キ
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
お

友
達
が
す
ぐ
で
き
る
か
ら
大
丈

夫
」
と
頼
も
し
く
ア
ド
バ
イ
ス
。

そ
し
て
「
今
日
、
初
め
て
教
科

書
を
も
ら
い
ま
す
。
漢
字
の
勉

強
が
今
か
ら
と
っ
て
も
楽
し
み

で
す
」
と
、
大
き
な
声
で
１
年

生
に
な
っ
た
喜
び
を
表
し
た
。

続
い
て
、
初
等
部
６
年
生
、
中

高
等
部
の
代
表
か
ら
も
、
歓
迎

の
言
葉
や
新
入
生
と
し
て
の
決

意
が
語
ら
れ
た
。

Ｎ
Ｙ
補
習
Ｌ
Ｉ
校

74
人
の
新
入
生

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ

ス
、
岡
本
徹
学
園
長
）
は
２
日

に
小
学
部
の
入
学
式
、
３
日
に

幼
児
部
入
園
式
を
行
っ
た
。

緊
張
気
味
の
18
人
の
新
入
生

と
23
人
の
新
入
園
児
が
笑
顔
の

保
護
者
に
手
を
引
か
れ
て
登

園
、
受
付
で
胸
に
お
祝
い
の
名

札
と
花
を
つ
け
て
も
ら
い
、
誇

ら
し
げ
に
会
場
へ
入
場
し
た
。

岡
本
徹
学
園
長
は
「
し
っ
か
り

と
日
本
語
と
英
語
を
学
び
、
世

界
で
活
躍
で
き
る
人
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
言
葉
を
贈

っ
た
。
来
賓
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
総
領
事
館
の
大
橋
建
男
領

事
部
長
か
ら
も
温
か
な
お
祝
い

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
小
学

部
は
２
年
生
以
上
の
児
童
た
ち

が
、
「Y

ou
R
aise

M
e
U
p

」

を
英
語
で
歌
い
新
し
い
仲
間
を

歓
迎
し
た
。

同
学
園
で
は
全
日
制
部
門
を

皮
切
り
に
、
サ
タ
デ
ー
・
サ
ン

デ
ー
部
門
（
上
妻
雅
浩
総
合
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
）
で
、
６
日
に
は

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
校
（
半
場
綾
子
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
）
・
ポ
ー
ト
ワ
シ
ン

ト
ン
校
（
川
添
太
久
真
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
）
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
校

（
牧
野
佳
代
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

で
、
幼
児
部
・
小
学
部
・
中
学

部
・
高
等
部
の
入
園
・
入
学

式
。
７
日
に
は
サ
ン
デ
ー
ス
ク

ー
ル
（
大
村
功
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

で
幼
児
部
と
小
学
部
の
入
園
・

入
学
式
を
実
施
。
総
数
７
０
０

人
を
超
え
た
サ
タ
デ
ー
・
サ
ン

デ
ー
部
門
の
他
に
も
、
フ
ォ
ー

ト
リ
ー
に
あ
る
り
ん
ご
ラ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
語
学
部
門
や
保

育
部
門
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
１
０

３
丁
目
ウ
エ
ス
ト
の
全
日
制
た

ん
ぽ
ぽ
幼
稚
園
を
併
設
す
る
フ

レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
（
河
野

茂
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
の
土
曜
教

室
・
日
曜
教
室
で
も
入
園
入
学

式
が
行
わ
れ
た
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

入
園
・
入
学
式
全
校
で

登　場
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

w
w
w
.n
y
s
e
ik
a
ts
u
.c
o
m

在
校
生
や
保
護
者
が

見
守
る
な
か
緊
張
し
た

面
持
ち
で
入
学
式
に
臨

む
新
７
年
生
た
ち

https://www.joes.or.jp/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
http://ze-edu.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
語
補
習

授
業
校
Ｗ
校
（
片
山
隆
校
長
・

生
徒
数
４
８
６
人
）
は
６
日
、

幼
児
部
か
ら
高
等
部
ま
で
合
同

の
入
園
・
入
学
式
を
行
っ
た
。

今
年
度
か
ら
幼
児
部
に
年
中

も
加
わ
り
、
幼
児
部
50
人
、
初

等
部
64
人
、
中
等
部
18
人
、
高

等
部
27
人
の
計
１
５
９
人
が
希

望
を
胸
に
、
来
賓
や
保
護
者
、

教
職
員
ら
が
温
か
く
見
守
る
な

か
新
し
い
節
目
を
迎
え
た
。

坂
口
一
成
教
頭
は
５
月
か
ら

の
新
元
号
「
令
和
」
の
紹
介
と

と
も
に
、
「
新
し
い
船
出
を
迎

え
る
日
本
と
一
緒
に
、
皆
さ
ん

も
補
習
校
で
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
し
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
た
。
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
国
総
領
事
館
久
米
領
事
は
、

「
皆
さ
ん
に
は
友
達
、
上
級
生
、

先
生
、
保
護
者
が
つ
い
て
い
る

の
で
、
く
じ
け
ず
に
初
志
貫
徹

で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激

励
し
た
。

新
入
生
代
表
の
新
中
等
部
１

年
押
川
正
太
郎
君
は
、
「
補
習

校
は
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
学

ぶ
場
で
あ
り
、
中
等
部
で
は
さ

ら
に
仲
間
た
ち
と
の
絆
を
深
め

充
実
し
た
補
習
校
生
活
を
送
り

た
い
」
と
の
決
意
を
述
べ
、
在

校
生
代
表
の
新
高
等
部
２
年
阿

部
純
子
さ
ん
か
ら
は
、
補
習
校

の
時
間
が
「
貴
重
な
時
間
」
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
新
入
生
へ
温

か
い
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
補
習
校
Ｗ
校

１
５
９
人
が
入
学

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ
ラ
マ
ス
、
久

我
正
次
郎
校
長
）
は
、
６
日
に

入
学
式
を
行
っ
た
。
今
年
は
幼

児
部
年
中
組
17
人
、
初
等
部
55

人
、
中
等
部
26
人
、
高
等
部
19

人
の
合
計
１
１
７
人
が
入
学
。
　

式
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

総
領
事
館
の
外
山
諭
領
事
を
は

じ
め
多
く
の
来
賓
が
臨
席
し
た
。

久
我
校
長
は
幼
児
部
初
等
部
児

童
に
は
「
あ
い
さ
つ
と
返
事
を

し
っ
か
り
し
よ
う
」「
友
だ
ち
を

た
く
さ
ん
作
ろ
う
」、
中
高
等
部

生
に
は
「
自
分
な
り
に
し
っ
か

り
と
し
た
目
標
を
持
ち
、
そ
の

達
成
に
向
け
て
努
力
し
よ
う
」

と
祝
い
の
言
葉
を
贈
っ
た
。
新

児
童
会
長
の
初
等
部
６
年
、
木

村
鉄
平
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
が
仲

間
入
り
す
る
こ
と
を
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
と
も

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
話
し
た
。

入
学
式
に
引
き
続
き
在
校
生

の
始
業
式
も
行
わ
れ
、
42
日
間

（
中
高
等
部
は
43
日
間
）
の
補
習

授
業
校
の
１
年
間
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
授
業
で
真
新
し
い
教
科

書
を
手
に
し
た
子
ど
も
達
は
、

さ
っ
そ
く
詩
の
音
読
や
漢
字
の

学
習
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校

１
１
７
人
が
入
学

プリンストン日本語学校

入園・入学式行う

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
三
井
知
之
校
長
・
生
徒
数
３

３
９
人
）
は
、
７
日
に
入
学

式
・
入
園
式
を
行
っ
た
。

桜
も
咲
き
始
め
た
当
日
、
日

米
両
国
の
国
歌
斉
唱
で
厳
粛
に

始
ま
っ
た
式
で
は
、
三
井
知
之

文
科
省
派
遣
校
長
、
前
田
文
夫

高
等
主
任
か
ら
の
式
辞
、
来
賓

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
館
の

大
橋
建
男
領
事
部
長
、
リ
ー
季

里
理
事
長
、
ヌ
ガ
イ
エ
ン
悠
記

子
父
母
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

新
小
２
か
ら
新
小
１
児
童
に

歓
迎
の
言
葉
と
合
唱
が
贈
ら
れ

た
後
、
小
学
１
年
生
か
ら
高
校

生
ま
で
の
各
担
任
が
児
童
・
生

徒
全
員
の
名
前
を
呼
ぶ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
が
元
気
な
声
で
返
事
を

し
て
立
ち
上
が
っ
た
。
そ
の
後
、

各
教
室
で
新
し
い
教
科
書
を
受

け
取
り
、
早
速
新
学
年
の
授
業

が
始
ま
っ
た
。

幼
稚
部
の
入
園
式
で
は
、
年

少
の
さ
く
ら
組
に
入
園
し
た
子

供
た
ち
が
迎
え
ら
れ
た
。
年
少

組
か
ら
年
長
組
ま
で
の
全
員
の

名
前
が
呼
ば
れ
、
大
き
な
声
や

小
さ
な
声
で
返
事
を
し
て
立
つ

愛
ら
し
い
姿
を
保
護
者
た
ち
は

微
笑
ま
し
く
見
守
っ
て
い
た
。

年
中
の
ゆ
り
組
・
年
長
の
ば
ら

組
の
子
供
た
ち
か
ら
新
入
園
児

に
歓
迎
の
合
唱
が
贈
ら
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
入
園
式

は
終
了
し
た
。

今
年
で
８
回
目
を
迎
え
る
日

本
ク
ラ
ブ
主
催
「
こ
ど
も
の

日
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
イ
ベ
ン
ト
」

が
、
５
月
４
日
（
土
）
午
後
１

時
か
ら
５
時
ま
で
、
日
本
ク
ラ

ブ
（
西
57
丁
目
１
４
５
番
地
）

の
２
階
と
７
階
の
２
会
場
に
て

開
催
さ
れ
る
。

昔
懐
か
し
い
縁
日
の
雰
囲
気

を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
で
、
焼
き

そ
ば
、
た
こ
焼
き
、
か
ら
揚
げ

な
ど
の
食
べ
物
ブ
ー
ス
を
は
じ

め
、
自
分
で
作
っ
て
食
べ
る
巻

き
寿
司
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
フ
ェ

イ
ス
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
、
ス

ー
パ
ー
ボ
ー
ル
釣
り
、
も
れ
な

く
景
品
が
も
ら
え
る
ゲ
ー
ム
各

種
、
和
太
鼓
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が

行
わ
れ
る
。
さ
ら
に
今
年
は
キ

ャ
ン
デ
ィ
ー
ア
ー
ト
や
バ
ル
ー

ン
ツ
イ
ス
ト
も
登
場
す
る
。

参
加
費
は
一
般
大
人
20
ド
ル

（
会
員
15
ド
ル
）
、
３
〜
13
歳
ま

で
の
子
供
10
ド
ル
（
会
員
８
ド

ル
）
、
２
歳
以
下
無
料
。
各
ブ

ー
ス
で
使
え
る
チ
ケ
ッ
ト
が
大

人
４
枚
、
子
供
８
枚
付
き
。
問

い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
電
話

２
１
２
・
５
８
１
・
２
２
２

３

、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

in
fo@
n
ippon

clu
b.org

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w
w
.n
ippon

clu
b.org

を

参
照
。

日
本
ク
ラ
ブ
で
こ
ど
も
の
日

子
供
服
の
ミ
キ
ハ
ウ
ス
は
、

子
供
の
足
の
サ
イ
ズ
測
定
会
を

開
催
す
る
。
27
日
（
土
）
午
前

10
時
か
ら
午
後
６
時
と
、
28
日

（
日
）
正
午
か
ら
午
後
５
時
ま

で
は
ブ
ル
ー
ミ
ン
グ
デ
ー
ル
ズ

内
の
店
舗
（
３
番
街
１
０
０
０

番
地
、
59
丁
目
５
階
）
で
開
催
。

５
月
５
日
（
日
）
午
前
11
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
は
ハ
リ
ソ
ン

の
駅
前
と
ハ
リ
ソ
ン
図
書
館
で

開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
「
ザ
・

マ
ツ
リ
」
で
開
催
。
測
定
会
に

参
加
し
た
子
供
全
員
に
は
無
料

ギ
フ
ト
が
進
呈
さ
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

info@
m
ikihouse-usa.com

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://m
ikihouse-usa.com

を
参
照
。

ミ
キ
ハ
ウ
ス
が

足
サ
イ
ズ
測
定
会

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る

日
系
デ
イ
ケ
ア
の
ス
タ
ー
チ
ャ

イ
ル
ド
（
東
６
丁
目
４
３
５
番

地
１
Ｇ
Ｆ
）
は
、
７
月
と
８
月

に
開
催
す
る
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
申
し
込
み
受
け
付
け
を
開

始
し
た
。
対
象
年
齢
４
歳
か
ら

の
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
は
、
ド
ク
タ
ー
Ｍ
に
よ

る
サ
イ
エ
ン
ス
、
そ
ろ
ば
ん
、

習
字
、
寺
子
屋
、
日
本
語
・
算

数
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
ア
ー
ト
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
な
ど
を
行

う
。
ま
た
水
泳
教
室
、
海
、
博

物
館
へ
の
遠
足
な
ど
の
活
動
も

予
定
。
定
員
８
人
ほ
ど
。

満
６
か
月
か
ら
の
「
平
日
デ

イ
ケ
ア

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
「
日

本
語
に
よ
る
日
本
の
保
育
を
行

い
、
社
会
性
や
協
調
性
、
人
を

思
い
や
る
心
を
育
て
る
」
を
理

念
に
持
ち
、
日
本
語
の
向
上
に

力
を
入
れ
、
日
本
の
保
育
園
と

変
わ
ら
ぬ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供

を
目
指
し
て
い
る
。
問
い
合
わ

せ
・
申
し
込
み
は
電
話
６
４

６
・
５
０
９
・
０
１
４
０
ま

で

。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

http://starchildny
.com

/

を

参
照
。

ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド

夏
期
教
室
受
け
付
け

http://www.kodomony.org
https://satoricollegeplanning.com/
http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
http://starchildny.com
http://www.seido.com
http://asunarokokusai.blogspot.com
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サイン

autograph

Ｑ

昨
年
か
ら
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

に
対
す
る
訴
訟
の
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
、
ア
ジ
ア
系
の
高
校
生
は

特
に
ト
ッ
プ
の
大
学
を
受
験
す

る
の
に
不
利
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

娘
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
日
系

で
９
月
か
ら
12
年
生
で
す
が
、

彼
女
も
人
種
的
に
受
験
に
苦
労

す
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
？
　
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
母
）

Ａ

現
在
ア
メ
リ
カ
の
大
学
を
見

渡
す
と
、
相
対
的
に
ア
ジ
ア
系

の
人
数
は
か
な
り
高
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
例
え
ば
２
０
１
７
年

の
統
計
で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア

大

学

シ

ス

テ

ム(U
C

L
A

,
U

C
B

, U
C

San
D

iego

な
ど)

の

ア
ジ
ア
系
生
徒
数
は
、
全
体
の

40
〜
45
％
を
も
占
め
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
ア
ジ
ア
か
ら
の
留

学
生
を
足
す
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス

は
ア
ジ
ア
系
だ
ら
け
と
い
う
の

も
う
な
ず
け
ま
す
。
今
ま
で
い

わ
ゆ
る
「
マ
イ
ナ
リ
テ
ィ
ー
」

と
呼
ば
れ
て
き
た
の
は
、
白
人

以
外
の
人
種
、
要
す
る
に
ア
ジ

ア
系
を
含
む
有
色
人
種
で
し
た

が
、
近
年
は
勤
勉
で
優
秀
な
ア

ジ
ア
系
の
合
格
者
が
増
加
し
、

学
内
の
人
数
が
増
え
続
け
た
結

果
、
ア
ジ
ア
系
は
ま
る
で
マ
ジ

ョ
リ
テ
ィ
ー
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、

ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
や
そ
の
他
の

ト
ッ
プ
ス
ク
ー
ル
な
ど
、
特
に

ア
ジ
ア
系
に
人
気
が
あ
る
学
校

で
は
顕
著
に
表
れ
て
い
る
傾
向

で
す
。
こ
れ
と
同
時
に
、
ブ
ラ

ッ
ク
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
と
い

っ
た
非
ア
ジ
ア
系
の
マ
イ
ナ
リ

テ
ィ
は
、
ま
だ
ま
だ
生
徒
数
と

し
て
は
少
数
で
す
の
で
、
大
学

側
か
ら
す
る
と

「D
iv

ersity

（
多
様
性
）
」
を
高
め
る
た
め
に
、

こ
れ
ら
の
人
種
的
背
景
を
持
つ

生
徒
を
よ
り
多
く
合
格
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
大
学
側
は
ア
ジ
ア
系

の
人
数
を
減
ら
そ
う
と
い
う
対

策
を
取
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
側
は

こ
れ
を
否
定
し
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

に
対
す
る
訴
訟
は
、
こ
の
よ
う

な
背
景
の
も
と
行
わ
れ
た
も
の

で
す
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
現
在

多
く
の
ア
イ
ビ
ー
リ
ー
グ
で
は

ア
ジ
ア
系
は
約
何
％
か
の
上
限

に
お
さ
え
る
、
と
い
う
暗
黙
の

ラ
イ
ン
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
個
人
個
人
の
受
験
生

か
ら
す
る
と
、
合
格
条
件
を
全

て
ク
リ
ア
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
ア
ジ
ア
系
で
あ
る
と
い

う
理
由
だ
け
で
不
合
格
に
さ
れ

る
の
は
、
全
く
不
平
等
で
差
別

的
で
す
。
ま
た
、
能
力
の
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
の
に
人
種

だ
け
で
優
遇
さ
れ
て
合
格
で
き

る
制
度
も
、
日
本
人
と
し
て
は

理
解
し
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
社
会

の
人
種
問
題
の
根
深
さ
を
象
徴

し
て
お
り
、
社
会
的
に
不
利
と

さ
れ
る
人
種
の
マ
イ
ナ
リ
テ
ィ

ー
を
優
遇
し
て
、
彼
ら
に
社
会

で
成
功
す
る
機
会
を
与
え
る
べ

き
だ
と
い
う
発
想
に
基
づ
き
、

ま
た
そ
の
ほ
う
が
全
体
的
に
は

良
い
社
会
を
作
る
と
い
う
、
マ

ク
ロ
的
な
考
え
が
あ
る
の
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
不
利

に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
な
ん

と
か
自
分
の
人
物
評
価
を
上
げ

る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
ま
ず
、
大
学
が
一
番
ほ

し
く
な
い
タ
イ
プ
は
、
ガ
リ
勉

で
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
ず
、
大
人

し
く
、
社
会
的
弱
者
に
興
味
が

な
く
、
情
熱
が
な
く
社
会
性
に

欠
け
る
よ
う
な
学
生
で
す
。
逆

に
、
好
ま
れ
る
タ
イ
プ
と
し
て

は

、

ア

メ

リ

カ

の

大

学

は

「D
iversity

」
と
い
う
言
葉
に

非
常
に
弱
い
の
で
、
自
分
が
ア

ジ
ア
系
と
し
て
振
る
舞
う
の
で

は

な

く

、

自

分

が

社

会

で

D
iversity

の
向
上
の
た
め
の
活

動
を
し
て
い
る
、
ア
ジ
ア
系
以

外
の
マ
イ
ナ
リ
テ
ィ
ー
や
弱
者

を
助
け
て
い
る
、
ま
た
女
性
の

立
場
向
上
な
ど
に
貢
献
し
て
い

る
。
こ
う
い
っ
た
分
野
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
て
活
動
を

し
て
い
る
受
験
生
は
、
か
な
り

評
価
を
得
ら
れ
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
貧
し
い
国
の
子
供
ら
へ

の
援
助
活
動
を
高
校
で
オ
ル
ガ

ナ
イ
ズ
し
て
行
っ
て
い
た
り
、

ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
、
移
民
の
子
供
ら
に
勉

強
を
教
え
た
り
、
宿
題
を
手
伝

っ
た
り
、

英
語
を
教
え
た
り
す

る
。
こ
れ
ら
は
、
自
分
以
外
の

人
種
や
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
で
不
利
と
言
わ
れ
る

人
達
やSocial

justice

（
社
会

的
公
平
さ
）
の
た
め
に
貢
献
し

て
い
る
の
で
、
非
常
に
大
き
な

意
義
を
持
ち
ま
す
。
そ
し
て
大

学
の
面
接
な
ど
で
は
、
こ
れ
ら

の
活
動
へ
の
信
念
や
目
標
を
、

情
熱
を
持
っ
て
、
ハ
キ
ハ
キ
と

語
れ
る
こ
と
が
最
重
要
と
な
り

ま
す
。
娘
さ
ん
は
、
受
験
だ
け

で
も
大
変
な
こ
と
な
の
に
、
そ

れ
以
上
の
努
力
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
受

験
ま
で
あ
と
約
半
年
で
す
。
是

非
こ
れ
ら
の
点
を
充
実
さ
せ
、

自
分
と
い
う
高
い
人
物
像
が
プ

レ
ゼ
ン
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
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二
〇
一
九
年
、
今
年
こ
そ
は

仮
免
許
を
取
り
ま
す
！
州
に
よ

っ
て
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
十
五
歳
か

ら
仮
免
許
が
取
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
十
六
歳
か
ら
本

物
の
免
許
証
が
取
れ
ま
す
。
仮

免
許
の
テ
ス
ト
の
勉
強
を
始

め
、
や
や
一
ヵ
月
が
経
ち
ま
す
。

冬
休
み
の
間
は
、
や
る
事
も
無

い
の
で
、
勉
強
に
集
中
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
学

校
が
始
ま
り
、
や
る
事
も
多
く

な
り
、
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
学
校
の
宿
題
な
ど
で
仮
免

許
の
勉
強
を
す
る
暇
も
な
い
く

ら
い
で
す
。
し
か
し
、
ア
メ
リ

カ
で
一
番
多
く
使
わ
れ
る
交
通

機
関
は
車
で
す
。
運
転
が
で
き

な
け
れ
ば
、
ど
こ
へ
も
行
け
な

い
ほ
ど
頻
繁
に
使
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
し
っ
か
り
と

学
校
と
勉
強
の
両
立
を
さ
せ
た

い
で
す
。
な
の
で
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
た
て
た
り
し
て
時
間
を

効
率
良
く
使
い
た
い
で
す
。

ほ
か
に
も
、
高
校
で
の
良
い

成
績
を
保
ち
な
が
ら
、
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
で
も
多
く
活
躍
し
た

い
で
す
。
今
の
時
期
か
ら
勉
強

が
一
気
に
難
し
く
な
り
、
宿
題

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
の
課
題

も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
三

月
か
ら
本
格
的
に
テ
ス
ト
期
間

に
入
り
、
さ
ら
に
忙
し
く
な
り

ま
す
。
今
の
う
ち
か
ら
、
復
習

や
予
習
を
始
め
、
備
え
て
お
き

た
い
で
す
。

そ
の
他
に
も
、
色
ん
な
小
さ

な
目
標
も
あ
り
ま
す
。
一
日
一

回
は
笑
う
、
あ
り
が
と
う
と
言

う
、
人
に
良
い
事
、
親
切
な
事

を
す
る
な
ど
。
ほ
か
の
方
々
の

力
に
も
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
で
す
。

二
〇
一
九
年
は
、
自
分
だ
け

で
は
無
く
、
周
り
の
人
も
一
緒

に
楽
し
め
る
一
年
に
し
た
い
で

す
。

（
滞
米
３
年
）

み
な
さ
ん
の
ゆ
め
は
何
で
す

か
。
わ
た
し
の
ゆ
め
は
、
発
明

家
に
な
る
事
で
す
。
発
明
家
に

な
り
た
い
と
思
っ
た
の
は
、
今

か
ら
四
年
前
。
わ
た
し
は
そ
の

こ
ろ
、
伝
記
に
は
ま
っ
て
い
て
、

育
英
の
図
書
館
で
一
冊
の
エ
ジ

ソ
ン
の
本
を
か
り
て
、
感
動
し

た
か
ら
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
エ

ジ
ソ
ン
の
本
に
は
、
心
が
は
じ

け
る
ぐ
ら
い
す
ご
い
言
葉
が
つ

ま
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

エ
ジ
ソ
ン
は
、
二
月
十
一
日

に
た
ん
生
し
ま
し
た
。
学
校
で

は
し
つ
問
を
し
す
ぎ
て
お
い
出

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
エ
ジ

ソ
ン
は
二
回
け
っ
こ
ん
し
ま
し

た
。
一
人
目
は
が
ん
で
死
に
ま

し
た
。
二
人
目
は
、
十
六
才
年

下
で
し
た
。
八
十
四
才
で
死
に

ま
し
た
。
い
が
ん
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
ん
な
一
生
の
中
、
一

〇
九
三
こ
の
発
明
を
し
ま
し

た
。
今
で
も
最
高
記
ろ
く
で
す
。

そ
ん
な
エ
ジ
ソ
ン
の
事
を
も

っ
と
知
り
た
く
な
っ
た
の
で
、

本
に
書
い
て
あ
っ
た
お
家
と
は

く
物
館
に
行
き
た
く
な
り
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
に
た
の
ん
で
み
ま
し

た
。
す
る
と
、
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
は
、
「
い
い
よ
。
」
と
言

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
土
曜
日
に
、
エ

ジ
ソ
ン
の
家
と
は
く
物
館
に
行

っ
て
み
ま
し
た
。
は
く
物
館
は
、

実
さ
い
に
使
っ
て
い
た
研
究
所

だ
っ
た
け
れ
ど
⅔
は
も
え
て
し

ま
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
家
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
、
メ

ン
ロ
パ
ー
ク
に
あ
り
ま
し
た
。

家
は
す
ご
く
で
か
く
て
、
オ
レ

ン
ジ
色
で
し
た
。
帰
り
に
、
庭

に
落
ち
て
い
た
く
り
を
ひ
ろ
い

ま
し
た
。

私
も
色
々
な
発
明
を
考
え
ま

し
た
。

発
明
①
「
穴
空
き
消
し
ゴ
ム
」

見
た
目
は
ふ
通
の
消
し
ゴ
ム
で

す
が
、
穴
が
空
い
て
い
て
、
え

ん
ぴ
つ
を
差
し
こ
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
少
し
重
い
で
す
が
、

消
し
ゴ
ム
に
よ
け
い
な
が
ら
が

つ
い
て
い
な
い
の
で
、
集
中
し

や
す
い
で
す
。
そ
れ
に
、
日
本

の
消
し
ゴ
ム
な
の
で
消
し
や
す

い
と
こ
ろ
も
便
利
な
と
こ
ろ
で

す
。
ち
な
み
に
穴
空
き
消
し
ゴ

ム
は
、
実
さ
い
に
使
っ
て
い
ま

す
。
作
る
の
に
二
年
も
か
か
り

ま
し
た
。

発
明
②
「
何
で
も
レ
ン
ジ
」

ほ
し
い
食
べ
物
を
言
っ
て
、
約

三
分
待
ち
ま
す
。
ア
ラ
ー
ム
が

鳴
っ
た
ら
、
レ
ン
ジ
を
開
け
ま

す
。
す
る
と
、
そ
の
言
っ
た
食

べ
物
が
出
て
き
ま
す
。
他
に
も
、

ロ
ボ
ッ
ト
モ
ー
ド
と
言
う
の
に

す
る
と
、
料
理
の
作
り
方
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
が
あ
れ

ば
、
子
供
で
い
そ
が
し
い
人
や
、

料
理
を
初
め
て
作
る
人
で
も
、

安
全
に
料
理
を
作
れ
ま
す
。

発
明
③
「
み
る
み
る
ペ
ー
パ

ー
」
と
「
み
る
み
る
ペ
ン
シ
ル
」

み
る
み
る
ペ
ン
シ
ル
で
、
ほ
し

い
物
を
み
る
み
る
ペ
ー
ジ
に
書

く
と
、
そ
の
物
が
本
物
に
な
っ

て
出
て
来
ま
す
。
下
手
に
書
く

と
、
下
手
に
出
て
く
る
の
で
、

絵
が
下
手
な
人
は
、
き
れ
い
バ

ー
ジ
ョ
ン
に
し
て
書
く
と
い
い

で
す
。

発
明
④
「
記
お
く
ぐ
る
ぐ
る

ぼ
う
子
」
こ
の
ぼ
う
子
を
か
ぶ

る
と
、
お
も
い
出
し
た
い
記
お

く
が
は
っ
き
り
と
も
ど
っ
て
き

ま
す
。
こ
れ
は
、
記
お
く
し
に

く
い
お
じ
い
さ
ん
に
ゃ
お
ば
あ

さ
ん
が
良
く
使
い
そ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
子
供
も
使
っ
て
い
い

で
す
。

発
明
⑤
「
自
動
お
金
発
見
生

物
」
ぐ
に
ゅ
ぐ
に
ゅ
な
生
物
、

ム
ジ
ナ
モ
は
お
金
を
感
じ
る

と
、
そ
の
お
金
が
あ
る
所
に
行

き
、
見
つ
け
て
く
れ
ま
す
。
で

す
が
お
金
を
発
見
す
る
の
で
、

す
ご
く
お
金
が
か
か
り
ま
す
。

エ
ジ
ソ
ン
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

が
で
き
る
前
に
死
ん
で
し
ま

い
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
は
と
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
だ
か
ら
わ
た
し
が

エ
ジ
ソ
ン
の
か
わ
り
に
な
っ

て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
と
り
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
わ
た
し
の
発

明
は
み
ん
な
の
や
く
に
立
っ
て

ほ
し
い
で
す
。
わ
た
し
の
め
ざ

す
物
は
発
明
家
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
第
二
の
エ
ジ
ソ
ン
で
す
。
　

（
滞
米
４
年
６
か
月
）

私
は
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
で

す
。
両
親
が
日
本
人
な
の
で
、

日
本
語
で
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
二
年
生
の
終
わ
り
こ
ろ
ま

で
は
、
英
語
よ
り
も
日
本
語
の

方
が
、
う
ま
く
話
せ
た
し
、
本

も
た
く
さ
ん
読
み
ま
し
た
。

で
も
三
年
生
こ
ろ
に
な
る
と

だ
ん
だ
ん
英
語
が
お
も
し
ろ
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
読
む
本
も

英
語
の
方
が
多
く
な
っ
て
、
一

週
間
に
一
さ
つ
は
、
読
み
終
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

と
反
対
に
日
本
語
の
本
は
あ
ま

り
読
み
た
く
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
意
味
が
む

ず
か
し
い
よ
う
に
思
っ
た
か
ら

で
す
。

私
は
土
曜
日
に
は
日
本
語
学

校
に
も
通
っ
て
い
る
の
で
、
も

う
少
し
日
本
語
で
話
せ
た
り
、

読
め
た
り
し
た
方
が
い
い
と
、

最
近
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
私
は
「
日
本
語
の

本
を
読
む
」
を
今
年
の
目
標
に

し
て
が
ん
ば
ろ
う
と
決
め
ま
し

た
。
日
本
語
を
読
む
と
も
っ
と

言
葉
を
知
る
と
考
え
た
か
ら
で

す
。
　

私
は
一
日
の
中
で
少
な
く
と

も
二
ペ
ー
ジ
読
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
し
て
日
本
で
買
っ
た

本
を
一
月
か
ら
読
み
始
め
ま
し

た
。
初
め
の
二
、
三
日
は
、
ペ

ー
ジ
の
と
中
で
や
め
た
く
な
り

ま
し
た
。
で
も
自
分
で
決
心
し

た
こ
と
だ
か
ら
が
ん
ば
っ
て
二

ペ
ー
ジ
は
読
み
ま
し
た
。
一
週

間
く
ら
い
た
つ
と
、
思
っ
た
よ

り
も
も
っ
と
多
く
読
め
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に

内
容
も
お
も
し
ろ
く
な
っ
て
、

ど
ん
ど
ん
進
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
毎
日
、
日
本
語

の
本
を
読
み
続
け
た
ら
、
楽
し

ん
で
読
む
よ
う
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
楽
し
ん
で
読
む
と
言
葉

の
意
味
を
今
ま
で
以
上
に
覚
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
き
っ
と

書
く
こ
と
も
話
す
こ
と
も
、
上

手
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
ア
メ
リ
カ
に
住

ん
だ
と
し
て
も
、
私
は
日
本
人

な
の
で
、
日
本
語
が
で
き
た
方

が
い
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
の

目
標
に
決
め
た
、
「
日
本
語
の

本
を
毎
日
読
む
。
」
を
一
冊
で

終
わ
ら
せ
な
い
で
、
二
冊
も
三

冊
も
ず
っ
と
読
ん
で
い
き
た
い

で
す
。
そ
う
す
れ
ば
英
語
と
同

じ
く
ら
い
好
き
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も

一
日
に
二
ペ
ー
ジ
は
、
読
み
続

け
た
い
で
す
。

（
米
国
生
ま
れ
）

□
　
　
□
　
　
□
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「
今
年
の
目
標
」

ジ
ョ
ー
ジ
ア
日
本
語
学
校
（
ア
ト
ラ
ン
タ
補
習
授
業
校
）
小
５

稲
森
　
恵
理
子

今
日
キ
ッ
ズ
で
、
お
茶
会
を

し
ま
し
た
。
ゼ
リ
ー
と
お
茶
を
、

い
た
だ
き
ま
し
た
。
バ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
ー
が
近
い
の
で
、
ハ
ー

ト
が
ゼ
リ
ー
に
は
い
っ
て
い
ま

し
た
。
く
つ
を
ぬ
ぎ
、
せ
い
ざ

を
し
て
す
わ
り
ま
し
た
。
ぼ
く

の
お
茶
は
多
か
っ
た
で
す
。
ゼ

リ
ー
は
黄
色
と
白
色
で
、
半
分

に
切
る
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た

で
す
。
プ
ル
プ
ル
し
て
お
い
し

か
っ
た
の
で
、
ま
た
食
べ
た
い

で
す
。

（
滞
米
11
か
月
）

「今年は」
中部テネシー日本語補習校中３

伊梨　アイコ

（記載学年は応募時のものです）
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「
め
ざ
せ
第
二
の
エ
ジ
ソ
ン
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
い
ろ
は
に
ほ
ん
ご
教
室
小
３

鷲
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舞
子
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新
元
号
が
「
令
和
」
に
決
ま

り
ま
し
た
。

今
上
天
皇
が
ご
在
位
中
に
退

位
、
元
号
が
変
わ
る
こ
と
に
違

和
感
を
示
す
方
も
い
ま
し
た

が
、
桜
の
花
に
囲
ま
れ
た
中
で

国
全
体
が
わ
く
わ
く
し
て
、
希

望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
発
表
を

待
つ
瞬
間
に
立
ち
会
え
て
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
改
め
て

昭
和
か
ら
平
成
に
変
わ
っ
た
30

年
前
の
ニ
ュ
ー
ス
動
画
と
今
回

の
そ
れ
を
見
比
べ
て
み
る
と
、

当
時
の
世
相
と
今
が
ど
れ
だ
け

変
わ
っ
た
の
か
。
ど
こ
が
変
わ

っ
て
い
な
い
の
か
が
肌
感
覚
で

も
よ
く
分
か
っ
て
面
白
い
で

す
。
私
は
こ
う
感
じ
ま
し
た
。

「
愛
国
心
が
強
く
な
っ
て
き
た
」

30
年
前
は
新
元
号
に
馴
染
め
な

い
と
か
、
天
皇
制
度
の
継
続
す

ら
異
議
を
唱
え
る
人
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。
い
っ
そ
の
こ
と

元
号
を
や
め
て
西
暦
に
す
る
方

が
国
際
的
で
か
っ
こ
い
い
と
い

う
声
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
見

る
と
な
ん
か
恥
ず
か
し
い
で

す
。
な
ん
で
で
し
ょ
う
こ
の
感

覚
。
そ
し
て
、
「
空
気
を
読
む

と
い
う
感
性
」
。
当
時
は
自
己

主
張
や
ル
ー
ル
に
縛
ら
れ
な

い
、
型
破
り
な
生
き
方
や
発
言

が
憧
れ
ら
れ
て
い
た
時
代
で
も

あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

私
も
当
時
大
学
生
で
し
た
が
、

「
一
気
一
気
」
と
酒
の
強
さ
を

自
慢
し
た
り
、
学
問
と
し
て
も

時
代
に
一
石
を
投
じ
る
よ
う
な

自
己
陶
酔
し
た
論
文
を
学
府
に

対
し
て
堂
々
と
提
出
す
る
浅
ま

し
さ
が
今
見
返
す
と
顔
が
真
っ

赤
っ
か
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

一
番
感
銘
を
受
け
た
印
象
が

「
受
容
す
る
と
い
う
優
し
さ
」

が
平
成
の
30
年
間
で
培
わ
れ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

本
当
に
30
年
前
の
日
本
は
今

よ
り
も
ず
っ
と
若
く
て
、
当
時

の
国
全
体
の
平
均
年
齢
は
35
歳

く
ら
い
で
、
イ
ケ
イ
ケ
で
ガ
ツ

ガ
ツ
し
て
い
た
。
空
気
も
読
ま

な
い
し
、
受
容
す
る
な
ん
て
敗

北
。
時
代
を
攻
め
る
こ
と
へ
の

賛
辞
に
あ
ふ
れ
て
い
た
気
が
し

ま
す
。
今
は
日
本
全
体
が
高
齢

化
も
進
ん
で
、
い
い
意
味
で
穏

や
か
に
、
優
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
直

近
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
デ
ー
タ
で
は
日

本
全
体
の
平
均
年
齢
は
45
歳
と

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
「
愛
国

心
」「
空
気
を
読
む
」「
受
容
力
」

が
若
い
世
代
の
介
護
や
福
祉
に

も
い
い
影
響
を
与
え
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
期
待
す
る
の
で

す
。
正
直
言
っ
て
、
今
の
50
歳

以
降
の
大
人
た
ち
（
私
も
含
め

て
）
、
し
っ
か
り
し
た
大
人
に

な
り
き
れ
て
い
な
い
と
反
省
す

る
場
面
も
大
い
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
点
、
今
の
若
者
は
私
ら
の

若
い
頃
に
比
べ
る
と
、
世
の
中

の
空
気
が
こ
の
子
た
ち
を
育
て

て
く
れ
て
い
る
全
体
的
に
意
外

に
も
成
熟
し
て
い
る
印
象
が
あ

り
ま
す
。
逆
に
変
わ
っ
て
い
な

い
の
は
「
教
育
」
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
こ
で
教
育
制
度

を
批
判
す
る
気
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
が
改
め
て
提
案
し
て
い

き
た
い
「
学
ん
で
お
い
た
方
が

い
い
」
授
業
科
目
は
、
「
挫
折

し
て
も
再
起
で
き
る
方
法
」

「
お
金
の
稼
ぎ
方
」
「
自
分
と
違

う
人
や
見
た
目
や
価
値
観
を
認

め
る
こ
と
尊
重
で
き
る
こ
と
」

「
国
の
成
り
立
ち
」
で
す
。
計

算
す
る
、
考
え
る
、
暗
記
す
る
、

読
み
取
る
力
は
ま
あ
ま
あ
つ
い

た
か
な
と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ

52
歳
に
な
っ
て
も
も
っ
と
早
め

に
身
に
つ
け
て
い
れ
ば
よ
か
っ

た
の
に
と
思
う
こ
と
が
多
い
で

す
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
ま
た

「
介
護
」
と
合
わ
せ
て
書
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
ず
は
、
こ
れ
か
ら

30
年
後
、
い
や
20
年
後
か
な
。

私
も
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
時

に
、
そ
の
他
大
勢
の
能
無
し
の

役
立
た
ず
の
老
人
の
よ
う
に
扱

わ
ず
、
自
分
が
生
き
て
き
た
プ

ラ
イ
ド
や
個
性
を
認
め
て
く
れ

て
、
こ
の
将
来
の
お
じ
い
さ
ん

を
優
し
く
看
取
っ
て
欲
し
い
な

と
切
に
思
う
の
で
す
。

平
成
時
代
も
残
り
約
10
日
と

な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
そ
れ
ぞ

れ
の
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
い

お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
ま

せ
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
（
介
護
甲
子
園
）

理
事

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

平
成
の
最
後
に
思
う
こ
と

80

私
は
今
、
ド
イ
ツ
で
発
達
障

害
・
機
能
障
害
を
持
つ
子
供
た

ち
の
た
め
の
ニ
ュ
ー
ロ
・
プ
ラ

ス
テ
ィ
シ
テ
ィ
・
セ
ラ
ピ
ー
を

勉
強
し
て
い
ま
す
。
全
課
程
１

年
半
の
コ
ー
ス
の
初
め
の
３
日

は
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
後
１
年
の

間
に
、
将
来
そ
の
子
の
人
格
の

基
礎
と
な
る
心
身
の
動
き
の
機

能
を
ど
の
よ
う
に
し
て
発
達
さ

せ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
で

す
。
昨
日
は
赤
ち
ゃ
ん
の
感
情

を
読
む
練
習
で
し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
の
目
は
、
ま
だ
大

人
の
目
の
よ
う
に
は
物
事
を
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
大
人

は
目
か
ら
入
っ
て
く
る
情
報
に

過
去
の
経
験
を
も
と
に
し
た
フ

ィ
ル
タ
ー
を
か
け
て
、
受
け
入

れ
る
か
否
か
を
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
こ

の
選
択
機
能
が
発
達
し
て
お
ら

ず
、
目
か
ら
入
っ
て
く
る
す
べ

て
の
情
報
を
お
腹
（
五
臓
六
腑
）

の
中
で
感
じ
取
る
の
で
す
。
こ

の
機
能
が
前
回
の
コ
ラ
ム
で
お

話
し
し
た
「
心
で
観
る
」
機
能

で
す
。
目
と
い
う
玄
関
か
ら
入

っ
て
き
た
情
報
と
い
う
全
て
の

お
客
様
を
ウ
ェ
ル
カ
ム
す
る
の

は
、
お
腹
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、

私
た
ち
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
「
観
る
」
機
能
を
持
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
、
恐
れ
を
知
ら

ず
興
味
関
心
の
向
く
ま
ま
行

動
・
移
動
し
始
め
ま
す
。
何
に

で
も
手
を
伸
ば
し
、
口
に
入
れ

る
こ
と
で
世
の
中
を
学
ん
で
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
何
か
あ
る

ご
と
に
止
ま
っ
て
お
母
さ
ん

（
あ
る
い
は
主
な
ケ
ア
・
ギ
バ

ー
）
を
振
り
返
り
ま
す
。
こ
の

時
、
ア
イ
・
コ
ン
タ
ク
ト
で
お

母
さ
ん
の
感
情
を
読
み
取
る
わ

け
で
す
が
、
目
を
通
し
て
相
手

を
感
じ
る
と
き
、
お
腹
の
中
で

何
か
不
思
議
な
生
命
体
が
蠢
く

よ
う
な
体
感
が
生
じ
ま
す
。
ム

ー
ミ
ン
谷
の
ニ
ョ
ロ
ニ
ョ
ロ
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
　
ま
る

で
あ
の
ニ
ョ
ロ
ニ
ョ
ロ
た
ち
が

所
狭
し
と
動
い
て
い
る
よ
う

な
、
妙
な
感
覚
な
の
で
す
。
こ

の
ニ
ョ
ロ
ニ
ョ
ロ
た
ち
の
動
き

は
、
目
か
ら
入
っ
て
き
た
お
母

さ
ん
の
感
情
と
い
う
情
報
の
反

映
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

ニ
ョ
ロ
ニ
ョ
ロ
の
動
き
が
作
り

出
す
体
感
が
、
赤
ち
ゃ
ん
の
感

情
の
始
ま
り
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん

は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
お
母
さ

ん
か
ら
感
情
を
学
ぶ
こ
と
に
な

り
ま
す
。
相
手
の
感
情
を
お
腹

で
処
理
、
つ
ま
り
消
化
す
る
の

で
す
。
こ
の
消
化
力
が
実
は
私

た
ち
の
「
観
る
」
力
な
の
で
す
。

お
母
さ
ん
が
、
落
ち
つ
い
て
優

し
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

赤
ち
ゃ
ん
は
安
心
し
て
、
さ
ら

な
る
人
生
の
冒
険
を
続
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
「
お
母

さ
ん
の
存
在
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ

た
冒
険
」
と
い
う
経
験
が
、
大

人
に
な
っ
た
時
の
自
信
の
基
礎

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
赤
ち
ゃ

ん
に
、
嘘
、
偽
り
は
通
用
し
ま

せ
ん
。
で
す
か
ら
、
お
母
さ
ん

が
不
安
に
な
っ
て
い
る
と
赤
ち

ゃ
ん
も
不
安
に
な
り
ま
す
し
、

イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
と
赤
ち
ゃ

ん
も
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
い
ま

す
。真

実
を
見
抜
く
能
力
で
あ
る

「
観
る
」
力
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の

時
に
は
す
べ
て
の
人
が
持
つ
自

然
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

「
観
る
」
力
は
、
消
化
力
そ
の

も
の
で
あ
り
感
情
力
の
主
体
で

も
あ
る
の
で
す
。
周
囲
を
見
れ

ば
お
分
か
り
か
と
思
い
ま
す

が
、
せ
っ
か
く
の
神
様
の
贈
り

物
は
、
現
代
で
は
多
く
の
人
の

人
生
に
お
い
て
閉
ざ
さ
れ
て
い

ま
す
。
で
も
、
ご
安
心
を
。
一

度
閉
ざ
さ
れ
て
も
、
も
う
一
度

開
く
方
法
が
存
在
す
る
の
で

す
。

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子：

米
国
栄

養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認
定

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ

認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ
ル
デ

ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
認
定

プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
。
１
０

０
％
健
康
で
幸
せ
な
人
生
の
た

め
の
「
マ
キ
コ
メ
ソ
ッ
ド
」
を

考

案

。N
atural

H
ealing

A
rtists

創

業

者

兼

代

表

。

NaturalHealingA
rtists.com

第
５
回
　
　
観
る
力
の
発
達

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
基
金

と
広
告
会
社
Ｊ
Ｃ
ド
ゥ
コ
ー
は

こ
の
ほ
ど
、
Ｎ
Ｙ
市
内
の
バ
ス

停
１
０
０
か
所
に
写
真
家
エ

ル
・
ぺ
レ
ス
さ
ん
の
作
品
を
飾

り
、
バ
ス
停
を
今
夏
、
小
規
模

な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
化
す
る
計
画
を

発
表
し
た
。

３
４
０
０
か
所
の
バ
ス
停
を

管
理
す
る
Ｊ
Ｃ
ド
ゥ
コ
ー
社
と

同
基
金
は
毎
年
、
バ
ス
停
の
ガ

ラ
ス
張
り
の
ブ
ー
ス
を
利
用
し

て
、
14
週
間
の
写
真
展
示
を
行

っ
て
い
る
。
ブ
ロ
ン
ク
ス
出
身

の
ペ
レ
ス
さ
ん
は
、
長
年
同
市

を
撮
り
続
け
て
お
り
、
８
月
13

日
に
ス
タ
ー
ト
す
る
同
企
画
で

は
「
フ
ロ
ム
・
サ
ン
・
ト
ゥ
・

サ
ン
（
太
陽
か
ら
太
陽
へ
）
」

と
題
し
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
を
撮
影

し
た
新
作
を
発
表
す
る
。

待ち時間も悪くない

バス停がミニ美術館に
市内100か所で写真展

乳
が
ん
・
卵
巣
が
ん
患
者

支
援
団
体
「
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
」

日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
26
日

（
金
）
曜
午
後
６
時
か
ら
８
時

ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系

人
会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
＝
西
45
丁
目

49
番
地
11
階
）
で
第
４
回
勉

強
会
「
も
っ
と
知
り
た
い
医

療
債
務
（M

edical
D
ebt

）

の
こ
と
」
を
開
催
す
る
。
Ｊ

Ａ
Ａ
主
催
の
第
11
回
サ
ク
ラ

ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
の
一
環
で
、

共
催
は
Ｊ
Ａ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
、
後
援
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
総
領
事
館
。

パ
ネ
リ
ス
ト
は
乳
が
ん
患

者
で
同
団
体
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
の
小
杉
祐
子
さ
ん
と
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
の

北
川
な
つ
子
さ
ん
。
「
多
額
の

医
療
債
務
を
負
っ
て
し
ま
う

こ
と
を
防
ぎ
、
医
療
債
務
請

求
に
対
応
す
る
た
め
の
権
利
、

法
律
を
学
び
ま
し
ょ
う
」
と

題
し
て
、
米
国
の
医
療
費
の

対
処
法
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
説
明
す
る
。

参
加
無
料
、
要
予
約
。
参

加
申
し
込
み
は
電
話
２
１

２
・
８
４
０
・
６
９
４
２
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

info@
jaany.org

（
Ｊ
Ａ
Ａ
）

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トh
ttps://sh

arejp.org

を

参
照
。

小杉さん 北川さん

米
国
の
医
療
費
請
求
を
解
説

多
額
債
務
を
防
ぐ
に
は
？

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
が
勉
強
会

http://op-ed.jp
http://www.nikkeius.com
https://www.mtckitchen.com
https://www.suhakobi.com
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オペラ座の怪人
The Phantom of the Opera
Majestic Theatre
247 W. 44th St. 
(bet 7th & 8th Aves)
$29.00〜$209.00 2h30m
www.thephantomoftheopera.com

© Broadway.  com 

パリのオペラ座の地下に棲む怪人

の、歌姫クリスティンへの悲恋物

語。ある日クリスティンは、怪人

の仮面を剥いでしまう。

--------------------------------------------------

シカゴ
Chicago
Ambassador Theatre
219 W. 49th St. 
(bet Broadway & 8th Ave)
$49.50〜$189.00 2h30m
www.chicagothemusical.com
1920年代のシカゴ台。愛人殺し

の罪を逃れたコーラスガール、

ロキシーは悪徳弁護士と組みス

キャンダルで一躍有名になる。

--------------------------------------------------

ライオン・キング
The Lion King
Minskoff Theatre
1515 Broadway 
(corner of 45th St)
$99.00〜$299.00 2h30m
www.disney.go.com/disney
theatrical

© Broadway.  com

無実の父親殺しの罪で王国を追

われたライオン、シンバが、新

しい仲間と出会い、やがて勇敢

な「ライオンの王」に成長する

までの物語。

--------------------------------------------------

ウィキッド
Wicked
Gershwin Theatre
222 W. 51st St. 
(bet Broadway & 8th Ave)
$89.00〜$252.00 2h45m
www.wickedthemusical.com
物語は『オズの魔法使い』のラ

スト、西の魔女エルファバの死

から始まる。その死に狂喜する

オズの人々を前に、エルファバ

の親友が現れる。

--------------------------------------------------

ブック・オブ・モルモン
The Book of Mormon  
Eugene O'Neill Theater
230 W. 49th St.
(bet Broadway & 8th Ave)
$69.00〜 $199.00    2h30m
www.bookofmormonbroadway.com

© Broadway.  com 

モルモン教徒の青年ふたりがソ

ルトレイクシティから可能な限

り遠くへ伝道に行った先はウガ

ンダ。過激なブラックジョーク

の意欲作。

キンキーブーツ
Kinky Boots
Al Hirschfeld Theatre
302 W. 45th St.

（bet 8th & 9th Aves）
$55.00〜$199.00 2h30m
http://kinkybootsthemusical.com
実在の靴メーカー、W. J. ブルッ

クス社がモデルの実話。「差別

や偏見を乗り越えた時、世界は

変わって見える」。2005年英映

画のミュージカル化作品。

--------------------------------------------------

ビューティフル：
キャロル･キング物語
Beautiful:
The Carol King Story
Stephen Sondheim Theatre
124 W. 43rd St.
(bet. 6th Ave. & Broadway)
$59.00〜$249.00 2h20m
www.beautifulonbroadway.com
世界中で大ヒットしたセカンド

アルバム「つづれおり」で知ら

れるシンガー･ソングライターの

半生を描いた新作。

--------------------------------------------------

アラジン
Aladdin
New Amsterdam Theatre
214 W. 42th St.
(bet 7 th & 8 th Aves)
$57.50〜$215.00  2h30m 
www.aladdinthemusical.com

「アラジンと魔法のランプ」が

アカデミー賞受賞作曲家の名曲

で登場。魔法のランプが巻き起

こす大冒険、そしてロマンス。

--------------------------------------------------

ハミルトン
Hamilton
Richard Rodgers Theatre
226 W. 46th St
(bet. Broadway & 7th Ave.)
$350.00 〜$849.00 2h55m
www.broadway.com

© Broadway.  com 

合衆国憲法の起草者の一人、ア

レ キ サ ン ダ ー ・ ハ ミ ル ト ン

（1755-1804）の生涯をヒップホ

ップにのせて描く。

--------------------------------------------------

ウェイトレス
Waitress
Brooks Atkinson Theatre
256 W. 47th St.
(bet 7th & 8th Ave)
$79.00〜299.00 2h30m
www.waitressthemusical.com

© Broadway.  com

気鋭のシンガーソングライター、

サラ・バリレスの楽曲で同名映

画が舞台化。南部の田舎でウェ

イトレスとして働くジェンナが

予想外の妊娠をきっかけに、本

当の幸せに目覚めていく。

--------------------------------------------------

ディア・エヴァン・ハンセン
Dear Evan Hansen
Music Box Theatre
239 W.45th St.
(bet.7th & 8th Aves)
$119.00~$299.00 2h30m
http://www.broadway.com
自分の存在を誰もが気にして来

なかったエヴァンは、突然一通

の手紙によって一躍有名にな

り、誰もが知りたく近づきたい

存在になったが…。

--------------------------------------------------

カム・フロム・アウェー
Come From Away
Schoenfeld Theatre
236 W.45th St.
(bet. Broadway & 7th Ave.)
$69.00- $227.00  1h40m
www.broadway.com
カナダの小さい町ガンダーで実

際にあった話に基づく舞台。９

月11日、38機の飛行機と乗客６

千人超が緊急避難。文化や言語

を越えて町民は客人をもてなす。

カナダ発ミュージカル。

--------------------------------------------------

バンドビジット
The Band's Visit
Ethel Barrymore Theatre
243 W.47th St.
(bet. Broadway & 7th Ave.)
$49.00~$931.00  1h30m
www.broadway.com

© Broadway.  com

エジプトの警察音楽隊が公演旅

行でイスラエルに入国する。予

定外の砂漠の真ん中の町に行く

はめに。灼熱の太陽のもと、音

楽隊員たちの思わぬ交流が始ま

る。2018年トニー賞10部門受賞。

--------------------------------------------------

フローズン
Frozen
St.James Theatre
246 W.44th St.
(bet. 7th & 8th Aves)
$82.50〜$299.00 2h30m
www.frozenmusical.com

© Broadway.  com

同名映画（邦題：アナと雪の女

王）で一世風靡した名作が舞台

に。映画版に新曲も加えたディ

ズニーミュージカル最新作。

--------------------------------------------------

マイ・フェア・レディ
My Fair Lady
Vivian Beaumont Theater
150 W.65th St.
(Lincoln Plaza)
$97.00〜$325.00 2h55m
www.lincolncenter.org

「王様と私」や「南太平洋」の再

演でトニー賞を着実に受賞する

演出家バートレット・シャーが、

名作を豪華絢爛な新演出で再演。

©Joan  Marcus

--------------------------------------------------

ミーン・ガールズ
Mean Girls
August Wilson Theatre
245 W.52nd St.
(bet. 7th & 8th Aves)
$79.50〜$299.50  2h30m
meangirlsonbroadway.com
2004年の同名映画の舞台化、学

園コメディー。アフリカで育っ

たケイディにとって規則でがん

じがらめのシカゴ郊外の学園生

活はいかに。

------------------------------------------------

プリティーウーマン
Pretty Woman
Nederlander Theatre
208 W.41st St.
(bet.Broadway & 7th Ave.)
$99.00 〜169.00 2h35m
www.broadyway.com
ウォール街の青年実業家とコー

ルガール。援助交際から本当の

恋愛が生まれる。著名コメディ

ー映画を舞台にした新作。

--------------------------------------------------

キングコング
KIng Kong
Broadway Theatre
1681Broadway
(50 & 51 Sts)
$49.00 〜200.00  2h30m
www.broadyway.com

©Joan  Marcus

ロボット工学と人形劇と舞台芸

術が融合した革新的ステージで、

2000ポンドに20階建て相当の巨

大キングコングが現れる。女優

と映画人のカップルが1930年代

のニューヨークから未知の島ま

で冒険の旅に出る。

--------------------------------------------------

プロム
The Prom
Longacre Theatre
220 W.48th St.
(bet. Broadway & 7th Ave.)
$49:00〜$199:00 2h15m
www.theprommusical.com

©Denn van Meer

レズビアンカップルの女子高校

生が、プロム（卒業パーティー）

に参加しようとしたらプロム自

体が中止に。メディアで放送さ

れ全米中の話題となった二人の

行動が周囲を変えていく。

--------------------------------------------------

キス・ミー・ケイト
Kiss Me, Kate
Studio 54
254 W.54th St.
(bet. Broadway & 7th Ave.)
＄59.00〜$129.00 2h30m
www.broadyway.com

© Broadway.  com

シェイクスピアの「じゃじゃ馬

ならし」をベースに1948年に発

表されたコール・ポーター作

詞・作曲の古典コメディー。渡

辺謙と「王様と私」で共演した

実力派のケリー・オハラが出演。

--------------------------------------------------

ビー・モア・チル
Be More Chill
Lyceum Theatre
149 W.45th St.
(bet. 6th Ave. & Broadway)
$49.00〜$250.00 2h30m
www.broadyway.com
同名小説を基に昨年オフブロー

ドウエーで上演され、連日完売

となった話題作。ニュージャー

ジー州のごくありふれた高校を

舞台に繊細な青年の心を描く。

--------------------------------------------------

エイント・トゥー・プ
ラウド
Ain't  Too Proud

Imperial Theatre
249 W.45th St.
(bet. Broadway & 7th Ave. )
$49.00〜$250.00 2h30m

www.broadyway.com

© Broadway.  com

「ソウルの皇帝」と称されるテン

プテーションズの紆余曲折の誕

生物語を歌と踊りで綴る。

--------------------------------------------------

ザ・シェール・ショー
The Sher Show
Neil Simon Theatre
250 W.52th St.
(bet. Broadway & 7th Ave. )
$59.00〜$250.00 2h40m
www.broadyway.com
米エンタメ世界に君臨する歌手

のシェールの波瀾万丈の人生を、

ヒット曲にのせて３人の女優が

演じる新作。

--------------------------------------------------

トッツィー
Toosie
Marquis Theatre
46th St.
(bet. Broadway & 8th Ave.)
$79.00〜$149.00 2h35m
www.broadyway.com
才能はあるのに仕事が見つから

ない俳優マイケルが女装して引

き起こす喜劇。1982年の同名人

気映画の新作舞台。

--------------------------------------------------

オクラホマ！
Oklahoma!
Circle In The Square Theatre
235 W.50th St.
(bet. 7th & 8th Aves)
$69.50〜$249.50 2h45m
www.broadyway.com
1943年初演の名作、９月までの

限定公演。

チケット料金（券面）は4/1〜4/30のものです。
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日
本
の
捕
鯨
の
正
当
性
を
主

張
す
る
映
画
「
ビ
ハ
イ
ン
ド
・

ザ
・
コ
ー
ヴ
（B

ehind
T

H
E

C
O

V
E

）
」
が
22
日
（
月
）
午

後
５
時
か
ら
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ

（
西
１
２
０
丁
目
５
２
５
番
地
、

Ｇ
Ｄ
Ｈ
１
７
７-

１
７
９
室
）

で
上
映
さ
れ
る
。
同
大
ア
ー
ス

デ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
、
主
催

は
同
大
フ
レ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ジ

ャ
パ
ン
。

日
本
政
府
は
昨
年
12
月
26
日

に
国
際
捕
鯨
委
員
会
（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）

か
ら
の
脱
退
を
表
明
、
今
年
６

月
30
日
に
は
正
式
に
脱
退
し
、

７
月
１
日
に
は
商
業
捕
鯨
を
再

開
す
る
。
今
後
、
世
界
か
ら
の

批
判
や
物
議
を
呼
ぶ
事
が
予
想

さ
れ
る
な
か
で
の
上
映
会
。
こ

れ
ま
で
主
だ
っ
た
教
育
機
関
で

は
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
た

「
ザ
・
コ
ー
ヴ
」
を
上
映
す
る

こ
と
が
多
く
、
捕
鯨
問
題
に
は

反
対
一
色
だ
っ
た
。
同
作
は
捕

鯨
賛
否
の
両
者
の
主
張
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
取
材
し
た
作
品
で
、

教
育
機
関
の
公
式
イ
ベ
ン
ト
で

の
上
映
は
初
め
て
。
上
映
後
は

八
木
景
子
監
督
と
の
質
疑
応
答

や
懇
親
会
が
行
わ
れ
る
。

入
場
無
料
（
要
写
真
付
Ｉ

Ｄ
）
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ル

ei2232@
tc.colu

m
bia.edu

ま
で
。

日
本
の
捕
鯨
の
正
当
性
主
張
す
る
映
画

「
ビ
ハ
イ
ン
ド
・
ザ
・
コ
ー
ヴ
」

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
22
日
上
映

Ｔ
レ
ッ
ク
ス
（
テ
ィ
ラ
ノ
サ

ウ
ル
ス
）
や
ス
ピ
ノ
サ
ウ
ル
ス

な
ど
、
40
体
の
実
物
大
の
恐
竜

を
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
説
明
付
き
で

見
学
で
き
る
「
ダ
イ
ナ
ソ
ー
・

サ
フ
ァ
リ
・
ラ
イ
ド
」
が
今
月

19
日
（
金
）
か
ら
11
月
３
日

（
日
）
ま
で
の
期
間
限
定
で
、

ブ
ロ
ン
ク
ス
動
物
園
（
サ
ウ
ザ

ン
ブ
ル
バ
ー
ド
２
３
０
０
番

地
）
に
登
場
す
る
。
ア
メ
リ
カ

で
最
大
規
模
と
な
る
ダ
イ
ナ
ソ

ー
・
サ
フ
ァ
リ
。
恐
竜
は
自
然

な
動
き
を
す
る
ア
ニ
マ
ト
ロ

ン
・
ロ
ボ
ッ
ト
で
、
子
供
だ
け

で
な
く
大
人
も
楽
し
め
る
。

入
場
料
は
大
人
（
13
歳
以
上
）

が
39
ド
ル
95
セ
ン
ト
、
シ
ニ
ア

（
65
歳
以
上
）
が
34
ド
ル
95
セ

ン
ト
、
子
供
（
３
〜
12
歳
）
が

29
ド
ル
95
セ
ン
ト
、
２
歳
以
下

は
無
料
。
チ
ケ
ッ
ト
は
オ
ン
ラ

イ
ン
か
ら
購
入
で
き
る
。
詳
細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

B
ronxZoo.com

を
参
照
。

ブロンクス動物園

期間限定のサファリライド

実物大の恐竜

『われらの時代』は蔵原惟繕監督の問題作。フランス留
学を目指す主人公が、日常的、社会的な矛盾や葛藤に苛ま
れながらも、何の選択もできずにだらしなく生き続けてい
く。（59年。出演・小泉静夫　長門裕之　山本勝　小高雄
二）。『狂熱の季節』は、蔵原惟繕監督による日活ニューウ
ェーブの代表作。少年鑑別所を出たばかりの２人の男と女
友達が、ひたすら無為な悪事を繰り返し、新聞記者の男と
その恋人を巻き込んでいく。（60年。出演・川地民夫｡ 長
門裕之　松本典子）。『血は渇いてる』は、マスメディアと
広告業界を主題に、その消費至上主義を痛烈に批判した吉
田喜重監督の第２作目。（1960年。出演・佐田啓二　岩崎
加根子　三上真一郎　芳村真理）。『悪人志願』は『飼育』
（62年）、『白昼の通り魔』（66年）、『少年』（69年）などを
執筆した田村孟が、松竹時代に監督をつとめた唯一の作品。
ある鉱山の飯場を舞台に、心中に失敗し生き残ってしまっ
た女、長男を失った有力者の一族たち、逃亡中の殺人者の
男らが、異様な関係性を織りなしていく愛憎劇。松竹ヌー
ヴェルヴァーグの思想を体現する作品でありながら、海外
での認知度は低く、日本国内でも歴史的に評価されていな
い隠れた傑作。（60年。出演・炎加世子　津川雅彦　渡辺
文雄　月丘昌美）。『武士道無残』は松竹京都撮影所が、松
竹大船撮影所に続くべく新人の森川英太朗監督を抜擢し、
森川自身の脚本によって演出された時代劇ヌーヴェルヴァ
ーグの第一弾。（60年。出演・森美樹　高千穗ひづる　山
下洵一郎　渡辺文雄）。『彼女だけが知っている』は、松竹
ヌーヴェルヴァーグを牽引した高橋治監督のデビュー作
品。（1960年。出演・笠智衆　水戸光子　小山明子　渡辺
文雄）。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
Ｊ
Ｓ
＝
東
47
丁
目
３
３
３
番

地
）
は
、
グ
ロ
ー
バ
ス
映
画
シ

リ
ー
ズ
『
も
う
ひ
と
つ
の
日
本

の
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ー
グ
〜
１

９
５
８-

６
１
年
の
ラ
ジ
カ
ル

映
画
〜
』
11
作
品
を
27
日
（
土
）

ま
で
上
映
、
好
評
だ
。

同
シ
リ
ー
ズ
で
は
第
２
次
世

界
大
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期

で
あ
っ
た
１
９
５
０
年
代
末
か

ら
１
９
７
０
年
代
に
出
現
し
た

日
本
映
画
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
で

政
治
や
性
、
犯
罪
者
側
か
ら
見

た
犯
罪
な
ど
も
含
め
従
来
の
日

本
映
画
で
は
あ
ま
り
描
か
れ
て

こ
な
か
っ
た
題
材
を
扱
う
こ
と

に
特
徴
が
あ
っ
た
日
本
ヌ
ー
ヴ

ェ
ル
ヴ
ァ
ー
グ
の
中
か
ら
、
国

際
的
に
も
認
知
度
が
高
い
大
島

渚
監
督
や
篠
田
正
浩
監
督
ら
の

巨
匠
監
督
で
は
な
く
、
蔵
原
惟

繕
監
督
や
山
際
永
三
監
督
な
ど

あ
ま
り
世
に
は
知
ら
れ
て
い
な

い
映
画
監
督
が
１
９
５
８
年
か

ら
61
年
に
か
け
て
制
作
し
た
米

国
未
公
開
作
品
や
短
編
作
品
を

含
む
11
作
品
に
注
目
し
て
、
日

本
ヌ
ー
ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ー
グ
を
違

う
角
度
か
ら
捉
え
て
紹
介
す

る
。

▽
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
＝
20
日
（
土
）

午
後
４
時
30
分
「
わ
れ
ら
の
時

代
」
、
午
後
７
時
「
狂
熱
の
季

節
」
。
23
日
（
火
）
午
後
７
時

「
血
は
渇
い
て
る
」
。
26
日
（
金
）

午
後
７
時
「
悪
人
志
願
」
。
27

日
（
土
）
午
後
５
時
「
武
士
道

無
残
」
、
午
後
７
時
「
彼
女
だ

け
が
知
っ
て
い
る
」
。

入
場
料
は
一
般
14
ド
ル
、
シ

ニ
ア
・
学
生
11
ド
ル
、
Ｊ
Ｓ
会

員
10
ド
ル
。
３
作
品
以
上
同
時

購
入
で
各
券
２
ド
ル
ず
つ
割
引

き
と
な
る
。
ま
た
、
全
作
品
を

観
ら
れ
る
オ
ー
ル
ア
ク
セ
ス
パ

ス
は
63
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入

は
Ｊ
Ｓ
窓
口
の
電
話
２
１
２
・

７
１
５
・
１
２
５
８
ま
た
は
窓

口
で
月
曜
〜
金
曜
の
午
前
11
時

〜
午
後
７
時
、
土
・
日
曜
（
展

覧
会
開
催
中
の
み
午
前
11
時
〜

午
後
５
時
）
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.japansociety

.org

か

ら
も
購
入
で
き
る
。

日本ヌーベルヴァーグ
映画好評上映中
JSで27日まで11作品

The Warped Ones ©1960 Nikkatsu Corporation

The Samurai Vagabonds©1960 Shochiku Co., Ltd.

https://america-keitai.com/
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「
シ
ョ
コ
ラ
」（
１
９
８
８
年
）、

「
パ
リ
、
18
区
、
夜
」
（
94
年
）

で
知
ら
れ
る
フ
ラ
ン
ス
人
監
督

ク
レ
ー
ル
・
ド
ゥ
ニ
監
督
に
よ

る
初
の
英
語
作
品
だ
。
宇
宙
を

舞
台
に
し
た
Ｓ
Ｆ
ス
リ
ラ
ー
と

も
Ｓ
Ｆ
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
と
も

言
え
る
神
秘
さ
を
た
た
え
た
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
だ
。

ド
ゥ
ニ
監
督
は
キ
ャ
ス
テ
ィ

ン
グ
に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
。
「
レ
ッ
ト
・
ザ
・
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
・
イ
ン
」
（
17
年
）

で
コ
ン
ビ
を
組
ん
だ
フ
ラ
ン
ス

人
女
優
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
・
ビ
ノ

シ
ュ
を
こ
の
物
語
の
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
的
な
役
柄
で
起
用
し

た
の
は
ト
ゥ
ニ
ら
し
い
選
択

だ
。
ビ
ノ
シ
ュ
が
内
に
秘
め
る

怪
し
げ
な
魅
力
が
宇
宙
と
い
う

不
可
解
な
空
間
と
う
ま
く
溶
け

合
う
。

意
外
性
を
つ
く
の
が
ロ
バ
ー

ト
・
パ
テ
ィ
ン
ソ
ン
の
主
役
抜

擢
だ
。
パ
テ
ィ
ン
ソ
ン
と
い
え

ば
「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
」
シ
リ
ー

ズ
で
ブ
レ
イ
ク
し
、
ギ
ャ
ラ
で

は
Ａ
級
リ
ス
ト
俳
優
の
仲
間
入

り
を
し
た
人
気
俳
優
。
し
か
し

そ
の
人
気
を
追
い
風
に
ラ
ブ
ロ

マ
ン
ス
や
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
い

わ
ゆ
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
ド
ル
箱

路
線
に
は
乗
ら
ず
、
ク
ロ
ー
ネ

ン
バ
ー
グ
監
督
の
「
コ
ス
モ
ポ

リ
ス
」
や
サ
フ
デ
イ
兄
弟
監
督

の
「
グ
ッ
ド
・
タ
イ
ム
」
な
ど

作
品
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
重
視
の

キ
ャ
リ
ア
を
積
み
上
げ
て
い

る
。
彼
の
内
面
に
潜
む
何
か
、

に
ド
ゥ
ニ
監
督
は
惹
か
れ
た
の

だ
ろ
う
。
本
作
は
フ
ラ
ン
ス
の

科
学
研
究
所
に
在
籍
す
る
宇
宙

物
理
学
者
オ
レ
リ
ア
ン
・
バ
ロ

ー
の
協
力
を
得
て
い
る
。
共
演

は
「
サ
ス
ペ
リ
ア
」
（
18
年
）

の
ミ
ア
・
ゴ
ス
、
米
ラ
ッ
パ
ー
、

ア
ン
ド
レ
３
０
０
０
ら
。

モ
ン
テ
（
パ
テ
ィ
ン
ソ
ン
）

が
幼
い
娘
ウ
ィ
ロ
ウ
を
あ
や
し

て
い
る
。
ご
は
ん
を
食
べ
た
り
、

お
風
呂
に
入
っ
た
り
と
ど
こ
に

で
も
見
ら
れ
る
父
娘
の
や
り
取

り
だ
。
周
り
の
様
子
か
ら
宇
宙

船
の
中
の
よ
う
だ
。
ウ
ィ
ロ
ウ

は
ま
だ
「
ダ
、
ダ
、
ダ
」
と
片

言
に
も
満
た
な
い
音
を
発
す
る

だ
け
だ
が
モ
ン
テ
は
そ
れ
が
可

愛
く
て
な
ら
な
い
。

宇
宙
船
に
は
当
初
、
男
女
９

人
が
生
活
し
て
い
た
。
科
学
者

の
デ
ィ
ブ
ス
（
ビ
ノ
シ
ュ
）
以

外
は
全
員
、
死
刑
囚
か
終
身
刑

の
囚
人
だ
っ
た
。
宇
宙
に
新
た

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
探
索
す
る

た
め
と
い
う
の
が
表
向
き
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
で
地
球
帰
還
後
は
無

罪
放
免
に
な
る
と
い
う
約
束
の

下
で
彼
ら
は
訓
練
を
受
け
た
。

し
か
し
、
真
実
は
違
っ
て
い
た
。

デ
ィ
ブ
ス
は
す
べ
て
を
知
っ
て

い
た
が
、
科
学
者
の
好
奇
心
は

恐
怖
心
に
勝
っ
た
の
だ
っ
た
。

宇
宙
の
ロ
マ
ン
と
特
殊
な
環
境

の
中
で
の
人
間
の
心
理
的
重
圧

が
交
差
す
る
。
１
時
間
50
分
。

Ｒ
。

（
明
）

命
あ
る
限
り

動
画
予
告
編
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■
AMC Lincoln Square 13

1998 Broadway

Cinepolis Chelsea
260 W. 23rd St.

Angelika Film Center
18 W.Houston St. 

High Life

宇宙船で暮らすモンテ（パティンソン）と娘ウィロウ

P
h

o
to
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R
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R
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R

A
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 C
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E
M

A
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A
N

D
O

R
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O
D

U
K

T
IO

N

ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
日
本
文

化
セ
ン
タ
ー
は
５
月
10
日
（
金
）

午
後
６
時
か
ら
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
ミ
ラ
ー
劇
場
（
ブ
ロ
ー
ド

ウ
エ
ー
２
９
６
０
番
地
、
１
１

６
丁
目
）
で
ダ
ン
ス
・
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
／
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー

の
尾
竹
永
子
さ
ん
の
講
演
会
を

開
催
す
る
。
２
０
１
８
〜
19
年

度
第
15
代
目
千
宗
室
レ
ク
チ
ャ

ー

で

「E
IK

O
O

T
A

K
E

:
D

istan
ce

is
M

alleable

」

(

距
離
は
変
化
す
る)

と
題
し
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
講
演
を
行

う
。
講
演
は
英
語
。

尾
竹
さ
ん
は
東
京
で
生
ま
れ

育
ち
、
１
９
７
６
年
に
来
米
。

「E
iko

&
 K

om
a

」
の
デ
ュ

オ
の
半
分
と
し
て
活
動
し
、
ド

リ
ス
・
デ
ュ
ー
ク
・
ア
ー
チ
ス

ト
賞
（
12
年
）
、
ダ
ン
ス
マ
ガ

ジ
ン
賞
（
06
年
）
、
そ
し
て
著

名
な
米
国
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
フ

ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
（
06
年
）
や
マ

ッ
ク
ア
ー
サ
ー
・
フ
ェ
ロ
ー
シ

ッ
プ
（
96
年
）
な
ど
を
受
賞
。

04
年
に
は
初
め
て
の
ア
ジ
ア
系

コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
と
し
て
、

サ
ム
エ
ル
・
Ｈ
・
ス
ク
リ
ッ
プ

ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ダ
ン
ス
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
生
涯
貢
献

賞
を
受
賞

。

２
０
１
４
年
よ
り
ソ
ロ
活
動

を

始

め

、
「A

B
od

y
in

Places

」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
監
督
・
公
演
す
る
。
写
真

家
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ン
ス

ト
ン
と
た
び
た
び
メ
ル
ト
ダ
ウ

ン
以
後
の
福
島
を
訪
れ
、
「A

B
ody

in
F

ukushim
a

」
と

題
し
た

写
真
や
映
画
を
作
成
。

17
年
に
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
で
、
こ
の
自
作
の
７
時
間

半
も
の
福
島
で
の
フ
ィ
ル
ム
の

映
写
と
と
も
に
全
日
ソ
ロ
公
演

を
行
っ
た
。

入
場
無
料
、
要
予
約
。
参
加

希

望

者

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.keenecenter.org

の

「R
SV

P
F

or
E

vents

」
か
ら

登
録
す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
２
１
２
・
８
５
４
・
５
０
３

６
（
新
谷
さ
ん
）
ま
で
。

Photo by William Johnston

尾竹永子講演会
ドナルドキーン文化センター主催

コロンビア大で5月10日

http://iwaokadental.com
http://www.ojfd.com
https://www.parkavesinusallergy.com
http://myriverside.net/home
https://a24films.com/films/high-life


１
９
８
７
年
か
ら
10
年
間
ノ

エ
ビ
ア
化
粧
品
の
広
告
に
抜
擢

さ
れ
、
Ｃ
Ｍ
ア
ー
ト
の
先
駆
者

と
し
て
人
気
を
博
し
た
鶴
田
一

郎
の
米
国
初
と
な
る
個
展
「
美

人
画
」
が
23
日
（
火
）
か
ら
５

月
11
日
（
土
）
ま
で
、
大
西
ギ

ャ
ラ
リ
ー
（
西
26
丁
目
５
２
１

番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。

鶴
田
は
多
摩
美
術
大
学
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
科
を
卒

業
。
プ
ロ
と
し
て
描
き
始
め
た

当
初
は
西
洋
文
化
に
影
響
を
受

け
写
実
的
な
作
品
を
描
い
て
い

た
が
、
自
分
が
「
日
本
人
で
あ

る
」
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
、

次
第
に
淋
派
や
弥
勒
菩
薩
を
は

じ
め
と
す
る
仏
教
美
術
、
浮
世

絵
に
見
ら
れ
る
「
美
人
絵
」
や

「
女
絵
」
な
ど
日
本
独
自
の
美

意
識
へ
と
傾
倒
し
た
。
「
私
は

私
自
身
の
ミ
ュ
ー
ズ
（
女
神
）

を
描
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

と
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
彼
の

永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
作
品

の
中
の
女
性
た
ち
は
多
く
の

人
々
を
魅
了
し
続
け
て
い
る
。
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EVENT
■ファースト・サタデー＝６日　毎月
第1土曜　17:00　Brooklyn Museum of
Art（200 Eastern Pkwy, Brooklyn）Tel:
718-638-5000  入場料: 無料　イベン
ト、ダンス、エンターテインメントな
ど盛りだくさんな内容。
www.brooklynmuseum.org
■第11回サクラ・ヘルス・フェア＝28
日まで　プログラムは曜日によって異
なる　JAA（49 W 45th St)Tel: 212-840-
6942　入場料：無料　ニューヨーク在
住の日系邦人が日本文化を楽しみ、健
康で安心の生活を送るための一助とな
る企画や情報提供を目指した参加型の
催し。詳細はwww.jaany.org
■ニューヨーク・インターナショナ
ル・オートモービル・ショー＝19日〜
28日まで　Jacob K. Javits Convention
Center（655 W. 34th St）Tel: 800-282-
3336　料金：＄17（一般）、＄７（子
供）43を数える自動車生産とその関連
業者が一堂に集い、1000台以上の乗用
車、ミニバン、SUVにトラックなどを
大規模展示する。自動車業界の最新の
デザインやテクノロジー、未来の形を

紹介する。自動車ファンにはたまらな
いイベント。
詳細はwww.autoshowny.com
■イースター・パレード＆ボンネッ
ト・フェスティバル＝21日10:00〜　マ
ンハッタン五番街（49th〜57th Sts.) 参
加無料　セントパトリック大聖堂から
着飾った人々が出て来たことに由来す
る100年以上も続く恒例行事。歩行者天
国の五番街に趣向を凝らした帽子が大
集合する。
詳細はwww.nycgo.com
MUSIC
■ブルー・ノート＝30日まで　開演時
間20:00、22:30 料金はアーティストに
よって異なる Blue Note（131 W. 3rd St）
Tel：212-475-8592  出演:18日〜21日テ
レンス・ブランチャート／22日〜24日
ロイ・ハイネス94歳誕生日記念／25日
〜28日マンハッタン・トランスファ
ー／29日NYUジャズ・オーケストラ・
フィート／30日カリエム・リギンズ
詳細はhttp://www.bluenote.net
■2018年〜2019年カーネギー・ホー
ル・コンサート＝30日まで　時間、料
金 は ア ー テ ィ ス ト に よ っ て 異 な る
Carnegie Hall(881 7th Ave) Tel: 212-
247-7800　本格的なクラシック音楽、
オペラ、リサイタルからポピュラーな
軽音楽やジャズまで多彩な音楽を紹介
する。　出演:19日、20日ナショナル・
バンド・アンド・オーケストラ・フェ
スティバル／21日ニューイングラン
ド・シンフォニック・アンサンブル／
25日イザック・パールマン、エフゲニ
ー・キーシン／28日ミュージック・オ
ブ・エリック・ウィテーカー／29日ニ
ューヨーク・ポップス36周年記念ガ
ラ／30日内田光子
詳細はhttp://www.carnegiehall.org
■ニューヨーク・フィルのオープン・
リハーサル＝５月30日まで　不特定の
火曜〜金曜　9:45　David Geffen Hall
(10 Lincoln Center Plaza) Tel: 212-875-
5818  料金:＄22　コンサート当日の朝
に行われる最終リハーサルの模様を一
般公開している。　本公演とはまた違
う緊迫感があり、音楽ファンにとって
は、裏舞台を垣間見ることができる絶
好の機会。４月のオープン・リハーサ
ルは11日、24日、５月は２日、24日、
30日　詳細はhttp://nyphil.org

DANCE&THEATER
■第18回トライベッカ・フィルム・フ
ェスティバル＝24日〜5月５日　上映会
場はダウンタウンを中心に数か所、日

時によって異な
る 　 Tel: 646-
502-5296 料
金：$12〜　今
年は長編、短編、
ドキュメンタリ
ーなど各ジャン
ル総計103本が
ラインナップ、
約８割は世界初
上映となる。無
料イベントや監
督ら映画人が多
く登壇、トーク

本紙掲載の記事、写真の無断転

載を禁じます。本紙に掲載された

広告内容に関してはＮＹ生活プレ
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か
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承
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www.nyseikatsu.comで
動画がご覧になれます

www.youtube.com/user/NYSEIKATSUTV1●過去の動画は

■ インターネットに接
続し、デジタル版のア
ドレスwww.nyseikat-
su.comで開いた最初の
扉ページのテレビ画面
をクリックすると動画
ニュースをYouTubeで
ご覧になれます。

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

聴
け
ま
す

45
回
転
の
名
盤

392

パ
イ
プ
ラ
イ
ン

シ
ャ
ン
テ
イ
ズ

YouTubeで聴く

週刊NY生活TV

2019年4月20日号

❶ 国連でN高のSDGsへの
取り組みを報告ほか

た
当
時
の
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル

メ
ン
タ
ル
・
ロ
ッ
ク
の
代

表
的
ヒ
ッ
ト
曲
。
そ
の
後
、

ザ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
に
よ

っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
た
が
実

は
こ
れ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
。

イベントもある。
詳細はwww.tribecafilm.com

ART
■フリーダ・カーロ展＝５月12日まで
Brooklyn museum(200 Eastern Parkway
Brooklyn NY)Tel: 718-638-5000 入場料：
＄20（大人）、＄12（学生・シニア）
＄６（12歳以上）1２歳未満無料　社会
的にも私的にも多岐にわたる波乱万丈の
人生を送り、その明快な視点から女性を
描き、特に自画像で有名なメキシコの女
性アーティスト、フリーダ・カーロ

（1907〜54）の作品だけでなく、衣裳や
ジュエリー、義肢装具まで彼女のプライ
ベートな物までを集めての大規模展示
会。詳細はwww.brooklynmuseum.org
■ヒルマ・アフ・クリント／未来への絵
画＝23日まで　Guggenheim Museum

（1071 Fifth Ave) Tel:212-423-3500 入場
料：＄25（大人）、＄18（学生・シニア）
12歳未満無料　20世紀初めに誰よりも早
く抽象絵画を描き始めたスウェーデン出
身で具象画家のクリント（1862〜1944）
の回顧展。死後20年経過するまで作品を
公表しないという生前の希望で1986年ま
で公開されていなかったが、モンドリア
ンやカンディンスキーよりも早くに抽象
画に目覚めたその感性の先見性に新鮮な
透明性を見出す。
詳細はwww.guggenheim.org
■ティファニーのガラスの虹色合い展＝

10月 6日 ま
で　Queens
M u s e u m
(New York
City Bldg.
F l u s h i n g
M e a d o w s
C o r o n a
P a r k )
T e l : 7 1 8 -
5 9 2 - 9 7 0 0

入場料：＄8（大人）、＄4（シニア）18
歳未満無料　米国でのステンドグラス製
作で第一人者として名を残すルイス・
C・ティファニー。フランスでアールヌ
ーボーに触発されたティファニーが古い
ヨーロッパの技法を再現しデザインとカ
ラフルな色彩を加味して創り出したガラ
スに魅了される。　
詳細はhttps://queensmuseum.org
■エピック・アブストラクション／ポロ
ックからヘレラまで＝終了期日未定
Metropolitan Museum of Art (1000 Fifth
Ave) Tel ：212-535-7710 入場料：＄25

（大人）、＄17（シニア）、＄12（学生）、
12歳未満無料（NY州居住者、NJ、NJ、
CT州の学生は任意額。要IＤ提示）1940
年代から現代にいたる抽象絵画、彫刻、
ドローイングなど、同館所蔵のポロック
をはじめ日本人の作品など約50点を展
示。詳細はhttps://metmuseum.org
■ザ・ロング・ラン＝終了期間未定
MoMA (11 W 53rd St) Tel: 212-708-9400
入場料：＄25（大人）、＄18（シニア）
＄14（学生）ルイーズ・ブルジョワ、ジ
ャスパー・ジョーンズ、フランク・ステ
ラ、ジョジア・オキーフなど、さまざま
なジャンルのアーティスト作品を展示。
詳細はwww.moma.org

シ
ャ
ン
テ
イ
ズ
は
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

オ
レ
ン
ジ
郡
で
結
成

さ
れ
た
サ
ー
フ
・
ロ

ッ
ク
・
バ
ン
ド
。
「
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
」
は
、

１
９
６
３
年
の
ビ
ル

ボ
ー
ド
の
４
位
に
ラ

ン
ク
さ
れ
る
世
界
的

大
ヒ
ッ
ト
曲
と
な
っ

タ
ー
タ
ン
・
パ
ン
ツ
企
画
立

案
者
と
し
て
の
責
任
を
取
り
、

１
本
購
入
（
も
ち
ろ
ん
社
員
割

引
）
。
自
ら
宣
伝
の
た
め
毎
日

の
よ
う
に
は
い
た
。

は
い
て
分
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
た
し
か
に
１
９
６
７
年
当

時
、
男
で
こ
ん
な
派
手
な
パ
ン

ツ
は
い
な
い
。
だ
が
、
東
京
の

人
は
気
に
な
っ
て
も
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
し
て
く
れ

た
。
そ
れ
に
気
付
か
な
か

っ
た
の
は
う
か
つ
だ
っ
た
。

た
ま
た
ま
、
出
張
で
東
北
へ

行
く
機
会
が
あ
っ
た
。
わ
た
し

は
ネ
イ
ビ
ー
の
ダ
ブ
ル
・
ブ
レ

ザ
ー
（
Ｖ
Ａ
Ｎ
で
は
ニ
ュ
ー
ポ

ー
ト
と
呼
ん
で
い
た
ア
レ
）
に

タ
ー
タ
ン
・
パ
ン
ツ
を
合
わ
せ

て
行
っ
た
。
街
を
歩
い
て
い
る

と
、
人
が
よ
け
る
、
ジ
ロ
ジ
ロ

見
る
。
こ

れ
に
は
ま

い
っ
た
、

急
に
恥
ず

か
し
く
な

っ
た
の
を

覚
え
て
い

る
。い

ま
や

高
校
の
制

服
に
な
っ

た
ブ
レ
ザ
ー
に
タ
ー
タ
ン
の
パ

ン
ツ
や
ス
カ
ー
ト
だ
が
、
半
世

紀
前
は
人
騒
が
せ
の
タ
ネ
だ
っ

た
。
「
男
の
く
せ
に
あ
ん
な
ズ

ボ
ン
な
ん
か
は
い
て
…
」
ま
る

で
変
態
あ
つ
か
い
の
時
代
が
あ

っ
た
の
だ
。

教
訓：

早
け
れ
ば
い
い
っ
て
も

ん
じ
ゃ
な
い
。
　
　
（
お
わ
り
）

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
火

〜
土
曜
の
午
前
11
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
は
25
日
（
木
）
午

後
６
時
か
ら
８
時
ま
で
。
問
い

合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
６
９

５
・
８
０
３
５
、
ま
た
は
メ
ー

ル

in
fo@

on
ishigallery

.com

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.on

ishigallery
.com

を
参
照
。

269：早すぎたタータン

絵の中の女神たち
鶴田一郎NY初個展
大西ギャラリーで23日から

Ichiro Tsuruta

(b. 1954);

Beautiful Red,

2019; acrylic

on canvas; h.

35 3/4 x w. 28

5/8 in. (91 x

73 cm)
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http://www.yamagatadental.com
https://truetruth.hatenablog.com/
https://www.youtube.com/watch?v=j09C8clJaXo
https://youtu.be/5mFG4eNXDrM
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今
年
で
３
回
目
を
迎
え
た
竹

村
優
子
氏
が
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

を
務
め
る
「
ダ
ン
ズ
カ
レ
ッ
ジ

V
ol.3

」
が
３
月
17
日
ア
イ
レ

イ
劇
場
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回

は
ト
ロ
カ
デ
ロ
・
バ
レ
エ
団
の

ボ
イ
ジ
ー
・
デ
コ
ベ
、
元
キ
ュ

ー
バ
国
立
バ
レ
エ
団
の
ホ
セ
・

ラ
サ
ダ
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
た
。

上
演
作
品
は
「
ド
ン
・
キ
ホ
ー

テ
」
・
「
瀕
死
の
白
鳥
」
な
ど

の
古
典
バ
レ
エ
か
ら
ミ
ッ
ク
ス

さ
れ
た
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ダ

ン
ス
な
ど
。
参
加
し
た
日
本
人

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
カ
ル
メ
ン

を
谷
口
綾
香
（
ソ
ロ)
、
独
自

の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
ミ
ッ
ク

ス
を
中
澤
利
彦
（
ソ
ロ) 
、
ド

ン
・
キ
ホ
ー
テ
を
ラ
サ
ダ
と
共

に
望
月
美
佐
が
踊
り
、
２
時
間

の
間
に
20
作
品
以
上
を
披
露

し
、
大
き
な
拍
手
を
受
け
た
。

ダ
ン
ス
カ
レ
ッ
ジ
Ｖ
Ｏ
Ｌ
３
に
20
作
品
出
場

第
２
回
武
蔵
野
美
術
大
学
校

友
仲
間
展
「
武
蔵
野
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」
が
５
月
３
日
（
金
）

か
ら
19
日
（
日
）
ま
で
、
ロ
ウ

ワ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
１
２
８
（
リ
ビ
ン
グ
ト

ン
通
り
１
２
８
番
地
。
電
話
３

４
７
・
４
５
６
・
３
４
２
４
）

で
開
催
さ
れ
る
。
（
後
援：

武

蔵
野
美
術
大
学
校
友
会
）

絵
画
、
立
体
、
イ
ン
ス
タ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
写
真
、
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
な
ど
、
15
人
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
方

法
で
制
作
し
た
作
品
を
展
示
す

る
。
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
、

小
坂
明
子
、
前
原
邦
彦
、
神
舘

美
会
子
、
大
野
廣
子
、
奥
村
光

也
、
奥
村
泰
子
、
上
原
あ
け
み
、

依
田
寿
久
依
田
順
子
、
鞍
井
綾

音
、
松
原
冬
子
、
田
中
美
路
、

佳
奈
ヘ
ン
デ
ル
、
平
之
内
美
穂
、

遊
真
あ
つ
こ
。

入
場
無
料
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
５
月
３
日

（
金
）
午
後
６
時
か
ら
８
時
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

galleryonetw
entyeight.o

rg
を
参
照
。

武
蔵
野
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

15
人
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
出
展

ギ
ャ
ラ
リ
ー
１
２
８
で
５
月
３
日

英
国
王
立
協
会
が
刊
行
す

る

科

学

専

門

誌

『

ロ

イ

ヤ

ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
・
オ
ー

プ
ン
・
サ
イ
エ
ン
ス
』
は
こ

の
ほ
ど
、
「
米
国
人
は
一
般
的

に
、
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
を
ケ

ニ
ア
や
ア
フ
リ
カ
大
陸
東
部

の
気
候
条
件
に
近
い
温
度
に

設
定
す
る
傾
向
が
あ
る
」
と

い
う
記
事
を
掲
載
し
た
。

同
記
事
の
著
者
で
調
査
を

行
っ
た
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ

州
立
大
学
は
当
初
、
害
虫
や

ネ
ズ
ミ
な
ど
人
間
の
生
活
の

身
近
に
存
在
す
る
有
害
生
物

に
関
す
る
研
究
を
進
め
て
い

た
。
調
査
チ
ー
ム
は
米
国
各

地
の
住
居
を
検
査
し
な
が
ら
、

室
内
の
平
均
温
度
や
温
度
変

化
を
世
界
の
別
の
環
境
条
件

と
比
較
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー

ク
な
分
析
を
始
め
た
。

米
国
人
の
室
内
設
定
温
度

は
平
均
で
、
華
氏
40
度
後
半

か
ら
90
度
半
ば
で
、
ア
フ
リ

カ
東
部
の
国
々
の
１
日
の
気

温
変
化
に
類
似
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
同
調
査
チ

ー
ム
は
、
人
類
は
ア
フ
リ
カ

に
起
源
を
持
つ
と
い
う
考
古

学
的
な
学
説
が
あ
る
た
め
、

自
然
と
ア
フ
リ
カ
の
気
候
を

求
め
る
の
は
不
思
議
で
は
な

い
と
伝
え
て
い
る
。

「
秋
田
名
物
と
全
国
の
銘
酒

祭
り
」
と
題
し
て
春
の
利
き

酒
会
が
５
月
31
日
（
金
）
午

後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
（
Ｊ
Ａ

Ａ
、
西
45
丁
目
49
番
地
11
階
）

で
開
催
さ
れ
る
。
主
催
「
秋

田
酒
ク
ラ
ブ
」
、
協
賛
・
サ

ン
・
ポ
ッ
プ
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
。
秋
田
県
か
ら
秋
田
晴
、

天
の
戸
、
木
村
、
太
平
山
な

ど
、
他
県
か
ら
は
東
北
を
中

心
に
、
青
森
県
・
桃
川
、
岩

手
県
・
南
部
美
人
、
宮
城
県

・
鳳
陽
、
福
島
県
・
奈
良
萬
、

大

七

、

全

国

か

ら

は

新

潟

県
・
八
海
山
、
石
川
県
・
天

狗
舞
、
佐
賀
県
・
天
吹
な
ど
、

約
40
種
類
以
上
。
参
加
費
50

ド
ル
。
申
し
込
み
は
電
話
２

１
２
・
６
８
２
・
４
３
９
３
、

Ｅ
メ
ー
ルsun

pop@
att.n

et

（
山
本
さ
ん
）
ま
で
。

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版
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w
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y
s
e
ik

a
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
楠
田
弓
惠
が
、
４
月

29
日
（
月
）
か
ら
５
月
31
日

（
金
）
ま
で
ウ
エ
ス
ト
フ
ィ
ー

ル
ド
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
の
オ

ク
ラ
ス
内
で
開
催
さ
れ
る
Ａ
Ｄ

ア
ー
ト
シ
ョ
ー
（
主
催
・
Ｍ
ｖ

Ｖ
Ｏ
）
の
展
示
作
家
１
０
０
人

の
１
人
に
選
ば
れ
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
移
住
し
て
か
ら
７

年
。
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で

ア
ワ
ー
ド
や
プ
ラ
イ
ズ
を
得

た
り
、
審
査
に
よ
る
展
示
で

も
こ
れ
ま
で
数
多
く
選
ば
れ
、

チ
ェ
ル
シ
ー
や
ロ
ー
ア
ー
イ

ー
ス
ト
サ
イ
ド
な
ど
を
含
め
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
参
加
し
た
ア

ー
ト
展
の
数
は
、
２
０
１
９
年

現
在
で
40
回
以
上
と
精
力
的
に

作
品
を
発
表
し
続
け
て
い
る
。

楠
田
は
、
こ
れ
ま
で
溶
接
金

属
作
品
を
主
に
制
作
し
て
き
た

が
、
２
０
１
６
年
頃
か
ら
は
、

日
本
で
継
続
し
て
い
た
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
板
の
水
墨
画
調
油
絵
か

ら
色
彩
を
一
変
さ
せ
て
、
カ
ラ

フ
ル
な
ア
ク
リ
ル
絵
具
な
ど
を

使
用
し
た
絵
画
も
創
作
し
始
め

た
。
今
回
、
Ｍ
ｖ
Ｖ
Ｏ
に
選
ば

れ
た
の
は
、
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ

ア
絵
画
で
、"S

ou
n

d
in

a
subconscious

#
1 #

2 #
3"

と"R
oses

and
G

em
stones"

の
合
計
４
点
。
こ
れ
ら
は
、
昨

年
か
ら
始
め
た
新
作
で
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
板
の
抽
象
画
に
ジ
ェ
ム

ス
ト
ー
ン
を
ち
り
ば
め
た
作

品
。
展
示
は
期
間
中
、
オ
ク
ラ

ス
内
の
巨
大
デ
ジ
タ
ル
ス
ク
リ

ー
ン
に
表
示
さ
れ
る
。
詳
細
は

w
w

w
.m

vvoart.com

Sound in a subconscious  #2 

楠田弓惠の４連作
ADアートショー29日から

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
オ
ク
ラ
ス
に
展
示

楠田さん

松原冬子

遊真あつこ

米
国
人
に
と
っ
て
心
地
良
い
温
度
設
定
は

ア
フ
リ
カ
大
陸
東
部
の
気
候
条
件
に
近
い

秋
田
名
物
と
全
国

銘
酒
祭
り
開
催
へ

５
月
31
日
Ｊ
Ａ
Ａ
で

https://kashiyama1927.com/
https://www.samuraimama.com/



